






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　荒野には巨大な岩がそこら中に屹きつ立りつし、それら巨岩と巨岩の間にたくさんの門が立ち並んでいた。

　そんな異様な場所で、見るもおぞましい黒い山や羊ぎの軍団がラーマの町を蹂じゆう躙りんせんと押し寄せてくる。

　俺は門から門へと転移しながら、左手で聖剣ルーンブレイクを振るい、黒い山羊──魔神の僕しもべたちを一匹、また一匹と斬きり伏ふせていく。

　それぞれＣ級からＡ級ほどの力がある魔神の僕たちが群れを成して襲ってきている状況は、本来であればかなり絶望的なシチュエーションではあるものの、門番の隠しスキル──【八はち門もん[image: ]とん甲こうスキル】によって身体能力が大幅に底上げされた俺の敵ではない。

　しかし──聖剣を振るいながら、ふと、素そ朴ぼくな疑問が頭を過よぎる。

　……俺、何のために門番になったんだっけ？

　少なくとも俺が憧あこがれた門番生活に、魔神や魔神の僕との戦闘は含まれていないのだが……。

　そもそも普通の門番は、魔神や魔神の僕と戦える戦闘力などないし、転移門スキルなどといった便利スキルを覚えることもない。

　──では、どうしてこのようなことになったのか。

　そう、つまり、一門番に過ぎないこの俺が、どうして世界を滅ぼす魔神と戦うことになり、どうして魔神と戦えるほどの戦闘力を得ることになったのか。




　話は一か月前、俺がまだ魔法剣士だった頃ころまで遡さかのぼる──
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　俺とミロは幼おさな馴な染じみだった。

「リューイ！　お互い、世界最強の剣士になろう！」

「ああ、そうだねー……」

「その時はどっちが上か勝負だからな！」

「うん、分かったー……」

「約束だからな！　もし約束を破ったら、どこまでも追いかけるからな!?」

　しかしそれから間もなく、ミロが悪魔の子だったことが明らかになり、ミロはグルニア王国から追放された。




　さらにそこから時が過ぎ、俺たちが十八歳になった頃ころ……。

　俺とミロはそれぞれ英雄職の《魔法剣士》と《暗黒騎士》になっていた──




　俺の名前はリューイ・ネルフィス。

　いきなりだが、俺は門番に憧あこがれている。激しく憧れている。

　ミロがグルニア王国を追放されてから五年。幼少の頃から友達が極端に少なかった俺は現在ぼっちである。

　つまり俺は人の温ぬくもりに飢うえており、出来れば話し相手くらいは欲しいのだが、今の俺の職業──魔法剣士ではそれが難しい。

　そんな折、訪れる町々で旅人たちと楽しげに会話を繰り広げている門番の姿を見ては羨うらやましく思っていた。

　しかも門番は大たい概がい二人一組。パートナーと呼べる存在が常に傍らにいる。

　たくさんの人と触れ合える上に、パートナーという素晴らしい存在まで得られるなんて、門番とはなんと素晴らしい職業だろうか。

　そう、そんなわけで孤独な俺は門番に憧れていた。

　なりたいなぁ、門番に……。




　──グルアアアアアアアアアアアアアアッ!!




　火口にいる火竜が吠ほえたことにより現実に引き戻される。

　……うるさいし……暑いし……もう最悪。はぁ、門番になりたい……。今もドラゴン退治などという面倒事を押し付けられている魔法剣士の俺とはえらい違いだよ……。

　火竜は俺の姿を見るなり炎を吐いてきた。

　まともに食らったら骨まで消し炭になりそうな灼しやく熱ねつの業ごう火か──

　挨あい拶さつする暇もくれないなんてせっかち過ぎだろ……俺はため息を吐つきながら左手を前に出す。

　俺の前に光の壁が出現し、火竜の炎を弾はじいた。

　この世界に精神体として存在する六柱神の一人、マーサ神の力を借りた白魔法だ。

　自慢の炎がまったく効かず、見るからに狼狽うろたえる火竜。それでも最強種であるドラゴンとしての矜きよう持じが許さなかったのか、赤い巨体を揺らしてこちらへと突撃してくる。

　出来れば話し合いで解決したかったけど……無理かな……。そもそも言葉も通じなそうだし……。

　仕方なく俺は腰の鞘さやから剣を引き抜く。

　──相手は火竜なので、セオリー通りいくなら弱点は氷だろう。

　俺は無詠唱で魔法を使用する。

　氷の黒魔法フリーズアローを応用した、魔法剣士のオリジナルスキル、魔法剣フリーズソード。

　魔法を使った瞬間、俺の剣に霜しもが降りてきて、絶対零度の剣となる。

　今、俺の剣は空気を凍いてつかせるようにして青く輝いていた。

　俺はその青い剣を構えると、火竜に向かって駆け出す。向こうもこちらに突撃してきているので、その距離は一気に縮まった。

　火竜の間合いに入った時、大きな爪つめを振り上げてくるが……問題ない。

　俺はさらに加速すると爪が振り下ろされる前に火竜の懐ふところに入り、飛び上がりざまに氷の剣で斬きり付つけた。ズバンッと確かな手ごたえがひびき、切り裂かれた火竜の胸が一瞬にして凍りつく。その氷は火竜の体内に入り──

　ズズゥゥゥン……。

　着地した俺の後ろで火竜が倒れた。




　ほどなくして山頂に向かって歩いてくる一団があった。

　その先頭にいた中年の男──レーニン将軍は俺の側そばまで来ると、

「リューイ殿、ご苦労だった」

　ザ・言葉だけの労ねぎらい。そう思うなら少しでも手伝ってくれれば良かったのに……。

　千人の兵と共に後方で待機していたレーニン将軍は、火竜退治を俺一人に押しつけて、一切手伝ってくれなかった。

　言ってしまえばレーニン将軍はお目付け役である。軍の体裁やら国の面目やらで、俺の監視ついでに派遣されただけに過ぎない。

「しかしさすがはグルニアの英雄と呼ばれるリューイ殿だな。本来だったら手て練だれのＳ級冒険者パーティ、もしくは一万の兵を用意して然しかるべき相手を、たった一人で倒してしまうとは……」

　そう言ってレーニン将軍はお世辞と共に笑って見せてきたが、その瞳ひとみの奥に俺に対する恐れがあることを俺は見逃していなかった。

「さあ、ドラゴンのアイテム剝はぎ取とりは専門家に任せておいて、次の戦場へと急ごう」

　次の戦場……ね。まったく気の休まる暇もない……。

　戦い終わったばかりの俺を慮おもんぱかることもなく、レーニン将軍は俺を連れて歩き出す。

　門番になりたい──その思いは日に日に強まっていた。
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　あれからさらに五か所の戦場に駆り出された後、ようやく一度本国へ帰ることが許された俺は、その足で王に謁えつ見けんするために城へと赴おもむく。

　レーニン将軍と共に謁見の間に入ると、俺たち二人は赤い絨じゆう毯たんの上を進んでいき、玉座から十歩ほど離れたところで跪ひざまずいた。

「レーニン・リフューズおよびリューイ・ネルフィス両名、只ただ今いま帰還致しました」

　レーニン将軍が代表して王に報告する。

「レーニン将軍、ご苦労だったね。特に火竜討伐の件は見事だよ」

　玉座に座っている若い男性から柔らかな声音が返ってきた。

　さらさらの金髪。サファイアのような美しい碧へき眼がん。背はすらりと高く、細身だが物腰はしっかりしている。

　王室用の宮廷服に身を包んだその男性は、俺と同じ十八歳の少年ながら、現国王であるナパール・グルニアだった。

「火竜討伐以外の戦功についても既に報告を受けている。レーニン将軍、存分に褒ほう美びを取らせるから、楽しみにしておいてくれ」

「ははっ、ありがたき幸せ！」

　ナパール王に労われたのはレーニン将軍一人。火竜を倒したのも、地方の戦況を覆したのも、全すべてレーニン将軍の手柄になっている。

　何な故ぜかと言うと、俺一人に名声が集中するのを防ぐためだ。俺を監視する将軍が交代で俺の手柄を取っていくシステムだった。

　なんだそれ……。レーニン将軍は手伝ってさえくれなかったのに……。

　俺が内心でうんざりしていると、玉座からナパール王の声が降ってくる。

「どうしたリューイ？　何か不服かい？」

「……いえ」

　そう答えるしかないんですけど……。

「そうかい。ならいいんだよ」

　ナパール王はにこりと笑ったが、瞳の奥は冷たい。

　彼はいつからか俺のことを嫌うようになった。

　その理由は分かっている。ナパール王は昔、俺の幼馴染みである男のミロに何故か「好きだ好きだ」と言っていて、ミロにひどく嫌われた過去があった。だからミロと仲が良かった俺のことを憎んでいるのだ。

　ちなみに俺の手柄が全て他の将軍たちに分散されるようになったのも、ほとんどナパール王の差し金と言っていい。

「リューイ、君には次の仕事がある」

　……またか。五つの戦場を駆けてきたばかりだというのに、休む間も与えてくれない。あからさま過ぎるくらいの嫌がらせ。……どれだけ嫉しつ妬と深ぶかいんだよこの人……。

　──が、そのようなものは、まだほんの序の口に過ぎなかった。

　次に発せられた言葉を聞いた瞬間、俺は耳を疑う。

「君にはダークテリトリーの闇やみ皇こう帝ていとして君臨する、暗黒騎士ミロを討ってもらいたい」

　その命令は俺にとってあまりにも衝撃的だった。

「返事はどうした、リューイ？」

「………」

　俺は何も答えられない。何故ならミロは俺の幼馴染みであり、唯一の親友だからだ。

「リューイ、黙っていたら分からないだろ？」

「……俺には出来ない」

「……なんだって？」

　俺の答えに、ナパールの笑顔がぴくりと動いた。

「あなたにも分かっているはずだ。俺にミロを討ち取れるわけがない」

「………」

　ナパール王は玉座から立ち上がり、俺の方に向かって歩いてくる。

　目の前まで来ると、しゃがんで俺に目線を合わせてきた。男でもドキッとするようなナパール王の美しい顔。しかしその切れ長の目はあくまで冷淡だった。

「リューイ……これは君だけの問題とは違うんだ。言ってしまえば人類全体の平和に関かかわる話なんだよ」

「………」

「ダークテリトリーはゴブリンやオーガなどの魔物で溢あふれかえっている。それを討伐することは僕たちの使命だ。そのためには、ダークテリトリーのトップ──闇皇帝に君臨する暗黒騎士ミロを討ち取らなければならない。そして、それをやれるのはグルニアの英雄……いや、人類最強とまで謳うたわれるリューイ・ネルフィス、君しかいないんだよ。分かるだろ？」

　確かにダークテリトリーはゴブリンやオーガなどといった魔物で溢れ、犯罪者たちが逃げ込むような、まさに無法の島である。

　──そして、そんな島に逃げ込むしかなかったのがミロだ。

　かつてミロは悪魔の子の烙らく印いんを押され、この国を追放されてダークテリトリーへと島流しにされた。

　しかしミロはダークテリトリーでがむしゃらに戦い抜いた結果、基本的に誰だれにも従わないゴブリンやオーガ、それに犯罪者といった者たちまでまとめ上げ、気付けばダークテリトリーで闇皇帝と謳われる存在になっていた。

　ミロが──俺の親友が国を作ったのである。

　正直大した奴やつだと思った。

　だからこそ俺は、ナパール王の意見に反対する。

「だったら余計にダークテリトリーに攻めるのはやめるべきだ。ミロが闇皇帝として君臨してから、この国の中で魔物の被害が激減している。それはひとえにミロが魔物たちを統制してくれているからだ。下手につつくべきではない」

「何を言っているんだリューイ。だからこそだよ。魔物たちを統制したミロが、その魔物たちを率いて我が国に攻めてきたらどうする？」

「ミロはそんなことしない」

「リューイ……」

　ナパール王の顔から笑みが消えた。

「いつから君は僕に口答え出来るほど偉くなったんだい？」

「……ッ」

　ナパール王は立ち上がると、俺の手を踏みつぶしてくる。

「いいかい？　僕は王だ。そして君は一兵士に過ぎない。兵士が王に口答えしてもいいと思っているのか？」

「………」

　俺が何も答えないでいると、俺の手を踏みつぶすナパール王の足に籠こもる力が一層強くなる。

　そんな状況を見ても、周りにいる文官や将軍たちは顔色一つ変えようとしなかった。ナパール王に手なずけられた者たちは、誰も俺のことなど助けてくれない。

　俺はこの国で完全に孤立無援。ナパール王がそのように仕組んだのだ。

「人類のためにミロを討て。これは命令だ」

　……この人だって昔はミロのことが好きだったはずなのに。それほどミロと仲が良かった俺のことが許せないのか……。

「返事はどうした、リューイ？」

「……分かった……」

「畏かしこまりました、だろ？」

　俺の手をさらにぐりぐりと踏みつぶしてくる。

「……畏まりました」

　言わされていた。この場でそのように答える以外、俺には何を言うことも許されなかった。

「そう。それでいいんだ」

　ようやくナパール王の顔に笑みが戻る。

「皆、聞いての通りだ。ダークテリトリー攻めが決まった！　これは決定事項である。この先、どのようなことがあろうともこの決定は覆くつがえせない！」

　ナパール王が仰々しく宣言すると、辺りにいた者たちは一斉に拍手をする。

　ナパール王は満足そうに笑ってから、俺の耳元に口を近付けてきて、小声でこのように言ってくる。

「リューイ、お前も嬉うれしいだろう？　君たち二人は『お互い最強になったら戦おう』と約束していたもんなあ？」

「……！」

「存分に殺し合えよ」

　ナパール王の口元が吊つり上あがっている。彼の目には激しい嫉妬の炎が渦巻いていた。

　しかし俺が何かを言う前に、ナパール王はさっさと歩いて玉座の間から出て行ってしまう。

　それを合図に今回の謁見の儀は終了し、辺りにいる文官や将軍たちも一斉に立ち去って行く。

　俺はただ、その様子を黙って見ているしかなかった。
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　はぁ、厄介なことになったな……。

　ナパール王は何だかんだ理由を付けていたが、結局は俺に嫌がらせしたいだけだ。自分の物にならなかったミロと、ミロと仲の良い俺に殺し合いをさせることに愉ゆ悦えつを感じるのだろう。

　……そろそろ潮しお時どきかな。

　その意味するところは、もうこの国にさよならしようかなということだ。

　これまでは母国であるこのグルニア王国と、実家であるネルフィス家への体面からある程度理不尽な命令にも従ってきたが、親友であるミロと戦ってまで守りたいものなどそこにはない。

　加えて俺には『地位』や『名声』にも執着がない。俺が欲しいものはもっと別にあるのだから。

　だったらこの国にいる理由などもうないだろう。

　しかし──と俺は思う。今の魔法剣士の職業のまま逃げ出しても大規模な追手がかかる可能性が高い。

　それに魔法剣士がやれる仕事となると結局は戦闘関係しかない。

　例えば冒険者として生きていくことなどがその筆頭として挙げられるが、冒険者ギルドに登録する時は必ず本名と職業名が明かされてしまうシステムになっている。そうなると俺が『グルニアの魔法剣士リューイ・ネルフィス』であることが一発でばれてしまう。

　つまり、魔法剣士のままではゆっくり生きていくこともままならないということだ。

　──だったら思い切って他の職業に転職してみようか？

　一度転職したら二度と同じ職業には戻れないので、英雄職の魔法剣士に二度となれなくなるのは少々もったいない気もするが、そもそも俺は別に強さなんて求めていない。ミロとの繋つながりを感じるために強くなろうと頑張ってきたが、そのミロを討たねばならないのなら本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだし。

　そんなわけでこの際、転職するというのはありだと思う。

　──だけど、何の職業に転職する？

　正直言って俺は戦うことにはうんざりしている。だから出来れば戦闘職以外がいい。それでいて出来るだけ人との触れ合いがある職業がベストだった。

　でも、そんな都合の良い職業なんてあるだろうか？

　………。なんて、実はもう答えは出ているのだが。

　そう、門番である。

　門番は普通職であり、戦闘職ではない。つまり戦いとはあまり縁えんのない職業と言える。

　さらには俺的『人との触れ合いナンバーワン職業』である。

　ミロと戦わなくて済む上に、人との温もりまで手に入るなんて、もはや門番にならない理由が見つからなかった。

　よし、なろう門番に！

　元々門番への憧れが強かった俺はあっさりそう決意すると、城下町に向かって進み始めた。
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　この世界で転職するためには、いくつか条件をクリアすることが必要となってくる。

　まず転職先の職業に縁のある物を用意することだ。

　ちなみに俺が魔法剣士になった時は、一本の剣と魔法の腕輪を用意した。

　そして門番に転職する際に必要なものは『門』である。

　そんなわけで俺は適した門を探すため城下町を練り歩いていた。転職の儀式を邪魔されないために、人通りが少なくて、門番が立っていない門が望ましい。

　きょろきょろと辺りを見回しながら歩いていると、東通りの貧民街に入ったところでちょうど良い門を発見する。昔の教会跡で、西通りに移築された時にそのまま残されて廃はい墟きよとなっている建物──人通りも少ないし邪魔も入らなそうだ。

　俺は教会跡に入ると、魔法剣士の象徴である『剣』と『魔法の腕輪』を外して瓦が礫れきの上に置いた。そして門の側に立ち、集中する。

　ふぅ……相変わらずこの瞬間はドキドキするな。転職とは半分生まれ変わるようなものだから。

　──しかし本来は転職の儀式というのは教会でやってもらわねばならない。何故なら転職の儀式には、神官が使う神聖魔法の力が必要になるからだ。だけど俺は自分で神聖魔法が使えるので、こうして独力で転職しようというわけである。俺が転職したことがバレるわけにもいかないからな。

「慈じ愛あいの神マーサよ　我が声に耳を傾けたまえ　我は汝なんじの子なり」

　俺が神聖魔法を唱えると、足元に神々しい光と共に、大きな魔法陣が現れた。

　──転職で最も重要な条件は、転職先に必要な『才能』を持っていることだ。魔法剣士になる時は、剣と魔法の両方に達人級の才能が必要だったが、正直言って門番の才能とは何かよく分からない。こればかりはやってみるしかないだろうが、英雄職の魔法剣士に比べたら大分条件は緩ゆるいはずだ。

　俺は神聖魔法を唱え続ける。

「我は新たなる道を望まん　汝の大いなる慈悲を以もつて　今ここに我を門番へと誘いたまえ　リライト!!」

　神聖魔法を唱え終えると、足元の魔法陣から一層強い魔力が溢れ出した。

　逬ほとばしる光と共に、激しい風が吹き荒れ、天から柔らかな光が降り注ぐ。

　その光に体が晒さらされると、俺の中から力が大量に抜けていくのを感じた。

　同時に、何かが入ってくる感覚がある。

　そんな状態がしばらく続いた後、やがて光は俺の中へと収束していき、

　──その時だった。

　急に右手の甲にズキリと痛みが走ったので、手袋を外してみると──俺には生まれつき右手の甲に特殊な形をした痣があるのだが──それが激しい輝きを放っていた。

　そして──




「神の門を守る者よ　目覚めよ」




　不意に頭の中に不思議な声が鳴り響く。

　……なんだ？　魔法剣士になった時はこんな声は聞こえなかったが……。

　次の瞬間──急に激しい痛みが俺の頭を襲い出す。

「うわああああああああああああッ!?」

　俺は魔法陣の上で蹲うずくまった。片方の手で頭を押さえながらも、もう片方の手で何とか転職の儀式を止めぬよう魔法陣を維持する。

　やがて右手の甲の痣から発せられていた光が完全に収まり、魔法陣が消えた時、俺の頭痛も収まっていた。

　荒い息を吐いて地面に手をついていると、さらに声が聞こえてくる。

「神の門を守る者よ　神の門番よ」

　中性的で、それでいて儼げん乎こたる声だった。

「魔神を神の国に入れてはならぬ　神の門を通してはならぬ」

　……え？　神の門？　いや、その前に神の門番って……？

「魔神を倒すのだ」

　魔神？　それはどういう……。

「神の門番としての責務を果たせ」

　だから神の門番ってなんだって訊きいているのだけれど……。

「行け　運命の地　ラーマへと──」

　おーい、聞いてる？

　俺は心の中に向かって必死に問いかけるが、しかしそこで声は途絶え、何の反応もなくなってしまった。

　……完全な一方通行。

　俺は息を整えながらも今起きた現象について考える。

　……一体何だったんだ？　転職の際にこんな激しい痛みが襲うなんてことは聞いたことがないし、実際魔法剣士になった時でさえ少し疲労感を覚えたくらいだった。

　それに……俺は自分の右手の甲を見る。そこには前よりもくっきりと浮かび上がった痣があった。まるで紋章のような形のそれが、よりはっきりと見えるようになっていた。……どうしてこの痣が光ったんだ？　それにどうして痣の形が前より鮮明になったのか？

　そして何より、さっき聞こえた声の正体は一体……？　神の門番とか魔神を倒せとか、随分と勝手なことを色々とのたまっていたが……。

　あの声が述べた「ラーマ」といったら、今では詐さ欺ぎ師しとして名高い賢者ファーエルが提唱した『魔神王復活は目前である。生きとし生ける者は協力し合い、世界の中心ラーマにてこれを迎え撃たなければならない。さもなければ世界は滅びる』という予言が有名だが……これと何か関係があるのだろうか？

　しかし魔神は三百年前に既に一度復活し、打ち滅ぼされているのだが……。

　………

　それからもしばらくその場で考えていたが、どれだけ考えても答えは何も見つかりそうになかった。

　仕方なく、そのことについては一いつ旦たん置いておき、俺はステータス確認を優先することにする。この世界では目を閉じて自分の力を意識すると、自分の職業名やレベル、職業スキル、職業アビリティが文字となって頭の中に浮かび上がるのだ。

　そのステータスを確認したところ、次のようなものになっていた。
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リューイ・ネルフィス　１８歳　人間族　男

職業：門番（普通職）

職業レベル１

職業スキル：オープンゲート　クローズゲート

職業アビリティ：門の側では能力が全てワンランクアップする
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　おお……やった、成功しているじゃないか！

　職業が魔法剣士から門番に変わっている！　職業レベルも１になっているし、魔法剣士の強力なスキル群が全て無くなっていた。

　俺は門番になったのだ！

　これでミロと戦わなくて済むし、夢の門番の仕事が出来る……のだが、少し気になることがあった。

　本来ステータス上には職業アビリティまでしか書かれていない。しかし今頭に浮かび上がるステータスには続きがあった。
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天職レベル１

天職スキル：クリエイトゲート

天職アビリティ：なし
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　天職レベル、天職スキル、天職アビリティなどといった馴染みのないものがステータス上に現れていた。

　……『天職』って何だ？　こんなの初めて見たぞ。聞いたこともない。

　取りあえず俺は天職スキルの項目にある『クリエイトゲート』なるものを調べてみることにした。もう一度俺は目を閉じて、意識をステータスに集中する。
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＊クリエイトゲート

【効果】

　壁や通路に門を創つくることが出来る。

　他の隠し門番スキルの前提条件となる。

【スキル取得条件】

・───────────────
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　壁や通路に『門を創ることが出来る』だって？　これは使いようによってはかなり便利な破格のスキルじゃないか。

　しかしそれだけに、単なる門番がレベル１の状態で持っていていいようなスキルではないと思う。

　──恐らくこれは門番の隠しスキルだ。

　実際、隠しスキルの取得条件は、隠しスキルを取得して初めて判明する。今明らかになっている各職業の隠しスキルは、先人たちが苦労して明らかにしてきたものだ。

　それでも近年の歴史ではさすがに隠しスキルの判明は少なくなっていたのだが、今回めでたくその一つを俺が引き当てたようである。

　しかし肝心の取得条件が何やら読めないのだが……。こんなことも初めてのことだった。

　まあ、結局は考えたところで分からないので、差し当たってそれに関しては今はいいか。クリエイトゲートスキルが使えそうなスキルということだけは確かだしね。

　それに『他の隠し門番スキルの前提条件となる』と書いてあるということは、他にも隠しスキルがあるということだ。

　ちょっとドキドキしてきた。これは色々と楽しみになってきたな。

　そのためにもさっさとこの国から出てしまおう。

　俺は剣と魔法の腕輪を拾い上げると、城下町を囲っている城壁のところに向かって移動を開始する。あまり目立たぬ方が良いと思い、途中露店でフード付きのマントを買って装着した。

　広い城下町を歩くこと数時間──ようやく城下町の端まで辿たどり着つく。

　今からやることを誰にも見られるわけにはいかない。だから城下町の最も人ひと気けのない場所で、俺は城壁に手をついた。

　そして息を吸い込むと、頭の中に浮かんだスキルの使い方そのままに、『クリエイトゲート』スキルを行使する。

「主よ　唯ゆい一いつの神よ　今ここに新たなる門を開きたまえ　クリエイトゲート！」

　右手の甲の痣が光り輝く。次の瞬間、壁に見たことのないタイプの魔法陣が現れ、見る間に一つの門を形成した。壁と同じ材質の石の門だった。

　……おお、本当に門が出来たよ。初めて手にした力に俺は感動した。

　どうやら『クリエイトゲート』は依より代しろの力を借りるタイプのスキルのようだが……『唯一の神』とは一体何だ？　少なくとも今まで感じたことのない力だった。

　……それにスキルを使用した時に、まるで反応するようにして右手の甲の痣が光ったのは、どうしてだろうか……。

　だが、やはり考えたところで分からないので、その内分かるだろうと割り切るしかないのだけれども……さっきの声といい、思った以上に謎なぞが多いな。

　………。

　ま、いっか。これからは自由な時間がいくらでもある。気が向いた時にでも色々と調べてみよう。

　俺が自分で作った門に手をかけると、いとも簡単に門は開く。

　門の向こうには城下町の外の光景が広がっていた。

　──さて、どこに行こうか？

　一瞬、ミロに会いに行きたいと思ったが、冷静に考えるとそれはやめておいた方がいいだろう。あいつは今や『闇皇帝』だ。あのダークテリトリーで闇皇帝をやっているミロに、そう簡単に会えるとは思えなかった。

　──だったら、どこか遠い町で門番でもしようか？

　それが一番現実的に思えた。

　この国の領土内は論外として、俺は他の国にも顔見知りは結構いる。だから誰も俺の顔を知らないような、出来るだけ寂さびれた町がいい。

　取りあえず南に向かってみようかな。大陸の中央は荒野が広がるばかりで、大きな町といったものは存在しない。だから途中で色々と町や村に寄りつつ、最も良いと思える場所で門番をしよう。

　──それに先程の声はラーマに行けと言っていた。ラーマと言えば、南にあるラーマ男だん爵しやく領りようのことしか思いつかない。……気にならないと言えばウソになるので、出来れば一度寄っておきたかった。

　うん、そんなわけで南に行こう！

　そのように決めると俺は門の外へと一歩踏み出し、南に向かって走り始める。

　門番という新しい職業と、その職業がもたらす未来にワクワクしながら──





[image: ]







　四方を海に囲まれたこの大陸は、一つの大きな島と表現して良いだろう。

　大陸の各地には特色があり、南は水に恵まれ、北は肥ひ沃よくな大地に恵まれ、西は山と緑に恵まれ、東には砂漠と自由が広がっている。

　──しかし、大陸の真ん中には何もない。不毛の大地が続くだけ。

　一説によれば、遙はるか昔にこの場所で神と魔神の戦いが起こったせいであるという記述もあるが、あくまで伝説は伝説として扱われている。

　そんな荒野の中に、ラーマ男だん爵しやく領りようはあった。

「ようやく着いたか……」

　やっと見えてきた町の姿に、俺はほっと息を吐く。

　このラーマ男爵領は本当に荒野の中にぽつんとあるような領地で、最後に寄った村から随分と距離があった。しかも魔法剣士から門番になったことでステータスが大幅に下がったせいでかなり疲れた……。

　息を整えながら町の外観を見てみると、町を囲っている城壁はところどころ崩れ落ちており、ろくに補修が施ほどこされた様子すらない。

　その上、砂ぼこりに塗まみれ茶色がかった壁はところどころ風化している部分もあり、ぼろぼろだった。そう。一言で言うなら寂さびれている。

「……ふふ」

　思わず笑ってしまった。

　完かん璧ぺきじゃないか。あの不思議な声が言うことが気になったから立ち寄ったものの、これは俺の中では理想的な土地だった。

　位置的には大陸の中央なので交通の要衝となり得る場所にあるものの、こんな寂れたところに各国の重要人物──俺の顔見知りが来るとはとても思えない。恐らく旅人たちが中継地点として立ち寄るくらいだろう。

　その点も俺にとってポイントが高い。今までミロしか親しい人間がいなかった俺は、それこそミロがいなくなってからは人の温ぬくもりというものに飢うえていた。

　人と触れ合いたかった。門を通過する旅人たちとの小こ粋いきな会話というやつに憧あこがれていた。

　つまり、今のところこれまで見てきた町の中で一番高得点なわけだが、しかし門番の仕事をやる上で最も重要なファクターは何よりも同どう僚りようの存在だ。門番は大体二人一組のパターンが多いので、ずっと一緒にいるパートナーとは絶対に良い関係を保たなければならない。そうでなければ楽しく門番の仕事なんて出来ないからな。

　そんなわけで俺は視線を城壁から門の方へと移す。

　門の前には二人の門番が立っていた。距離が縮まるごとに、その二人の門番たちの輪りん郭かくがはっきりしてくるのだが……驚いたことに、二人とも女性だった。

　片方は二十代半ばくらい。鎧よろいは着けておらず、婉えん美びに曲線を描く体のラインを覆っているのは鉄製の胸当てのみで、チラリと見える白いヘソがセクシー。

　タイトスカートから伸びるのは黒タイツに包まれた肉付きの良い太もも。加えてすねの辺りまであるロングブーツを履はいている。

　兜かぶとはしておらず、無造作ながらも艶つややかな長い黒髪が胸当てにかかっており、黒い瞳ひとみの下にある左側の泣きボクロが彼女の妖よう艶えんな雰囲気を一層強めていた。

　対してもう片方の女性は見るからに幼い。

　こちらも鎧は着用しておらず、軽さ重視の身かわし系の服を装備しており、腰にはダガー。腰当ては布が少なく、太ももから下が大きく露出していて、靴は小さめのブーツ。

　どことなく盗とう賊ぞくっぽい格好をした少女だが、その顔は驚くほど整っていた。

　くりくりとした可愛かわいらしい目はエメラルドグリーンの瞳。肩上で綺き麗れいに揃そろえられた金髪は絹きぬのように滑なめらかで、ふわりとしている。

　まだ十二、三才ほどだと思うが、将来は美人になること間違いないだろう。

　そんな女性たちが門番をしていることに俺は驚きを隠せなかった。色んな町の門番を見てきたが、このような取り合わせは初めてのことだ。

　しかし第一印象としては悪くない。出来れば同年代の者と一緒に門番の仕事をしたいと考えていた俺だが、むしろ美女や美少女と一緒に門番が出来るなんて年とし頃ごろの男子としては胸の高鳴りを抑えられない。童貞か。童貞です。

　よし。ここで門番をしたいと申し出てみよう。

　ただ……どのようにして声を掛けようか？　いきなり「門番をやりたい」などと言ったら、まるで彼女たちが目的みたいでなんかイヤだな……。

　いかんせんこれまで女性とロクに喋しやべったことがない俺にとって、ここで「門番をやりたい」と、たったそれだけ言うことさえ難易度が高かった。

　大体、彼女たちに言ったところで、すんなりと門番をやらせてもらえるものなのか？

　色々な不安を胸に抱き、遠目に見ながらうろうろしていたら、二人の女性門番は既に不審者を見る目になっていた。さらにはこちらを警戒しながらヒソヒソ話を始める始末。

　や、やばい……。声を掛ける前から詰みかかっているじゃないか……。このままでは門番をやるどころか指名手配されてしまう……。

　ええい、男は度胸だ。俺は二人の女性門番に向けて近付いて行った。

「や、やあ」

　軽快に声を掛けてみる。女の人に声を掛ける時ってこんな感じでいいのかな？　自分としては相手の警戒心を和らげるように努めて明るく言ったつもりだ。

「……あんたの身分とこの町に来た目的を言いな」

　黒髪の美女の方が低い声でそう返してきた。しかも金髪の少女の方は黒髪美女の後ろに隠れてしまった。……思いっきり警戒されとるやん……。

「ま、待ってくれ。俺は門番だ。だからこの町に門番をやりに来たんだ」

　俺は慌てて正直に申し出てみたのだが、

「……門番だって？」

　黒髪美女は目を細め、警戒心マックスで俺を見ている。どうやら俺は女目的でやってきたクソ野郎認定されたようで、彼女の目は肥こえ溜だめにたかるハエを見ているかのようだった。……門番をやるのってドラゴンを倒すことより難しくない……？

　そのように内心で嘆なげいていると、俺の顔をまじまじと見ていた黒髪美女が何かに気付いたように目を見開く。

「あ、あんた……！」

　？　なんだ？　かなり驚いているようだが……。

　しかし彼女はそれについては特に言及せず、

「……まあいいだろう。取りあえずこの覗のぞき見みの水晶に触ってもらおうか。それであんたの言っていることが本当かどうか、ある程度はっきりするだろうさ」

　そう言って黒髪美女は近くの台の上に載っていた水晶を指し示した。

『覗き見の水晶』とは触れた者の職業が分かる便利な道具だ。しかしこれに触れば、少なくとも俺が本当に門番であることだけは証明できるはず。

　俺が近付くとビクッと震えた金髪少女に少しばかり心を抉えぐられながらも、俺は水晶に触れた。すると水晶の青い色がゆらゆらと揺らめき始め、やがてその中に『門番』の文字が浮かび上がる。

　それを見て黒髪美女が再び目を見開き、眉を顰ひそめた。

「まさか本当に門番とはね……」

　それはまるで俺が門番ではないことを予想していたかのようなセリフだ。もしかして、この人は俺のことを知っているのか……？

　しかし俺の心配をよそに黒髪美女はこう言った。

「……いいだろう。ここで門番をやりたいのなら雇ってやるよ」

　いきなり申し出が受諾されたことに驚いたが、そのセリフに慌てたのは俺だけではなかった。それまで黒髪美女の後ろに隠れていた金髪少女が、

「い、いいんですか門番長？　また勝手にそんなこと決めて……。それにまだこの人の職業が門番と分かっただけですよ？」

　それはそうだ。先程までの警戒から一転して、突然、前触れなく雇うなんて言い出せば、誰だれだっておかしいと思う。だが、

「いいんだよ。それと今からあんたたち二人はパートナーだ。よろしく頼むよ」

　俺は耳を疑った。ちょ、ちょっと待て。俺のパートナーがこの子？

　だけど俺以上に驚きよう愕がくしていたのは金髪少女の方だった。

「こ、この人がわたしのパートナー!?　ウソですよね!?」

「本当だよ。パティ、あんたがこれからパートナーとしてこのボウヤの面倒を見てやるんだ」

「そ、そんな……!?」

　愕がく然ぜんとした表情の金髪少女。……うん、何かごめん。

「パティ。あんたはそろそろあたしから離れるべきだ。今回がいい機会だよ」

「だ、だからってよりにもよって、どうしてわたしのパートナーはこの人なのですか!?」

　よりにもよって。

「あたしの『人を見る目』は知っているだろ？　このボウヤこそあんたのパートナーに相応ふさわしいよ」

「……門番長のことは信頼していますけど……でも、今まで冒険者たちが揉もめ事ごとを起こしても門番長がいたからこそ何とかなっていたのに、その門番長がいなくなったら……」

「それに関してもこのボウヤがいれば大丈夫さ」

　……いくら何でも投げやり過ぎない？　と思ったが、門番長の目はいたって真剣だった。……どういうことだ？

「とにかく、あとはあんたたちに任せるよ。何かあったらすぐに駆け付けるから、心配しないで頑張りな。じゃあね」

　門番長は言いたいことだけ言うと、門の裏手の方へと消えて行ってしまった。

　後に残された俺と金髪少女パティは揃って唖あ然ぜんとするだけ……。

　ちらりと横を見ると、同じくこちらを盗み見ていたパティと目が合う。その瞬間、ずざっと距離を取られた。……おい、傷つくからやめろ。

　そのまま門の右側と左側に立ち尽くす俺たち……。

　何これ超気まずい……。というか、これもう門番の仕事始まってるの？

　一応俺は途中の町で門番ぽい装備を買って身に付けているが、さっきの門番長やこのパティという少女はかなり自由な装備をしている。わざわざ門番らしくするために青銅の槍やりまで買ったのがバカらしくなるほどに……。

　しかし念願の門番が出来るのだから、ここは何としてもパートナーになったパティと仲良くならなければならない。

「いい天気だなー」

「………」

「い、いい天気だなー」

「………」

　ザ・無視。でも大丈夫。こんなことはグルニアの王宮でよくあったことなので、耐えきれる心は持っている。……なにそれ悲し過ぎる。

　取りあえず今度は褒ほめてみよう。

「き、きみ、か、可愛いね」

「……変態」

　変態。可愛いねと言っただけで変態。

　確かにどもった俺もどうかと思うが……確かに自分でもキモいと思うが……そうか、俺が悪いのか……。

　俺が自省していると、パティはさらに一歩、俺から距離を取ってしまった。心の距離を縮めるどころかどんどん広がっていく……。

　しかしそれ以降、話しかける勇気もなくなり、辺りは風の吹きすさぶ音だけが支配していた。

　そんな中、荒野の向こうにちらりと人影が見える。目を細めて確認してみると……どうもそれは旅人のようだった。しかも次から次へと人影が増えていく。

　既に夕方に差し掛かっているし、どうやら忙しい時間帯に近付いているみたいだな。

　──よし、ここで汚名返上しよう。パティに門番として使える奴やつと認識してもらうのだ。……と思ったけど、よく考えたら俺、門番の仕事を何も教えてもらってないわ。本当にどうしようもないな……。

　俺が色々と泣きそうになっていると、やがて旅人たちはこの門のところまでやってきてしまった。

　すると何も出来ない俺に構わず、パティが一人で旅人たちの対応を始める。

「お疲れ様です！　どこから来たんですか？」

　彼女は笑顔で挨あい拶さつすると、彼らの町に来た目的や滞在期間などを聞きながら細かく紙に記載していき、覗き見の水晶で職業を確認してから門を通していた。

　他にも商人の馬車の中にある荷積みをチェックして関税を受け取ったり、情報の交換をしたりもしている。

　その表情は俺に見せていた仏ぶつ頂ちよう面づらとは違い終始にこやかで、旅人たちも商人たちも気持ちよく門を通過していく。その上、彼女の動きは非常にてきぱきとしたもので、効率よく仕事をこなしていた。

　俺はというと何も出来ずただ後ろで立っているだけ。しかも中途半端に手伝おうとしては結局何も出来ず、挙動不審な動きを繰り返していた。そんな俺の様子に、旅人たちは薄気味悪い物を見るような視線をこちらに向けていた。

　……居いた堪たまれない感はんぱない……。そうか、これが木で偶くの坊ぼうか。

　そうやって挙動不審な動きを繰り返すうちに奇妙な踊りを踊っているような感じになっている中、状況に変化が訪れた。

　効率よく仕事をこなしていたパティではあったものの、一人では限界があったのだろう、門の前に列ができ始め、少しずつその列が長くなっていた。

　そして門を通過するのに時間がかかるようになると、旅人たちから不平不満が漏れ始める。

　──そんな時だった。

「おい、いつまで待たせる気だよ」

　列を無視して門の前へと割り込んできたのは、二人組の冒険者。一人は剣士風で、もう一人は筋力の高そうな戦士風の男だ。

「遅えんだよ。やってらんねえぜ」

「そんなわけで俺らから先に通してもらうぜえ」

　ガラの悪い二人組は水晶にすら触らず門を通過していくが、パティが回り込んで止めようとする。

「こ、困ります！　きちんと並んで、チェックが終わってから通ってください！」

「おいおい、誰に向かって口を利きいてんだよ？　俺たちゃＢランクの冒険者だぜ？」

　その男が提示したギルドカードは確かにＢランクを示していた。冒険者ランクはＦからＡの順に上がっていき、Ｂランクなら達人級として周りから一目置かれるほどの存在である。

　しかし同時に、Ｂランクが一番こういうたちの悪い輩やからが多いのも事実だった。

「そうそう。お前みたいなガキが……ん？」

　剣士の男がパティの顔をまじまじと見ていた。

「ほお、こいつはかなりの上玉じゃねえか。こんな辺境の領地には何も期待していなかったが……」

「へっへ、お前も好きだな、こんなガキをよ」

　二人の男は示し合わせたように二人でパティを取り囲み、戦士の男がパティの腕を摑つかんだ。……おいおい。

「あっ!?」

「ほーら、もう逃げられねえぞ」

　パティは必死にもがくが、戦士の男の手から逃れられない。

「なあ、俺たちに付き合えよ。一晩付き合ったらお前の言うことを聞いてやるからよ」

「そ、そんな……!?」

「なんなら一晩中くまなく『チェック』とやらをしてくれてもいいんだぜえ？」

「まあ、こっちもお前をくまなく『チェック』することになるがな」

「ははっ、そいつはいいや！」

　何が面白いのか、二人の冒険者は爆笑していた。

　俺は努めて冷静に声を掛ける。

「……ちょっと待ってくれ」

「なんだぁ？」

「彼女を返してくれ」

　一応真剣に頼んでみたつもりなのだが、二人の冒険者はまた爆笑した。

「ぎゃははっ！　おい、こっちの門番ボウヤが何か言ってるぜ？」

「門番如ごときが俺たちに逆らったらどうなるか……分かってんのかガキ？　あ？」

　二人の冒険者は俺に向かって凄すごんでくる。

　一方、俺では当てにならないと思ったのか、パティが口を大きく開く。恐らく応援を呼ぼうとしたのだろうが、しかし戦士の男によって口を塞ふさがれた。

「むぐぅっ！」

「おっと。門番如きが束になろうと俺たちの敵じゃねえが、面倒事は勘弁だからな」

「そういうことだ。そっちで並んでいる奴らも、そして門番ボウヤも下手に騒げば命はないぜ？」

「そうそう。一晩経たてばこの嬢ちゃんは返してやるから」

「なあに、命までは取りゃしねえよ。もしかしたら足腰立たなくなっているかもしれねえけどな」

「ハハハッ、ちげえねえ！」

　そう言ってまた笑う冒険者たち。下品な笑いだった。

「むぐぅ、むぐぅっ!?」

　一方のパティは恐怖に涙を浮かべている。

　それを見て俺は怒りを抑えられなくなった。

「やめろと言っているだろ！」

　俺はパティを助けようと戦士の男の肩に手を掛けるが、

「うるせえ、ガキが！」

　ガツンッと頭に衝撃が走り、俺は弾はじき飛とばされた。戦士の男に頭を殴られたのだ。

　俺は壁に当たって崩れ落ちる。

　それを見て冒険者たちはせせら笑う。

「なんだこいつ？　てんで弱いぜ」

「そう言ってやるなよ。門番なんてこんなもんだろ？」

「まあそうだな。行くか」

　倒れ込んだ俺は冒険者たちの嘲ちよう笑しようを耳にしながらも愕がく然ぜんとしていた。……確かにＢランク冒険者は高ランクではあるものの、まさか一撃でこのザマとは……。普通職に転職すると、ここまでステータスが下がるものなのか……。

　だからと言って、パティを連れて行かれるわけにもいかない。

　俺はぶれる意識をどうにか保ちながらも、槍を支えにして立ち上がった。

「待て……パティを返せ」

　冒険者たちは振り返ると、やれやれといった感じで肩を竦すくめる。

「おい、このガキまだやるつもりだぜ？」

「少し身の程を教えてやるか」

　そう言うと剣士の男が俺の方に向かって歩いてくる。

　俺は槍を構えて威い嚇かくするが、その槍は剣士の男が抜いた剣によって簡単に弾かれてしまい、彼の蹴けりを腹に食らって俺はまた吹っ飛ばされ、崩れ落ちた。

　そんな俺に剣士の男は嘲笑じみた目で言ってくる。

「分かったかガキ？　これが生まれ持った才能の差ってやつだ。恨むなら、門番なんていうくそくだらない職業の才能しか自分に持たせなかった神様でも恨むんだな」

　剣士の男の蔑さげすむような声。……いや、自ら望んで門番になったんだけどな……。

　とはいえ、それでこのような目に遭ってしまっているのでは何も反論できない。

　せめてパティだけでも助けなければ……。その想おもいだけでどうにか俺は立ち上がる。

　すると剣士の男がイラついた顔を見せた。

「いい加減うぜえんだよお前！」

　剣士の男は俺に向かって剣を振りかぶってくる。

　俺の槍は弾かれてしまったので、俺は腰の鞘さやにある剣に手を伸ばす。魔法剣士時代から愛用していた、聖剣ルーンブレイクの柄つかに。

　この剣ならもう少しまともに戦えるはず……そう思った俺だったが、柄に手をやったところで驚愕する。

　──剣が、抜けない……!?　そうか、魔法剣士じゃなくなったから適性が……！

　ルーンブレイクは持ち手の魔力量が増えるにつれその威力を増す聖剣だが、門番となり極端に魔力が下がった今の俺では抜くことすら出来ないらしい。

　そう思いつつも俺はとっさに剣を鞘ごと腰から引き出し、どうにか剣士の男の剣を受け止める。しかし、

「甘あめえよ！」

　がら空きの腹に蹴りを食らって再度吹っ飛ばされた。

「がはっ！」

　肺から空気が抜けるのを感じながら、俺は地面に倒れる。

　剣士の男は倒れている俺のところまでやってくると、

「これに懲こりたら二度と調子に乗らないことだな、ガキ」

　俺は顔面を蹴り飛ばされた。鋭い痛みが鼻に走り、天地が逆転したような衝撃が頭を駆け抜ける。

「むぐ、むぐぅ！」

　パティが必死に叫ぼうとしている声が耳に入ってきた。

　俺はその場から立ち去ろうとしている剣士の男の足を摑んで止める。

「ま……て」

　顔を上げると剣士の男の顔が怒りに歪ゆがむのが見えるが、関係ない。

「……その子は初めて出来た俺のパートナーなんだ……だから」

　だから絶対に連れて行かれるわけにはいかない。そう言おうと思った俺だったが、頭に強い衝撃を受けて阻まれる。剣士の男に頭を思い切り蹴り飛ばされたのだ。

「うぜえ！　って言ってんのが！　分からねえ！　のか！　この！　ガキは！」

　何度も何度も頭を踏みつぶされる。それでも意識だけは手放すわけにはいかなかった。

　ここで意識を手放せば、恐らくパティは本当に酷ひどい目に遭わされてしまう。旅人たちは痛ましい目でこちらを見ているが、冒険者たちが恐ろしいのか声を出せずにいる。

　だから俺は意識を手放すわけにはいかない。

　……しかし、なんと情けないことだろうか。女の子一人救えないなんて……。

　魔法剣士の時の力があればこんな奴らなんて……！

　……くそ、力が欲しい……！　かつては疎うとましくすら思った力が、今では喉のどから手が出るほど欲しかった。

　──しかし、その時だった。

　突如俺の右の手袋が弾け飛び、手の甲の痣あざが激しい光を発する。そして──




「神の門を守る者よ　目覚めよ」




　またあの声だ。

　その瞬間──別の声が頭の中で響く。

『条件を満たしました。新しい隠しスキルを入手しました』

　……なに？　新しい隠しスキル？

　俺はすぐに頭の中で確認する。
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＊八はち門もん[image: ]とん甲こうスキル

【効果】

　体の内部にある八つの門を開くことによって、眠っている力を引き出すことが出来る。

　各門により引き出す力は異なる。

　ただし引き出す力が大きいほど体への負担も大きくなる。

【スキル取得条件】

・クリエイトゲートスキルを入手していること。

・体の構造を熟知していること。

・───────────────

[image: ]




　何やら取得条件の一つがまた読めないが、この際どうだっていい。

　……眠っている力を引き出すことが出来るだって？

　いや、スキルを得たことによってもう既にこのスキルの使い方が分かっている。

　俺は倒れながらもスキルを使用するために叫んだ。

「八門[image: ]甲……開門、休門、生門……解放！」

　八門の内、もっとも基礎となる三門を解放したことによって、俺の体からオーラが──力が溢あふれ出でる。右手の甲の痣もまるで共鳴するようにして輝いていた。

　剣士の男が足を振り下ろす速度がやけに遅く見えた。恐らくこれは生門を開けたことによる視力上昇効果だ。生門は五感に直結する経絡だからな。

　俺は転がってかわすと同時に近場にあった鉄製の門を摑み、剣士の男へと向かって思い切り押しやる。すると鉄製の門は勢いよく閉じていき、途中にいた剣士の男に当たった。

「ぎゃあっ！」

　ゴンッ、と重々しい音を出して剣士の男は吹っ飛んで行く。

　そして、

「へ？」

　それまでニヤニヤした顔で事の成り行きを見ていた戦士の男が呆あつ気けに取られた声を出すのを聞きながらも、俺は素早く起き上がると一瞬で間合いを詰め、戦士の男の腕を払いのけパティを救い出し、彼女を抱えて一気に飛とび退のいた。

　──ここまで一瞬の出来事である。八門[image: ]甲スキルによって俺の身体能力はかつての輝きを取り戻すほど大幅に強化されていた。

　しかし、飛ばされた剣士の男は起き上がると同時に激げき昂こうする。

「て、てめえ!?」

「女を返しやがれ！」

　剣士の男と戦士の男が共に剣を構えて同時に突っ込んでくるが──

　俺はパティをそっと後ろに庇かばうようにして立ち、腰の剣に手を当てた。

　俺の愛剣──ルーンブレイクに。

　そして──一気に引き抜く。

　──抜けた……！

　八門[image: ]甲スキルを使用し魔力が格段に上昇したことで、この剣を使うための適性を取り戻したのだ。

　俺は冒険者二人に一気に間合いを詰めると、目にも留まらぬ速度で剣を数回振り抜いた。その斬撃により彼らが手に持っていた剣と着ていた鎧よろいが全すべて紙のように切り刻まれ、ばらばらと地面に落ちていく。

　彼らの装備はＢ級冒険者だけあって一般的に見れば悪くないが、このルーンブレイクの前では形無しだった。

「な……な……」

「ど……え……？」

　二人の冒険者は何が起きたか分からないといった感じで呆ほうけた顔をしている。

　俺は彼らの前にルーンブレイクを突き出すと、最大限の威圧感を乗せて警告してやる。

「今すぐこの場から消えろ。……それとも、この剣の威力を今度はその体で試してみるか？」

　すると装備を失ってみすぼらしい姿となった二人の冒険者は、共に引ひき攣つった表情をして後ずさり始める。

「ひ、ひい……!?」

「た、助けてくれぇ!!」

　そして、彼らはそのまま荒野の方に向かって逃走してしまった。

　……今から夜になるけどそっちの方に逃げて大丈夫かな？　でも町の方に入れるのもなんか違うしな……。

　あ、普通に捕えればよかったのか？

　……まあ、いいか。あんな奴らの心配をするのもどうかと思うし……。

　取りあえず脅威が去ったのを確認すると、俺はそこでようやく八門[image: ]甲スキルを切った。それに応じて右手の痣の輝きも収まったが、その途端に疲労感が体を襲う。……このスキルの説明に『引き出す力が大きいほど負担が大きくなる』とあったが、三つの門を開いただけでもそこそこの負担だった……。これはこのスキルを使う場面を考えないとダメそうだな。

　……それにしても、さっきのあの声……またあの不思議な声だった。しかもあの声を聞いた瞬間に状況を打開できるほどの隠しスキルを得ることが出来た。

　……本当にあの声の正体は何なのだろうか？

　それに右手の痣もまた共鳴するように輝いたし……。

　そうやって考えていた時だった。頭の中でレベルアップの音が響く。

『門番レベルが２に上がりました』

『門番レベルが３に上がりました。門番スキルの【バインド】を覚えました』

『門番レベルが４に上がりました』

　おお、レベルが上がった！　それも一気に三つも！

　魔法剣士の時はレベルを一つ上げるだけでも大変だったが、さすが門番は普通職だけあってレベルが上あがり易やすい。

　まあ一般的な駆け出しの門番は、『門の側そばでは能力が全てワンランクアップする』というアビリティ特性を含めても、Ｆ級冒険者を相手にするのがやっとだろうからな。それを考えればＢ級冒険者二人を倒せばこのくらいはレベルが上がるか。

　それにスキルも覚えたようだ。一応確認しておこう。
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＊バインド

【効果】

　魔法のロープで対象を縛る。職業レベルか自身の【魔力】が上がるほどロープの強度は上昇する。
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　ほうほう、シンプルだが中々使い勝手が良さそうなスキルだ。

　……あ、しまった、試しにさっきのＢ級冒険者たちに使ってみたかったな……。今からでも追いかけてスキルを使ってこようかな、などと思って意識を現実に戻した時、俺はハッとした。辺りにいる者たちが全員俺のことを見ていたからだ。

「お、おい。門番がＢ級冒険者を倒しちまったぞ……？」

「いや、有り得ねえよ……」

「というか、動きがまったく見えなかったんだが……」

　……まずい、思ったよりも目立ってしまった……。

　彼らの俺を見る目。あれは魔法剣士時代の俺に周りの者たちが向けていたのと同じものだ。せっかく門番になったのにこれでは同じことの繰り返しになってしまう……。

　さらに後ろを振り向くと、パティがきょとんとした目をしていた。彼女の端麗な顔が間近から見上げてきており、涙が残るその女の子っぽい表情に俺は赤面を止められない。

　これでは童貞感丸出しじゃないか……。というか俺、童貞を気にし過ぎているせいで余計に童貞になっている気がする……。でも童貞だし……。

　いや、そんな童貞についての論理を展開している場合ではない。

　彼女はぽかんとこちらを見上げているだけで特に何を言ってくる様子もないが、ショックで声を失っているだけの可能性がある。

　あんな大男二人に連れて行かれそうになったのだ。怖くなかったはずがない。もっと早く助け出すべきだった。

「あの……ごめん。助け出すのが遅かった……」

　俺が自責の念に駆られながら謝ると、パティは目を丸くした。

　謝罪が足りなかっただろうか？　そう思ってもう一度謝ろうとすると、パティが首を横に振る。

「な、何言っているんですか!?　あなたは何も悪くありません！」

「え？」

「当たり前じゃないですか!?　助けてもらったのに謝られたのでは、わたしは申し訳なさ過ぎます……！」

　逆にパティは泣きそうな顔になってしまったが、すぐに、

「……助けてくれてありがとうございました」

　そう言って笑った。それはとても魅力的な笑顔だった。

「あの……傷は大丈夫ですか？」

「あ、ああ……」

　パティが俺の顔に向かって手を伸ばしてくるが、童貞は女の子に触れられることに耐性がないので、体が勝手に後ろへと引いてしまう。そんな自分にも引いてしまう。

　ちなみに怪け我がはもうほとんど回復している。顔をガンガン蹴られたけど、表面上の傷なら八門[image: ]甲スキルで引き上げられた回復力によってある程度は治ってしまうようだ。特に休門の解放は回復力を大幅に促進させるからな。と言っても、体への負担はそれ以上にあるのだが……。

　俺の怪我が大したことがないと知ったパティはホッとした顔をした後、すぐに頭を下げてくる。

「あの……さっきはごめんなさいでした！　あなたのことを誤解していたとはいえ、態度が悪かったです。本当にごめんなさい」

「パティ……」

　俺は嬉うれしかった。分かってもらえたことが。

　思わず見つめ合う俺とパティ。

　しかし、こほんっという咳せき払ばらいの音が聞こえてくる。

　我に返ると、辺りでは気恥ずかしそうにこちらを見ている旅人たちの姿があった。

　そこでようやく俺はパティと二人だけの世界を展開していたことに気付く。

「ご、ごめん！」

「い、いえ、こちらこそ！」

　俺たちはすぐにお互いから離れた。そんな俺たちを旅人たちはやはり気恥ずかしそうに見ている。なにこれ。普通に恥ずかしいんだけど……。

「と、とにかく、仕事を再開しないと！」

　パティは慌てて旅人たちの方に走って行こうとするが、その途中でぴたりと止まり、こちらに振り向いた。

「あの……手伝ってくれますか？」

　恐る恐る訊きいてくる感じが面白くて、俺はつい笑ってしまう。

　だけどその言葉が嬉しくもあり、俺は一も二もなく頷うなずく。

「ああ、もちろんだ」

　そこから俺たちは力を合わせて旅人たちの列を捌さばいていった。

　まあ、力になれていたかどうかは怪しいが、それでもパティとパートナーになれた瞬間を俺は確かに感じていた。
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「ふーっ。どうにか捌き切ることが出来ましたね」

　すっかり日が暮れた頃、パティは額の汗を手の甲で拭ぬぐいながら言った。

　あれから旅人たちは不平不満を漏らす者も特にいなかったので、仕事は割とスムーズにこなすことが出来た。

　と言っても先程も述べた通り、俺は特に力にはなれていなかったのだが……。仕事を覚えるだけで精一杯で、むしろ足手まといになっていた可能性すらある。

　それでも旅人たちと楽しそうに会話をするパティが羨うらやましくて、その真ま似ね事ごとをしようと頑張ってみたのだが、空回りしかしなかった。

「ちょ、調子はどうだ？」

「……何の調子だよ？」

「え、そ、それは……」

「悪いな。急いでるんだ」

　そんな感じ。普通にコミュニケーション能力が皆無の俺だった……。

　俺が項垂うなだれていると、パティが俺の顔を覗き込んでくる。

「……あの、あなたのお名前を教えていただけませんか？」

　そう言えばまだ名乗っていなかったんだっけ？

「俺の名前はリューイだ」

「え？　リューイ？」

　そこまで言って俺はしまったと思う。普通に本名を言ってしまった……。

「リューイって……あの魔法剣士のリューイ・ネルフィスと同じお名前ですか？」

　案の定食いつかれた。やばい……誤魔化すか？　でもどうやって？

「へーっ！　あのリューイ様と同じお名前なのですかー！」

　俺が不安に思う一方で、パティはきらきらした瞳になっている。

「……パティ、もしかしてリューイ・ネルフィスのことを知っているのか？」

「もちろんですよ！　リューイ様と言ったら弱冠十三歳で魔法剣士になった、剣も天才、魔法も天才という、この大陸始まって以来の戦士ですよ!?　しかもまだ十八歳という若さ！　リューイ様に憧れない女子なんていませんよー！」

　パティは鼻息荒く説明してくる。どうやら知っているどころかかなりのファンのようだ。キャーキャーと叫んでいるその様子は、先程までとはえらい変わりようだった。……意外とミーハーなんだな。

　しかしリューイ・ネルフィスがこんな陰気な童貞男だと分かったら幻滅しないだろうか……？　幼き少女の夢を壊さぬよう俺は一生黙っていることを決意しました。
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　俺がそんな悲しい決断をしていると、

「よお、お疲れさん。そろそろ交代の時間じゃろ？　代わるぞい」

　後ろから声が掛かり、そちらを見れば門の内側から二人の人影がやってくる。どうやら交代要員が来てくれたようだが……その二人を見て俺は驚く。

　二人ともがまた女性で、しかも二人ともが人間ではなかった。

　片方はすらりとした長身にスレンダーな体つきのエルフだ。腰まで伸びた佳麗な金髪と、海のように透き通った青い瞳。エルフの特徴に漏れず耳が長く、美形ばかりのエルフの中でも、彼女は飛び抜けて美しい個体だった。

　革の胸当てと革の肩当てをしており、その下の丈の短い草色のワンピースから細い手足がすらりと伸びている。腰にレイピアを差しているところから見て、彼女は剣士なのだろうか？

　そしてもう片方の人物は小柄なパティよりもさらに背が低く、愛らしい姿をしたドワーフだ。

　ピンク色の髪はツーサイドアップにまとめられ、茶色がかった瞳は悪戯いたずらっぽくこちらを見上げている。体にはプラチナ色をした甲殻類の鎧を着用しているが、その鎧を下から押し上げるようにして、背丈に似合わぬほど大きな胸部が盛り上がっていた。

　一般的なドワーフの例に漏れず彼女も薄黒い肌をしているが、しかしながらその容姿はまるで妖よう精せいのように可か憐れんだった。ただ、額にドワーフの特徴である『ドワーフ宝石ジユエリー』が嵌はまっていることからして、彼女がドワーフであることに間違いはない。

　その証拠として力自慢のドワーフらしく、可愛らしい見た目からは想像出来ないほどの巨大な槌つちを背中に担いでいる。

　──なんでエルフとドワーフがこのようなところにいるのだろうか？

　その疑問を口に出す前に、エルフの手元が怪しくぶれる。そしてあっと言う間に、俺の首元に彼女のレイピアが突きつけられていた。

　な、なんという早はや業わざだ……!?　八門[image: ]甲開門スキルを使用していた時だったら躱かわせたかもしれないが、ステータスが元の弱さに戻った今では初見で見切ることは出来なかった。

「……貴様、何者だ？　何の目的で我々に近付いてきた？」

　エルフの底冷えするような声が俺を貫く。

　ええ……なんなのこの人？　俺、ただ門番の仕事をしに来ただけだよ？　何を勘違いしているのか分からないが、目の前のエルフの殺気は本物だった。

「アリエルさん、やめて下さい！　その人はコミュ力が低くて陰湿な顔をしていますが、悪い人ではないんです！」

　……おい。それは単なる悪口じゃねえか……。

「アリエル、やめよ。その者は門番長が認めた男じゃぞ？」

「………」

　アリエルと呼ばれたエルフはしばらく俺を睨にらみ付つけたまま動かなかったが、パティとドワーフの女性二人が取り成してくれたおかげか、やがてレイピアを俺の首元からどかしてくれた。

　アリエルはレイピアを腰の鞘に納めると、そのまま黙って俺から離れた場所に立つ。もはや俺のことは完全に無視だった。……ひどい。でも相手は綺麗な女性なので童貞の俺では何も言えそうになかった……。

　それにしても一体何だったのかと思っていると、ドワーフの女性が声を掛けてくる。

「すまんのう。あやつは人間に対して不信感を持っているのじゃ」

「は、はあ……」

　う……こっちのドワーフもやっぱり可愛いな。それに上から見下ろすと鎧の隙すき間まから大きな胸がこれでもかと言わんばかりに主張していて目のやり場に困るんだけど……。正直まともに喋れる気がしない。その理由は言わずもがな俺が童貞だからである。俺、童貞過ぎ！

「ほう、お主。ちょっと陰気くさいが、中々愛うい顔をしておるではないか？」
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　……陰気くさいは余計ですよ。

「よし、相方の無礼の詫わびに、わしが一つ慰なぐさめてやろう」

　……慰める？

「わしらドワーフは鍛か冶じが得意なことは知っておろう？　よかったらお主の股間にぶら下がっておる剣を鍛えてやるが、どうじゃ？　ん？」

　いきなり何てことを言ってくるんだこのドワーフは!?　可愛らしい顔からは想像も出来ないくらい下品なセリフを吐いてきやがったぞ!?

　俺が言葉を失っていると、パティが顔を真っ赤にして叫ぶ。

「スノートラさん！　もうそういうことは言わないって約束したじゃないですか!?」

　……そんな約束をさせられるくらいいつも言ってんのかよ……。しかしスノートラと呼ばれたドワーフは、その可愛らしい目をニヤッと細めると、

「おいおい、パティ。いくらこのボウヤのことがお気に入りじゃからと言って、少しくらいおすそ分けしてくれても良いじゃろう？　それか、いっそのこと二人で鍛えてやるとするか？　こやつのたくましい剣を」

「たくましいかどうかまだ分からないでしょーっ!!」

　落ち着けパティ。ツッコミどころはそこじゃない。

　……というか、マジで何だこのエロドワーフは？　妖精のような可愛らしい見た目からは想像が出来ないくらい中身がおっさん過ぎだろ……。

「リュ、リューイ君、もう行きましょう！　この人はわたしには荷が重すぎます！」

　俺だって荷が重いよ？　少なくとも俺のコミュニケーション能力と童貞力で捌き切れる相手ではない。

　結局、俺とパティはスノートラがニヤニヤした目を向けてくる中、彼女から逃げるようにしてその場から離脱する。

　本来ならエルフやドワーフがこんなところで門番をやっている意味を慎重に考えるべきだったが、あのエロドワーフのせいで全てが吹き飛びました。

　エルフのアリエルは相変わらず殺気をこちらに向けてきているし……俺、本当にここで門番をやっていけるのだろうか……？
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　門から町に入ってすぐ右手に行ったところに石造りの建物があった。

　外見上簡素な造りをしているが、結構大きな二階建てである。建物を囲っている壁も含めたらかなりの敷地面積だろう。

　どうやらここが門番の住まう宿舎らしいが、その入口に門番長が立っていた。

　胸当てを外して強調された胸部に目が吸い寄せられそうになるのをぐっと堪こらえつつ門番長の顔を見てみると、彼女の視線は紛まぎれもなく俺を捉とらえている。

　そして近付いてくるなり門番長は出し抜けに言ってくる。

「ボウヤ、話がある。付いてきな」

　そう言ったきり、こちらの答えも聞かずに、門番長は裏手の方へと歩いていってしまった。その有無を言わせぬ言い方に、思わずパティと顔を見合わせながらも、仕方なく俺だけ門番長に付いて行く。

　裏庭には誰かの趣味なのか、はたまた自給自足でもしているのか、小ぢんまりとした農園が広がっていた。暗くて見づらいが、トマトのようなものが生なっているのが分かる。

　その一角──宿舎の方から見えない位置にある木の陰で門番長は止まった。

「こっちに来な」

　言われるまま俺は門番長の側まで行き、木の陰で向かい合わせとなる。

　しかし俺は童貞なので、たったそれだけでそわそわしてしまう。だけどこんなことで落ち着きを失なくしていたら童貞だってバレてしまう。でもこんなことを考えている時点で童貞過ぎた。もう童貞やだぁ……。

　俺が悲しみに暮れていると、門番長がようやく口を開く。だが、その内容は意表を突かれるものだった。

「あんた、リューイ・ネルフィスだろ？」

「!!」

　俺は思わず体を揺らしてしまうが、誤魔化そうにも既に門番長の顔は確信を得ていた。

「隠さないでいいよ。最初から分かっていたから」

「！　そ、そうなのか？」

　門番長は頷く。

「ああ。あんたのことはよく知っているからね」

「そ、そうだったのか……」

　俺がそのように答えると、しかし彼女は不満そうな顔をする。

「あんたもあたしのことを知っているはずなんだけどね」

「え？」

　その意外な発言に俺は驚いていた。

　俺がこの人を知っているだって？　まじまじと見てみると……綺麗な人だなァ。じゃなくて……いかん、すぐに俺の中の童貞が反応してしまう。

　でも、確かにどこかで見たことがあるような……？

「まだ分からないのかい？　だったら、これでどうだい？」

　そう言って彼女は長い黒髪を持ち上げ、それを後ろでまとめた。

　するとその姿を見た俺は思わず「あ……」と呟つぶやいた。

「あ、あんたは……！」

「ようやく分かったのかい？　そうだよ。あたしはミロ様の屋敷で門番を務めていたレイラだよ」

　思い出した。確かに彼女はミロの屋敷で働いていた。俺自身はあまり彼女と話したことはなかったが、ミロとレイラ──彼女たち主従はとても仲が良かったのを覚えている。

　しかし情けないことに今になって分かった。彼女は昔は髪が短かったのだ。

　そんな俺に向かって、レイラは髪を下ろしながら文句を言ってくる。

「ちょっと髪型が変わったくらいで分からなくなるなんて……まったく、そんなことじゃ女にもてないよ？」

　クリティカルヒット！　童貞は心に大きなダメージを受けた！

　……でも確かにレイラの言う通りだった。女性とは髪の長さ一つでこんなにも印象が変わるものなのだな……。また一つ童貞は賢くなってしまった。

「だけどレイラ、なんであんたはこんなところにいるんだ……？」

「ミロ様がグルニアを追放された後、色々あってここに辿たどり着ついたのさ」

「そ、そうだったのか。それは申し訳なかった」

「は？　なんであんたが謝るのさ？」

「ミロが追放された時、あいつの家、ファルカス伯はく爵しやく家けの者たちは、それぞれファルカス家の領地を分割吸収した家に引き取られていった。しかしミロと特に仲の良かったあんたはそれをよしとしないだろうと思っていたから、俺が何とかしようと思っていたんだ。でも、その時あんたは既に姿を消した後だった……」

「あ、あんた、そんなこと考えていてくれたのかい……？」

　レイラは驚いた顔を見せていたが、ややあってからフッと笑った。

「だからってあんたが謝ることないだろ？　それどころかあたしはあんたに感謝してるんだ。本当は処刑になるはずだったミロ様を、あんたが命を懸けてグルニア王に助じよ命めい嘆たん願がんを訴え出てくれたおかげで、あの方は追放で済んだのだから……」

　そう言ってレイラは俺をまっすぐ見つめてきたので、何だか照れくさくて視線を逸そらしてしまった。そんな俺にレイラは言葉を続けてくる。

「あたしのことはこれくらいでいいだろ。それよりもあんたがこんなところに来たことの方がよっぽど驚いたよ。グルニアの英雄とまで呼ばれたあんたがどうしてこんなところにいるんだい？　どうして魔法剣士のあんたが門番なんかになっているんだい？」

「う……」

「言いな」

　レイラは有無を言わせない迫力で俺の顎あごに指を突きつけてくる。それだけで顔が赤くなってしまう俺はもう重症かもしれない。

　結果、口が勝手に動く俺だった。

「ナパール王にミロを討ち取れと言われたから、それがいやで門番に転職してグルニアから逃げてきたんだよ」

　そう言うと、レイラは呆気に取られた顔になった。

「あ、あんた、だからって〝あの〟英雄職の魔法剣士を手放すかい……？　信じられないよこのボウヤは……」

　ま、まあ、確かに英雄職を手放す奴なんて普通はいないと思う……。でも、だからこそ門番の隠しスキルが手に入ったんだからいいじゃないか。

　するとそれまで茫ぼう然ぜんとしていたレイラは、

「まあ、ボウヤらしいか」

　そう言って可お笑かしそうに笑った。

「俺らしい？」

「そうさ」

「俺とあんたはそこまで話したことはなかったと思うんだけど……」

「あたしとミロ様は主従の間ながら本当に仲が良くてね。ミロ様はいつもあんたの話を楽しそうにあたしにしてくれたものさ。なにせそのせいであたしはあんたのことが……」

「俺のことが？」

「……いや、何でもない。それを言うのはさすがにミロ様に申し訳ないからね……」

　ミロに申し訳ない？　どういう意味だ？　しかし何だか急にしおらしくなったような……？

「でも、お礼をするくらいならいいだろ？」

　そう言ってレイラは突如、俺の胸にしな垂れかかって来た。

「ちょ、ちょっと!?」

　俺の鼻び腔こうにレイラの黒髪から発せられる成熟した女性の匂においがってこの言い方がもう童貞クサい！　というか混乱しすぎて何も考えられない！

「くすっ。そんなに慌てなくてもいいだろ？」

「で、でも！」

　童貞ですから！

「あんたには本当に感謝しているんだ。だってミロ様が生きているのはあんたのおかげなんだから……。だからお礼をさせておくれ」

　レイラはゆっくりとこちらを見上げてくる。その濡ぬれそぼった瞳に俺の童貞力がガリガリ削られていく。

「お、お礼!?」

「そう、お礼だよ。あたしにはこんなことくらいしか出来ないから……」

　いや、十分ですけど！　……じゃなくて、こんなのダメだろ!?　何がダメって童貞だからよく分からないけど、多分ダメだ！

　しかしレイラはこちらに向かって顔を近付けてくる。

「そう。これは単なるお礼だよ。別に本気ってわけじゃない。だからミロ様に気兼ねすることだってないはずさ……」

　どうしてここでミロの名前が出て来るんだ!?　意味不明！

「ベッドの中でミロ様の話でもしようか？」

　それどういう状況!?　というかこの人ミロのこと好き過ぎでしょ!?　それなのに俺に絡んでくる意味も分からないし！

　だが混乱渦巻く俺に構うことなく、むしろそんな俺を楽しむように、艶のある唇くちびるが近付いてくる。温かくて甘い吐と息いきがかかる。

　ボンッ！　俺の頭の中で何かが切れた気がした。モウナニモカンガエラレナイ……。

　……さよなら童貞。こんにちは非童貞。

　しかし一人の自分に別れを告げようとしていたその時だった。

「何をしているのですか？」
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　すぐ近くから第三者の声が響いた。

　だけど俺は動けなかった。首元にダガーが突きつけられていたからだ。い、いつの間に……？

　目だけ動かして確認すると、それはパティだった。

　こ、こいつ……。

「もう一度訊きます。何をしているのですか？」

　いやいや、俺は何もしていないよ!?　ていうか微笑を浮かべながらダガーを突きつけてくるのやめてくれる!?　めちゃくちゃ怖いんですけど……!?

「門番長も門番長です。一体リューイ君と何をしようとしていたのですか？」

「何をしようとしていたと思う？」

「え？」

　普通に返してきたレイラに、パティは見るからに狼狽うろたえた。

「な、何って……」

「ほら、言ってごらん？　何をしようとしていたと思う？」

「そ、それは……」

「そんなことも分からずに、あたしを責めているのかい？」

「そ、それは……でも、何かダメなことをリューイ君にやろうとしていました！」

「その『ダメなこと』って何さ？」

「だ、だから……」

「だから？」

「エ、エッチなことを……」

「エッチなことってどんなこと？」

「そ、それは……」

「門番長がリューイ君を押し倒して○○して××して彼の△△を門番長の□□に入れようとしていましたって、その口でハッキリ言ってごらん？」

「そんなこと言えるわけないじゃないですか、バカーッ!!」

　パティは顔を真っ赤にして涙を浮かべ走り去ってしまった。

　……さすが美女と美少女。オークと豚くらい実力が違う。

　しかし……いつの間にパティはあんなに近くまで寄って来ていたんだ？

　俺は気配には敏感だ。確かに魔法剣士から門番に転職して感覚が鈍った部分はあるが、それでも……。

「レイラ。あの子は……パティは何者なんだ？」

　俺が訊くと、

「ふふ、秘密さ。聞きたければ本人から聞きな」

　楽しそうに笑うだけで教えてくれなかった。

「それよりも、さっきの続きをするかい？」

「………………………………………遠慮しておく」

　俺は全神経を振りしぼってレイラの申し出を断った。だって次同じことしたら今度こそパティに殺されちゃいそうだし……。

　しかしそんなやり取りをしながらも思った。

　どうやらここにいる門番たちは皆、普通ではないらしい、と。
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　今思えばミロはかなりの美少年だったと思う。

　無造作に切られた短髪の青髪は一本一本が透き通っており、目鼻立ちも整っていた。

　ただ、それ以上に快活な少年だった。

　俺の家とミロの家は共に軍人貴族であると同時にライバル同士の家柄で、あいつはいつも俺より強くあることに拘こだわり、よく喧けん嘩かを売られたものだ。

　しかしいつの頃ころからだろうか。俺たちは共に切せつ磋さ琢たく磨まする仲になっていた。

　俺とミロだけの秘密の砂浜で、家の目を盗んでは一緒に修行した。

　あの約束もそんな時に出たものである。

「リューイ！　お互い、世界最強の剣士になろう！」

「ああ、そうだねー……」

「その時はどっちが上か勝負だからな！」

「うん、分かったー……」

　俺はミロが言う『最強』に興味がなかったので適当に返事をしていたが、ミロは珍しく顔を赤くして、このように続けた。

「も、もし、俺が勝ったら……その時は、俺とずっと一緒にいてくれるか？　リューイ……」

　俺はミロのことが好きだった。もちろん友としてだ。だからずっと一緒にいようと言ってくれたことがとても嬉うれしくて、一も二もなく頷うなずいた。

「ああ、もちろんだ」

　ミロの顔がパッと輝く。

「ほ、本当か!?」

「当たり前だろ」

「……！」

　とても嬉しそうな顔をしたミロは、ズボンのポケットから何かを二つ取り出すと、その内の一つをこちらに差し出しながら言ってくる。

「リューイ、これやるよ」

「これは？」

「リムール磁石のペンダントだ」

　そのペンダントはコンパスのような形をしていた。

　リムール磁石とは特殊な加工をすることにより、互いのいる方角と距離が分かるという性質を持った磁石で、心を許し合った者同士が持つアイテムである。

　ミロはそれを俺に渡そうとしていた。

「ミロ……」

「リューイ、俺たちはいつも一緒だ。いつ、どこでピンチに陥ってもお互いに助けに行けるように、肌身離さずこれを持ち合おう」

　俺はミロが差し出すリムール磁石のペンダントを受け取った。

「ああ」

　そして俺たちは頷き合った。

　熱い誓いだったと思う。ただ、その時照れ臭かった俺は、このように茶化した。

「そういえば、俺が勝ったら何かあるのか？」

「え？」

「さっきの『お互い最強の剣士になったら勝負しよう』って話だよ。お前が勝った時にだけ条件があるのは不公平だろ？」

　俺がそう言うと、困ったような顔になったミロは、

「……お、お前が勝ったら、俺のことを好きにしていいよ……」

　もじもじしながらそんなことを言ってきた。

　え、どういうこと……？　男のミロをどうこうしたところで何も嬉しくないんだけど……。だから俺はつい正直な言葉を口から出してしまう。

「なにそれ。気持ちわりい」

「なんだとコラッ!?」

　ドゴンッ!!　激げき昂こうしたミロの拳こぶしが俺の腹に決まり、俺は海の上を水切りしながら吹き飛ばされていく。ミロの実力で不意打ちされればこうなる。

　やがて水没した後、水上からミロの叫ぶ声が聞こえてきた。

「とにかく、約束だからな！　約束を破ったらどこまでも追いかけるからな！」

　あんにゃろ、勝手なことばかり言いやがって。俺は水面から顔を出すと、

「ミロッ、てめえ!!」

　と叫んで、そこが海ではないことを知った。




　目に入って来たのは見知らぬ天井。

　ぼうっとする頭で考える。……そうか、俺はラーマ男だん爵しやく領りようで門番をやることになったんだっけ……？　ここは宿舎の俺に与えられた部屋だ。

「そうか……夢だったのか」

　俺は呟つぶやいた。

「リューイ君。ミロというのは誰だれのことですか？」

「ミロは俺の幼おさな馴な染じみだよ」

「へえ、幼馴染み。仲が良かったのですか？」

「ああ、俺とミロはいつも一緒に……って、おわっ!?」

　ベッドの側そばに置いてある椅い子すにパティが腰掛けていた。

「な、なんでいるの!?」

　俺は驚きよう愕がくして問とい訊たずねる。

「仕事の前に町を案内してあげようと思って起こしに来てあげたのです」

　え、だからってなんで普通に部屋に入って来てるの？　鍵かぎ、かかってたよね？

　というか何で微笑を浮かべているの？

　この子なんか怖い……。

「ミロって誰ですか？」

　何で執しつ拗ように訊きいてくるの？

「だ、だから俺の幼馴染みだって。親友だった男だよ」

「男。なんだ、そうですか」

　ニッコリ。納得してくれたのか、パティは微笑から普通の笑顔になった。

「さあ、それでは行きましょうか」

「あ、ああ」

　……なんだったんだ……。

　内心で言い知れぬ恐怖を抱きながらもベッドを降りると、その拍子にシャツの首元からペンダントが下がり落ちた。

　それはミロからもらったリムール磁石のペンダントだ。俺は寝る時も肌身離さずこれを付けているのだが……何気なくコンパスの部分を見ると、妙な反応を示している。

　……ん？　ミロがすぐ近くまで来ている？　コンパスは間違いなくミロの位置として、このラーマ領のすぐ近くを指していた。

　だが、俺はすぐに首を横に振る。ダークテリトリーで闇やみ皇帝をやっているミロが、こんなところにいるはずがない。

　……まいったな。昨日、Ｂ級冒険者たちとひと悶もん着ちやくあった時に、リムール磁石が壊れたのだろうか？　これは一度修理に出さなければならないかもな……。

「リューイ君、どうかしましたか？」

　声を掛けられてハッとする。部屋の入口のところでパティが心配そうにこちらを見ていた。

「あ、ああ、何でもない。今行くよ」

　その後、俺はミロのことを無理矢理に頭から追い出し、着替えて表に出た。




　このラーマ男爵領は荒野の中にあるせいか、建物のほとんどは石造りだ。

　中央のメインストリート街に店が集中し、南東に太守の館やかたと太守の直系の騎士たちの家が並んでいる以外は、全すべてこの領地の平民たちが普通に暮らしている。

　景観としては、南東に太守の大きな館が見える以外は石造りの町並みが広がっている感じだ。

　このラーマ領はグルニア王国のように西の富裕層街、東の貧民街といった感じで分かれたりはしていないが、言ってしまえばみんな等しく貧しい。

　だけど見ていると民たちの顔には笑みが絶えない。パティに聞いたところ、貧しいなりに助け合ってたくましく生きているのだそうだ。それがラーマの民の気質なのだと誇らしげに語っていた。

　しかしこのラーマ領は辺境ではあるものの、旅人たちが通過点として立ち寄るせいか、メインストリート街の出店の種類は豊富だった。食べ物から旅に役立つアイテムまで、様々な物が売っている。

　さらには旅人たちに少しでもお金を落としてもらおうと、料理屋もそこかしこに軒を連ねている。

　このラーマ領の目ぼしい物は何かと問われたら、間違いなく料理の種類の多さが候補に挙がるだろう。

　たった今パティと共に入ったこのカフェ──石せき風ふう亭ていもそんな店の一つだ。

　朝食ついでにここで休みましょうというパティの提案で足を踏み入れたのだが、中々に悪くない。

　レンガを丁てい寧ねいに積み上げて作られたこの店の外観は風情があり、大きく枠取られた出窓には、日差しを防ぐ意味合いもあるのだろう、赤く染められた固布がバイザーのように付けられている。

　そしてテラスに設けられた席にも一つ一つ赤い日傘が立てかけてある。

　グルニア王国の城下町に並んでいてもおかしくないほどのオシャレな店だった。

　俺とパティはその石風亭のテラスに面と向かう形で腰かけている。

　──実はそれだけでもういっぱいいっぱいな俺……。

　カフェのテラスで女の子と一緒にお食事。もちろん十八年の人生で初だった。

　こんな洒落しやれた店で女の子とどういう会話をすればいいのだろうか？　全然分からない……。こういう時の童貞の挙動不審さはあまりにも異常。俺は意味もなく手とか足とか触ってそわそわしていた。

　ちなみに緊張しすぎて何の料理を頼んだのかも覚えてない。むしろ吐きそう。

　食べる前に吐く。俺が意味のないことを考えていると、パティが心配そうに声を掛けてくる。

「あの……顔色がいつもよりも悪いですけど大丈夫ですか？」

　それはつまりいつも顔色が悪いことをさりげなくディスられていた。もちろんパティに悪気はないのだろうけど。

「あ、ああ、大丈夫だ。ちょっと疲れただけで」

　俺はとっさに言い訳を口にするが、何な故ぜかパティの顔が申し訳なさそうに曇ってしまった。

「……すいません。歩かせ過ぎてしまいました？」

　責任を感じているらしいパティに俺は焦った。

「え？　い、いやいや、それは関係ないって！　あの、ほら、昨日の冒険者の奴やつらが余計なことをした疲れが今になって出たんだよ。そう、あいつらが悪い！」

　俺がそう言い切ると、パティはしばらくぽかんと俺の顔を見つめた後、ぷっと吹き出して笑った。

「ふふ……リューイ君て、陰気そうに見えて意外と優しいですよね」

　……陰気そうって言う必要ある？　普通に優しいですねって言ってくれた方が俺は嬉しいよ……？

　俺とパティがそんな益やく体たいもない会話をしていると、ウェイトレスの少女が俺たちのテーブルへと料理を運んできた。

「お待たせいたしました。石風亭特製ふわふわパンケーキと、取れたて卵のポークドエッグになります」

　そう言ってウェイトレスの少女はパティの前にパンケーキを、俺の前にポークドエッグを置いた。そうだ、ポークドエッグを頼んだんだった。

　そのウェイトレスの少女はパティに小さく耳打ちする。

「パティちゃん、今日はデート？」

　どうやら彼女はパティと知り合いらしいが、そのニヤついた顔はあからさまにパティを冷やかしていた。

　案の定パティは顔を真っ赤にして反論する。

「ち、違います！　彼は仕事上の仲間で」

「カレだってー。やけちゃうなぁ」

「だ、だから違いますって！」

「どうぞごゆっくり～」

　ウェイトレスの少女はパティの言葉をわざとらしく遮さえぎると、ニヤついた顔のまま去って行った。

　当然後には気まずい空気だけが残る。……あの、どうしてくれるの……？

　パティが顔を真っ赤にして下を向いたまま固まってしまったので、勇気を出して仕方なく俺から声を掛ける。

「あ、あの……冷めないうちに食べようか？」

　するとパティもそれに乗っかってくる。

「そ、そうですね！　そうしましょう！」

　それでようやくブレイクファーストタイムの運びとなった。

　パティはパンケーキをナイフで一口サイズに切り分け、口に入れるなり悶もだえる。

「ん～、おいひいっ！」

　もはや先程のことなど忘れたかのように、次々にパンケーキを切り分けては口に放ほうり込こんでいた。

「わたし、お給料はいつもここで使っちゃうんですよね！　ここの料理はどれも絶品なんです！」

　そう言ってパティは本当に美お味いしそうにパンケーキを頰ほお張ばっている。微笑ほほえましいな。

　俺もポークドエッグをナイフで切ってフォークで口に入れるが……確かに美う味まい。卵の新鮮な旨うまみが口の中で広がる。どうやら取れたてというのは噓うそではないらしい。

　そうやって味わいながらポークドエッグを食べていると、先に食べ終わってしまったらしいパティがじっと俺の手元を見つめていた。

　……え、えっと……物もの凄すごく食べづらいのだが……。はなから根負けした俺は訊ねてみる。

「あ、あの……よかったら食べる？」

「え？　いいんですか!?」

　思った以上の食いつきようだった。どうやらパティは食べることがとても好きらしい。

　いや、それはいいのだが、何故そこで大きく口を開ける？　まるで俺がパティの口に入れろみたいな……。

　………。……え、うそ、だろ……？　まさか「あーん」をしろと言うのか？　この童貞に!?

　……お、落ち着け俺。相手はまだ子供だ。いくらなんでも狼狽うろたえすぎだろ。そう、妹にでもやる感じでいいんだ。妹なんていないけど……。

　俺は自分にそう言い聞かせると、口を開けて待っているパティの方へとポークドエッグを載せたフォークを運んで行く。……震えるな俺の右手よ！　そしてニヤつくなウェイトレスの少女よ！

　俺は色んな困難を乗り越えながらもパティの口にポークドエッグを放り込んだ。するとパティは幸せそうにもぐもぐし始める。

「おいしいですぅ」

　……こっちは疲れたですぅ。そしてまた口を開けるなですぅ。

　結局その後も俺はパティの口にポークドエッグを運び続け、残りのポークドエッグは全てパティのお腹なかの中へと消えたのであった。……あとウェイトレスの少女よ、仕事しろ……。




　食後のコーヒーを飲んでいると、パティが唐突に訊ねてくる。

「あの、一つ訊いてもいいですか？」

　パティは急にあらたまった感じになったので、俺も少し狼狽えてしまう。

「あ、ああ、いいよ。何だ？」

「……なぜ今このラーマ領に来たのですか？」

「え？」

　それはどういう意味だろうか？　……「今」とは？

　するとパティは慌てたようにぶんぶんと手を振る。

「あ、い、いえ、少し気になっただけです。だってこのラーマ領はご飯が美味しいこと以外はこれといった特徴もないですし」

　パティの言い回しと挙動不審な態度が気になったが、確かに別の場所からわざわざこんな辺境の場所まで門番をやりに来るなど少々不自然に映るかもしれない……。

　だからと言って俺は事情を説明するわけにもいかないのだが……どう説明したものだろうか？　『あの謎なぞの声』のことを言ったところで頭の変な人だと思われそうだしな……。

　俺が頭を悩ませていると、何故かパティの顔に暗い影が差し、いきなりこんなことを告げてくる。

「このラーマ領からは出て行った方がいいですよ」

　……まさかのこの領地から出て行け宣言。しかも可愛かわいい女の子から言われるとショックが尋常じゃなかった……。

　しかし俺のしょぼんとした様子を見たパティは慌てて弁明してくる。

「あ、ち、違うのですよ!?　ここからいなくなれって意味じゃなくて、このラーマ領はやめた方がいいっていう意味です！」

「……やめた方がいい？　それはどうしてだ？」

「そ、それは……」

　パティは何故か口くち籠ごもってしまう。

　俺が訝いぶかしく思う前で、パティは中々口を開こうとはしなかった。

　やがて太陽の傾き加減を見たパティが、ぽんと手を打つ。

「あ、そ、そろそろ仕事の時間ですね。行かないとです！」

　そう言ってパティは慌ただしく席を立つ。俺はただそれに続くしかなかった。

　前を歩くパティの小さな背中を見て、俺は思った。

　……何やら煙けむに巻かれた感があるが、一体彼女は何を伝えたかったのだろうか？

　しかし北門に着くまで彼女は一切口を開かなかった。




　北門の前には二人の少女が立っていた。その二人を指差してパティが説明してくれる。

「朝番のリーンさんとアイスマリーちゃんです。お二人とも、お疲れさまです！」

　快活に挨あい拶さつするパティの様子には先程の暗い影はない。

　そんなパティに向かって、門の前にいた片方の少女が元気よく挨拶を返してきた。

「あ、パティちゃん！　おっはよーっ！」

　しかし彼女のその凄い格好を見て俺は目を丸くする。

　まず特徴的なのが足元まである長い茶色のポニーテールだが、それ以上に目が行くのは彼女の服装。踊り子のような服を着用しており、胸や腰元など大事なところを隠しているくらいで、スリムだがほどよく均整がとれた体が丸見えだった。足元も裸足はだしで健康的な肌色がとても眩まぶしい。

　彼女が動くたびに長い布みたいな物が宙にふわりと舞っているのが不思議だったが、それ以上にやはりピチピチの素肌に目が行ってしまう……。

　……なんちゅう格好をしているんだ!?　これでずっと門の前に立っていたのか!?

「いやー、助かったよー。アイスマリーちゃんが立ったまま寝ちゃってさー」

　そのリーンが指し示した方を見ると──彼女が言った通り、なんと立ったまま寝ている少女がいるではないか。

　まるで高齢の魔法使いが着るような灰色のローブをすっぽり被かぶっており、手に持っている長い杖つえに寄りかかって眠っている。

　彼女がうつらうつらする度に空色のショートボブの髪が揺れていた。

　歳としの頃は十四くらいだろうか？　小柄なパティよりも少し背は高いくらいで、しかしローブの上からだとパティ以上に真っ平にしか見えなかった。何がとは言わないが。

　というか立ったまま寝るなんて器用すぎるだろこの子……。

「ところで、そっちが新しく入った男子？」

　視線を元に戻すと、興味深げに俺のことを見ているリーン。そんな裸も同然の格好をした子に見つめられると何かが突破してしまいそう。

「あははっ、なんか暗い顔をしているね！」

　ちょっと待ちなさいお嬢さん。年頃の男子は女子からそんな純じゆん真しん無む垢くに貶けなされたら死んじゃうんだよ？　だけどリーンはそんな幼いたい気けな少年に慮おもんぱかることもなく、

「それじゃ、お仕事頑張ってねーっ！」

　それだけ言い残して、アイスマリーを引きずってあっさりと宿舎の方へと帰って行ってしまった。

　俺は呆あつ気けに取られながらもやはり思う──今の二人も普通ではなさそうだ、と……。

「リーンさんの素肌をガン見していましたね、リューイ君」

　隣でパティが微笑を浮かべていた。その顔やめて。

　俺は話題を変えるために、ずっと考えていた疑問を口にする。

「と、ところで俺の他に男の門番はいないのか？」

　そう訊くとパティはいつもの調子に戻って答えてくれる。

「他の男の人はみんな南門にいますよ？」

「ふーん。……あれ？　じゃあ俺だけがこの北門にいるってこと？」

「そうなりますね」

「え、いいの？」

「いいんじゃないでしょうか？　門番長が決めたことですし」

　出会った当初は物凄く嫌がっていた割に、その答えはやけにあっさりしたものだった。

「それにこの北門は女性だけで固めたせいで人手不足でしたからね。その上わたしたち北門のメンバーはこの町の騎士や守護兵とも折り合いが悪くて、何か問題が起こってもわたしたちだけで対処しなければなりませんから、大変なんです」

　どうやら色々と事情がありそうだ。

　……それにしてもようやく普通にパティと喋しやべれるようになってきたな、俺。

　俺は女性に免めん疫えきはないが、このくらい小さな子ならまだ何とかなりそうだ。むしろこんな小さな子じゃないと何とかならない。これだけ聞くとやばい人みたいじゃないか……。

　そこで一つまた気になったことが出来たのでパティに聞いてみる。

「と、ところでパティ、年はいくつなんだ？」

「え？　じゅ、十八ですけど……」

「……は？　十八？」

　どう見ても彼女は十二、三才くらいにしか見えない。

「……リューイ君？　今、わたしのことをチビだと思いましたね？」

「うん」

「少しは悪びれましょうよ!?」

「もしかして成長が止まる呪のろいにでもかかってるのか？」

「なんてこと聞いてくるんですか!?」

　ふむ、どうやらすくすく成長してこの状態らしい。呪いなら神聖魔法で解けるのに……不ふ憫びんな。

　ちなみに仕事中なのに普通に雑談できている。その理由は先程からここを通る者が一人もいないからだ。

　どうやら朝の忙しい時間帯は既に終わっているらしい。恐らく朝番のリーンとアイスマリーが朝のラッシュ時の対応をしたのだろう。

　俺たち昼番は夕方のラッシュ時まで暇なのかもしれない。

　旅人たちとの小こ粋いきな会話に憧あこがれる俺だが、こうしてパートナーとゆるゆるとお喋りするのも、これはこれでありだな。

　そうやって俺がまったり思っていた時だった。

「あ……あれ、何でしょう？」

　パティがふと呟く。彼女が見ている方を眺めてみると、そこには何かいた。

　それは真っ黒な何かだった。その何かは、上から下まで、黒以外のところがない。

　……不意に背筋に寒気が走る。あの黒い何かは凄すさまじい殺気を俺に向かって放っていた。

　──あれはまさか、俺を呼んでいるのか？

「……パティ、町の中に入っていろ」

「え……？　で、でも……」

「いいから早く！」

「は、はい！」

　初めて声を荒らげた俺に驚きながらも、パティは素直に従って町の中へと入っていく。

　俺は外から強引に門を閉め、あの黒い物体の方へと向かって、巨大な岩がそこかしこに屹きつ立りつする荒野の中を歩き出す。

　近付いていくにつれて黒い物体の輪りん郭かくがはっきりしてくる。

　それは黒い騎士だった。

　黒い鎧よろいに黒い兜かぶと、そして黒マントを風に靡なびかせている。

　──暗黒騎士。

　……もしかしてあれはミロなのではないか？　俺は直感的にそう思った。

　だけどあいつはダークテリトリーで闇皇帝をやっているはずだ。その闇皇帝がそんな簡単にダークテリトリーを離れられるわけがないと思うのだが……。

　やがて俺はそいつから十歩ほどのところで止まる。

　目の前の暗黒騎士は真っ黒な顔面でこちらを睨にらんできていた。

　しばらくして、フルフェイスの兜の奥からくぐもった声が響く。

「久しぶりだな、リューイ」

　声だけ聞くと鳥肌ものだったが、間違いなく俺の名前を言っているではないか。やはりこの暗黒騎士は──

「ミロ？　ミロなのか!?」

　俺は飛び出してミロの手を取りたいのをグッと堪こらえた。だってあんな真っ黒な顔面で睨まれたら怖くて行けないし……。

　代わりに俺は訊ねる。

「そ、それにしても、よくこの場所が分かったな？」

　するとミロは首元からペンダントを取り出しながら答えてくる。

「リムール磁石の存在を忘れたか？」

　それはリムール磁石のペンダントだった。幼い頃にミロからもらった、お互いの位置が分かるコンパスのペンダントである。

　──いつ、どこでピンチに陥っても互いに助けに行けるように──あの熱い誓いを思い返しながら、俺もリムール磁石のペンダントを首元から取り出す。

「そうか。お前もずっと持っていたんだな」

「当たり前だ」

　その答えに、姿こそ真っ黒になってしまったが、その中身は紛まぎれもなく親友のミロだと俺は確信した。

　そこでようやく俺は本題に入る。

「ところで、何しにここまで来たんだ？」

「何をしに来たか……だと？」

　俺がそんな質問をしたせいで、ミロの放つ殺気がさらに膨れ上がった。

「子供の頃に約束したはずだぞ!?　互いに世界最強の剣士になろうと！　そしてその時はどちらが上か勝負しようと！」

　確かにそのような約束はしたかもしれないけど……。

「え？　お前、それだけのことで追いかけてきたの？　ダークテリトリーから、わざわざ？」

　俺はここに来るまで様々な町や村に寄ってきたので、タイミング的に不思議ではないと言えば不思議ではないが……。

「それだけのこととは何だ!?　言ったはずだぞ!?　逃げればどこまでも追いかけると！」

　……だからって本当にこんなところまで来るとは思いもしないよ……。

　俺が唖あ然ぜんとしていると、

「それに、グルニアから消えたという噂うわさを聞いて心配して来てみれば、門の前で女といちゃついているとは……見損なったぞ！」

　ミロの発する闇のオーラが怒りで揺れていた。

　俺は慌てて弁明する。

「べ、別にいちゃついてなんていないって。パティは仕事上のパートナーというだけだし、そもそもここに来たのもお前から逃げたわけじゃなくて、ナパール王の奴が……」

「言い訳はいい！　お前はいつもそうだ！　都合が悪くなったら言い訳ばかりで……！」

「こんなところまで来て説教なんかするなよ？　大体、あの約束だってお前に無理矢理させられたようなものじゃないか？　俺は別に強くなんかなりたくなかったのに……」

「お前はまだそんなことを言っているのか!?　それだけの才能があるのに、どうしてもっとやる気を出さない!?　私はお前のそういうところが気に食わないんだ！」

「でも……」

「でも、じゃない！　いいから私と戦え！　全力でな！」

　困ったな……。

「全力でと言われても、今の俺は門番……」

「ええいっ、もはや問答無用！」

　ミロが突っ込んで来た。

「ちょ……!?」

　焦る俺に構わず、ミロは腰の鞘さやから黒い大剣を抜き放ち、俺に向かって横よこ薙なぎに払ってくる。慌てて身を縮め何とかそれを躱かわすが、手に持っていた青銅の槍やりがその一撃でばっさり切られ、柄つかの先がどこかに飛んで行ってしまう。ひええっ、なんて威力だよ!?

　ミロは続けて大剣を振り下ろそうとしてきたので、俺は腰に差してあったルーンブレイクを鞘ごと引き抜く。

　ガキィッ！　俺のルーンブレイクの鞘とミロの暗黒大剣が正面からぶつかり、剣けん戟げきの音が響き渡るが、しかし威力が違い過ぎた。俺は弾はじかれ後ろへと吹き飛ばされてしまい、荒野に転がり倒れ込む。

　するとそんな俺を見たミロが激昂する。

「立て！　お前の力はそんなものか!?」

「いや、だから今の俺は門番で……」

「問答無用！」

「お前、問答無用しか言ってねえじゃねえか!?」

　俺のツッコミも虚むなしく、ミロは再び大剣をぶんと振ってくる。

　俺は辛うじてそれをまたルーンブレイクの鞘で受けるも、結局は弾き飛ばされ地面を転がった。

　……なんで俺こんな目に遭ってるの？　門番に暗黒騎士が襲い掛かって来るなんてイジメでしょ……。

　だが、荒野に倒れ込む俺に向かってミロが叫んでくる。

「何だその体たらくは……？　どうして本気で戦わない！」

　……いやだから俺は門番なの。でもそれを言ったところでまた「問答無用！」なんでしょ？　ミロは人の話を聞かな過ぎ！

　俺がどうしたものかと考えていると、ミロがこんなことを言ってくる。

「リューイ、約束は守ってもらうからな」

「……え？　約束？」

「とぼけるな！　私が勝ったらずっと私と一緒にいてくれると言っただろう!?」

「え？　あの約束、有効だったのか……？」

「当たり前だ！　私が勝ったらお前をダークテリトリーに連れて行くからな！」

「え……」

　俺はその宣言に耳を疑った。ダークテリトリーに連れて行かれる……だって？

　ちょ、ちょっと待て。せっかくこんないい場所で門番が出来るようになったのに、ダークテリトリーなんかに連れて行かれるなど、たまったものではない。

　ダークテリトリーは魔物の島だ。ゴブリン、オーガ、オーク、リザードマン、コボルト、インプ、トロル、ダークエルフなど様々な魔物がひしめき合う、まさに闇の島である。噂では殺し合いをしているとか……。

　そんな島で普通の門番の仕事が出来るとはとても思えない。大体、言葉が通じるかどうかも怪しい魔物たち相手に小粋な会話をしろとでも？　パートナーのゴブリンと絆きずなを深めろとでも？　想像しただけでギャグにしか思えなかった。あ、でも可愛い女ゴブリンとかだったらありかもなんて考えてしまうところが俺のダメなところ。

　……取りあえず却下だな。

「い、いや、待ってくれミロ。今の俺とお前が戦うのはフェアじゃない。だって俺はもう魔法剣士じゃなくて門番……」

「問答無用！」

「頼むから人の話を聞いてくれる!?」

　しかし俺の悲痛な叫びも虚しく、ミロは三度襲い掛かってくる。

　……くっ、仕方ない。こうなったら八はち門もん[image: ]とん甲こうスキルを使うしかない！

「八門[image: ]甲……開門、休門、生門……解放！」

　俺は昨日Ｂ級冒険者二人と戦った時と同じように、最も基礎となる三門を解放した。

　その瞬間、右手の甲の痣あざが強く光り輝き、俺の体からオーラがドンッと溢あふれ出す。

　──これでルーンブレイクを鞘から抜くことが出来る。

　俺はルーンブレイクの刀身を鞘から引き抜くと、ミロの大剣を正面から受け止めた。

　キィンッと剣戟の音が響き渡り、今度は吹き飛ばされることはなかった。

　そこから数回激しく剣を交わした後、俺とミロは鍔つば迫ぜり合あいになる。力は拮きつ抗こうし合あい、剣と剣の間からギリギリと金属同士が擦こすれる音が響く。

　そんな中、暗黒騎士の鉄仮面の向こうからくぐもった笑い声が聞こえてきた。

「くっくっく……やれば出来るではないか。それでこそリューイ、これこそ私が求めていた戦いだ！」

　……こっちはいい迷惑だけどな！

　次の瞬間、俺たちは剣を弾き合うようにして互いに距離を取る。

　あ……しまった！　魔法剣士の時の癖くせで間合いを開けてしまったが、今の俺は魔法を撃てないんだった……！　これではミロの思うつぼではないか！

　案の定ミロは遠距離攻撃の構えに入り、何やら剣に黒いオーラを集めると、その暗黒オーラをこちらに向かって飛ばしてきた。避よけるとさらにドツボにハマりそうな予感がしたので、俺は敢あえて正面から受ける。

「うおお……！」

　俺はルーンブレイクで暗黒オーラを斬きった。二つに割かれた暗黒オーラは俺の後ろの地面を抉えぐり、爆発した。

　……あいつ、本気じゃないか!?　久しぶりに会った友達に向かってよくためらいもなく暗黒オーラなんて飛ばしてこれるよな!?……と思っていたら、ミロはさらに何度も暗黒オーラを飛ばしてきやがった！

「うおおおおおおおおおおおおおおおっ……！」

　俺は飛んでくる暗黒オーラをルーンブレイクで斬りまくる。と言っても全く余裕がない。一発一発がとてつもない威力のそれらを、一回斬るだけで激しく体力が持っていかれる。俺の後ろの地形が心配になるくらい凄まじい爆発音が後方で鳴り響いていた。

　くっ……このままではじり貧だ。俺は暗黒オーラをどうにか凌しのぎながらも状況を打開する方法を考える。

　──それにしても、魔法剣士から門番へ転職したアドバンテージの低下は想像以上に大きかった。八門[image: ]甲スキルを三段階解放することでどうにか全盛期のステータスに戻っているものの、苦労して手に入れた強力なスキル群が全て無くなっているからだ。

　しかも八門[image: ]甲スキルで無理矢理にステータスを上げているせいで、体への負担が大きい。早くも息が切れてきている……！

　八門[image: ]甲の門をさらに開ければ圧倒できるかもしれないが……これ以上は体への負担が大きすぎる上に、制御できるかも分からない。制御できない力を振るえばミロに致命傷を与えてしまう可能性だってある。それだけは絶対に避けなければならない。

　……だったらどうする？　今の俺が使えるものといったら門番のスキルくらいしかないが……。

　あ、そうだ！　この間覚えたばかりのスキル──『バインド』を使ってみるか！

　そのように決めると、俺は暗黒オーラが飛んでくるタイミングを見計らって、ミロがいる方向へと大きく跳び上がった。このまま上空から一気に間合いを詰める！

　ミロはそんな俺に向かって、剣を上に構えると、

「甘いぞリューイ！　それでは我の技ダークスラツシユの的にしてくれと言っているようなものだ！」

　ミロは再び剣に暗黒オーラを集め、上空から迫る俺に向けて放とうとしたが、俺は逆にその隙すきを突く。

「甘いのはお前だミロ！　行け、バインド！」

　スキルを使った瞬間、俺の左手から魔力のロープが伸びていきミロの体をぐるりと回ると、そのまま巻き付いた。やった、成功だ！

　俺は着地すると、攻撃を仕掛けるために一気にミロへと迫るが、

「ふんっ！」

　バリンッ！　ミロが体に力を入れただけで魔法のロープは粉々に砕け散ったではないか。俺は慌てて急停止する。

　……あ、あれ？　想像以上に簡単にほどかれてしまったぞ……。

「何だこのふぬけたスキルは？　私を舐なめているのか？」

　本気だよ！　さすが門番のスキル！　雑魚過ぎ！

　ど、どうする……？　先程の暗黒オーラを撃たせないところまで間合いを詰められたのはよかったが、結局は元の木もく阿あ弥みだった。

　そうなるともう隠しスキルに期待するしかないのだが……今俺が持っている門番の隠しスキルと言ったら『クリエイトゲートスキル』と『八門[image: ]甲スキル』だけ。しかし現在既に八門[image: ]甲スキルは使っている状態なので、実際残されているのはクリエイトゲートスキルしかない。




[image: ]

＊クリエイトゲート

【効果】

　壁や通路に門を創つくることが出来る。

　他の隠し門番スキルの前提条件となる。

[image: ]




　説明にある通り『クリエイトゲート』は門を作るスキルである。これでどうしろと……？

「食らえ！」

「ひえっ!?」

　考え事をしていたらミロがいきなり大剣を振ってきてマジでギリギリで躱した。殺す気か!?

　結局そこからまた剣の打ち合いが始まってしまう。

　キンッ、キンッ、ガキィッ、と剣戟の音が響き渡る度に辺りの地面が振動する。

　俺とミロの力が強すぎるせいか、剣を打ち合わせた時に発生する衝撃波で周りの小石などが弾け飛んでいた。

　しかし……くっ、このままでは体力がやばい！　同じ力でも、体に掛かっている負担は段違いだ。このまま行けば確実にこちらが先に参ってしまう。

　……ん？　そこで俺はピンときた。ここに門を作れればあいつのダークショットを防げるのではないか？

　クリエイトゲートスキルは『壁や通路に門を創ることが出来る』とある。例えばこの岩場と岩場の間を『通路』に見立てることは出来ないだろうか？

　どうせこのままでは負けてしまう。だったら物は試しだ！

　俺はミロの剣を弾くと、敢えてバックステップで距離を取る。

　するとミロが再びダークスラッシュの構えに入った。

「ふっ、どうやらまたこの技の餌え食じきになりたいようだな」

　ミロが脅してくるが、俺は慌てずにスキルを使用する。

「クリエイトゲート！」

　門番になった時に獲得した天職スキル。本来なら「主よ　唯一の神よ　今ここに新たなる門を開きたまえ」という詠唱をしなければならないが、八門[image: ]甲スキルによって魔力が高まっている今の俺には必要ないらしい。

　近場の大きな岩に手をついた途端、その場がカッと光り、巨大な門が岩と岩の間に出現した。やった、上う手まくいった！

　門は俺とミロを遮るようにして出現したので、ミロの放ったダークスラッシュは俺の作った門に直撃する。激しい衝撃音を出して門は揺れ、ヒビは入ったものの、倒れることも壊れることもなかった。

　よし、いける！

「ふんぬーッ!!　何だこの門は!?」

　門の向こうから怒鳴り声が聞こえてくるが、このスキルがあれば取りあえずダークスラッシュは防げる。ここは一度八門[image: ]甲スキルを切って体力の温存を──

　ズバンッ!!　──門が真っ二つに割れた。……門、斬られちゃった……。

　ミロは崩れた門を乗り越えながら言ってくる。

「覚悟は出来ているだろうな、リューイ？」

　絶体絶命……。

　俺は今と同じようにクリエイトゲートスキルで門を作ってミロを妨害しながら逃げ続けるものの、ミロも門を破壊しながら追いかけてくる。

　たまにフェイントでミロは門を回り込んだりしてくるが、俺もそれを見切って、敢えて門を開けて潜くぐり、逆の方に逃げたりしてどうにか凌ぐ。

　そう言えば昔もよくこんな風にミロと鬼ごっこしたものだが、昔の鬼ごっこも、剣も魔法もなんでもありのデンジャラスな鬼ごっこだったことを思い出してげんなりした……。

　一瞬このまま門を作り続け、ミロが門を壊すということを繰り返して疲れを誘えないかと思ったが、八門[image: ]甲スキルを使って逃げている分、どう考えてもこちらが先に力尽きてしまう……。

　そこからも特に打開策は見つからず、さすがに体力が尽きかけてきた。

　もはやダークテリトリーでゴブリンを相手に生活するしかないのか……？

　まずい……体力がなくなって思考もネガティブになってきている。

　そうやって精も根も尽き果ててきた頃、頭の中で声が鳴り響く。

『条件を満たしました。新しい隠しスキルを入手しました』

　な、なに？　新しい隠しスキルだって？

　俺は必死でミロから距離を取り続けながらも、頭の中でスキルを確認する。
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＊転移門スキル

【効果】

　門から門へと転移することが出来る。

　ただし転移出来るのは、実際に術者が通ったことがある門、もしくはクリエイトゲートスキルで創られた門だけに限られる。

　転移距離によって魔力の消費が大きく変わる。

【スキル取得条件】

・これまでに百以上の門を通過していること。

・クリエイトゲートスキルを使用すること。
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　門から門に転移出来るスキル？　なんだそれ、滅茶苦茶便利なスキルじゃないか!?

　見てみるとスキル取得条件の一つに『これまでに百以上の門を通過していること』とある。俺はこのラーマ男爵領に至るまで参考として色々な町や村の門をチェックしてきたのである程度門を通過してきたが、このタイミングで手に入ったということは、もしかして自分で作った門でも条件は達成出来るということなのか？

　しかしながら確かに便利そうなスキルではあるが、残念なことにまたもや戦闘用ではない。門番なので当たり前と言えば当たり前だが、このタイミングでは戦闘用が欲しかった……！

　もう体力は尽きかけている。

　……だったらぶっつけ本番で試してみるしかない──この転移門スキルを！

　俺はイメージする。転移門スキルを使って現状を打開するイメージを……。

　すると思い付く。……上手くいけば、一つだけ何とかできるかもしれない方法がある。

　あとは……やってみるしかないか。

　ドゴンッ！　俺が覚悟を決めた時、目の前の門がミロの攻撃で崩れ落ちた。

「くくく……リューイ、いい加減諦あきらめたらどうだ？　もうフラフラではないか」

　ミロは既に俺が限界であることを見抜いていた。

「しかし……見損なったぞ、リューイ。門を作り出すスキルには少々驚いたが、こんな戦法で戦うお前をな……」

　ミロはゆっくりと近付いてくる。

　そんなミロの前に、俺は再び門を作り出す。

「主よ　唯一の神よ　今ここに新たなる門を開きたまえ　クリエイトゲート！」

　出現する門。

「ふんっ、ここに来てまだそんなことをするのか？　本当に失望したぞ」

　門の向こうではミロが門を破壊しようとしていることだろう。

　そこで──俺は敢えてその門を開く。

「は？」

　門の向こうに姿が見えるなりミロの呆気に取られた声が響いた。ミロは今まさに門を剣で斬り刻もうとしていたところだった。

　その隙に俺は後ろにあった岩場に手を掛け、さらに門を作る。

「主よ　唯一の神よ　今ここに新たなる門を開きたまえ　クリエイトゲート！」

　新しい門が出現する。これで俺の後ろと前に二つ門があることになる。

「……何をしたいのかは知らんが、悪あがきもいいところだな」

　ミロは目の前の開いた門からゆっくりとこちら側に入って来る。

　俺はタイミングを見計らい、ミロが門を越えたところで、後方の門に対して新しく入手したスキルを使用した。

「主よ　唯一の神よ　今ここに新たなる道を繋つなぎたまえ　トランスファーゲート！」

　俺の手の甲の痣と後方の門が共鳴するようにして光った。これで二つの門は繋がったはず！

　門を開くと、暗黒騎士の後姿がその門を越えたすぐ先にあった。

　俺は門に向かって駆け出し、最後の力を振り絞って剣を振り抜く。

「な……!?」

　ようやくその事実に気付いたミロがこちらを──後ろを振り向く。が、もう遅い！

　ガンッ！　俺の一撃でミロの兜が宙に舞う。

　そのまま俺はミロの眼前に剣を突きつけた。

　勝負ありだ。

「な、何故お前がそこに……!?」

　ミロは茫ぼう然ぜんと呟く。

　こいつにとっては信じられないことだろう。さっきまで目の前にいた俺が、突然後ろから現れたのだから。その理由は、

「門と門を繋いだんだよ」

「門と門を繋いだだと？　そ、そんなバカな……!?」

　未いまだ信じられないといった感じのミロ。しかしこいつの目からも見えているはずだ。門の向こうに、合わせ鏡のようにして俺に剣を突きつけられている自分の姿が。

　俺が説明した通り、二つの門はゼロ距離で繋がっているのである。もちろん俺のスキル──『転移門』の効果で。

「あ、あたし、負けたの……？」

　ようやくその事実を認識したのか、ミロはぺちゃんとその場に座り込む。

　……ふぅ、何とかなったか。俺はそこで八門[image: ]甲スキルを切った。手の甲の輝きが収まると同時にとてつもない疲労感が体を襲う。……さすがに今回は疲れたな。

　俺が息を整えていると、

「ぐすっ……せっかくリューイに勝つために暗黒騎士にまでなったのにィ……」

　ミロが悔しそうに呟くが……ちょっと待て。

『あたし』？　『ぐすっ……』？

　俺はミロの素顔が窺うかがえる状態だった。

　美麗な青色の髪は以前よりも長く伸ばされ、女らしく風に靡いており、水晶のように透き通った瞳を飾るまつ毛は美しくカールしている。その姿はどう見ても──

「あれ!?　お前、女だったの!?」

「え……？　……あ、しまった!?」

　ミロは頭をぺたぺた触って兜がないことに気付くが、もう遅い。

　俺は言葉が出なかった。目の前にいるのは紛れもなく美少女だったからだ。

　それも絶世の美少女。

　──俺の親友は女だった。

　俺が驚きで固まっていると、頭の中でレベルアップの音が鳴り響く。

『門番レベルが５に上がりました』『門番レベルが６に上がりました。門番スキルの【パワーゲート】を覚えました』『門番レベルが７に上がりました』『門番レベルが８に上がりました』『門番レベルが９に上がりました。門番スキルの【没収】を覚えました』

　何やら盛大にレベルが上がったけど、そんなことより今はミロのことの方が衝撃過ぎた。

　しばらく声も出せず、ただじっとミロのことを見ているしかなかったのだが、見つめている内に変な気分になってきた。いかん。親友が可愛すぎる。これはハッキリ言って新境地だ。

　俺がやばい方向に混乱していると、ようやくミロが喋り出す。

「女の姿じゃダークテリトリーでは生きていけなかったのよ……。だから女だと舐められないように、ずっと暗黒騎士の鎧と兜を付けて、女であることを隠して生きてきたの」

　ミロが言うにはそういうことらしい。

　あ、だからナパール王はミロに言い寄っていたのか。俺、てっきりナパール王は男好きなのかと思っていたよ……。グルニア王国の跡取りは大丈夫なのかなと心配していたが、今思えばまったくの杞き憂ゆうだったわけだ……。ただ、それにしても、

「でも、俺にも隠していたのはなんでだよ？」

「それは単にあんたが気付かなかっただけよ……」

　……そういうことらしい。

「だったら言ってくれればよかっただろ？」

「う……それはそうなんだけど……でも、あんたにだけはそれとなくアピールしていたつもりなのよ……？」

　ミロはそう言って弱々しく項垂うなだれた。やめろ、可愛すぎる。

　しかしそうは言ってもミロは昔、男にしか見えなかった。他の者たちだってミロのことは男だと認識していたはずだ。むしろナパール王はよく気付いたものだと思う。現在のミロはどこからどう見ても超美少女だし、今にして思えばナパール王はかなり洞察力があったということだ……。

　そのようなことを考えていると、

「……ねえ、兜を取ってくれる？」

　不意にミロからそんなことを言われた。

「？　なんでだ？」

「あたし、兜がないとダメなのよぉ。恥ずかしくて何も出来なくなるの。お願い、兜を返して？」
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　……何その特性？　しかし、なるほど。それで先程から妙にしおらしかったのか。どうもミロらしくないと思っていたんだよな。

　俺は近くに落ちていた兜を拾うと、ミロに返してやった。すると彼女は兜を被るなり、

「ふはははははっ！　この闇皇帝を退けるとは、やるではないかリューイ！」

「いや、兜のオン・オフでキャラ変わり過ぎだろ……」

　正直びっくりした。

「まあ、あんたの前だけなら素のあたしのまま喋ってもいいんだけどね」

「暗黒騎士の姿で女言葉で喋られても、不気味なだけだけどな」

「失礼な奴ね！」

　ズドンッ！　暗黒騎士の拳が俺の腹に埋まり、俺は錐きりもみ状態で吹き飛ばされる。

「がはっ！」

　大岩に激突してようやく俺は止まった。

　八門[image: ]甲開門スキルを切ったところに暗黒騎士の一撃はキツイ……。

　俺はふらふらになりながらもミロのところに戻ると、

「……ご、ごめん。俺が悪かった」

「分かればいいのよ」

　もう少し戦力差を考えて欲しいところだが、また殴られたくないので黙っておく。

「それよりもあんた、さっきの戦い方は何よ!?　門を作ったり、門から門にワープしたり……滅茶苦茶じゃない！」

「何って言われても、今の俺の職業は門番だからな」

「………………は？」

　ミロはしばらくの間、呆気に取られていたが、

「な、なんで門番なんかになってんのよ!?　いや待って……その前に、なんで門番があんなに凄いスキルを持ってるのよ!?」

「……暗黒騎士の状態で凄むなよ。怖いから」

「余計なお世話よ！」

　ズドンッ！　今度は読んで完全にガードした。だけど手が折れそうなほど痛い……。

「でもあんた、暗黒騎士のあたしを倒したじゃない!?　知っていると思うけど、暗黒騎士は六大英雄職の一角なのよ!?」

「俺も知らなかったよ。門番が暗黒騎士を倒せるような職業だなんて」

「そんなわけないでしょうが!?　門番は紛れもなく雑ざ魚こ職業よ！」

　ミロが黒いオーラをまき散らしていてとても怖い……。

「大体、門番に転職した状態でどうして暗黒騎士のあたしと真正面から剣の打ち合いが出来るのよ!?　おかしいでしょう！」

「そんなこと言われても、俺は天職スキルとかいうやつの一つ、『八門[image: ]甲スキル』を使っただけなのだが……」

「門番がそんなとんでもない隠しスキルを覚えるわけないでしょ!?　八門[image: ]甲と言ったら、武道家の奥義スキルじゃないの!?」

「『門』という文字が付いているから普通に門番のスキルだと思ってた」

「……あ、あんたは昔から適当過ぎるのよ……」

　ミロは疲れたように盛大なため息を吐ついた。暗黒騎士がため息を吐く姿はシュール過ぎる……。

　しかしそこで俺は本職を放り出しっぱなしであることに気付いた。

「あ、悪いミロ。俺、そろそろ戻らないと」

「え？　なんでよ？」

「だって俺、門番の仕事があるから」

「………………は？」

　ミロは何やらまた呆気に取られていた。

「……もう一度言ってごらん？　暗黒騎士を倒した奴が、何の仕事をしてるって？」

「だから門番の仕事だよ」

「なんで人類最強とまで謳うたわれるほどの男が門番の仕事なんかしてるのよ!?」

「門番が門番の仕事をするのは当たり前だろう？　何言ってるんだお前？」

「あたしの方がおかしいみたいに言わないでよ！　あんたの方が大分おかしいこと言ってるんだからね!?」

　そんなこと言われても……。

「とにかく俺、戻るから」

「あ、ちょっと待ちなさいよ！」

　暗黒騎士に回り込まれた。逃げられない。

「約束は約束よ。勝負にあんたが勝ったらあたしのことを好きにしてもいいっていう約束だったわよね？　だから……好きにしなさい」

　ミロが覚悟を決めたように言ってきたが、暗黒騎士が手を後ろに回して顔を逸そらしても何もそそられないのでやめてほしい……。

「別にいいよ、面倒くさい」

「面倒くさい!?　このあたしの覚悟を、面倒くさい!?」

　暗黒騎士が地団太を踏んで地面が陥没する。怖い……。

「分かったわ。だったら、あんたがあたしのことを好きにするまでは絶対に側を離れないからね!?」

　……何そのドＭ宣言？





　　　　＊＊＊＊＊






　ラーマの北門に戻ると、先程閉めたはずの門が開いており、そこでパティが待っていた。

「リューイ君……無事で良かった……」

　どうやら相当心配してくれていたらしく、パティは心底ほっとした様子だった。

「と、ところでリューイ君……そちらの方はどなたですか……？」

　パティが恐る恐る指を差したのは、言わずもがな暗黒騎士である。

　しかしミロがダークテリトリーの闇皇帝であることを打ち明けることはマズイだろう。

　だから俺はこう答える。

「この子は『闇ちゃん』だ」

「とてもではありませんが『ちゃん』付け出来る風ふう貌ぼうではないですよ!?」

　さすがに無理があったか……。

　俺がどう説明したものか悩んでいると、当の本人であるミロが一歩前に踏み出し、ズシャッと重い音が鳴り響く。

「よろしく頼む」

「ひいいいい!?　わ、分かりました！　だから殺さないで下さい！」

　闇皇帝の放つオーラの前に、パティは完全に屈服した。





　　　　＊＊＊＊＊






　次に門番長のレイラの元を訪れたのだが、

「……ボウヤ。随分と変わったお友達を持っているんだねえ」

　さすがのレイラも暗黒騎士を前にして唖然とした様子だった。

「それにしてもあんた、ミロ様以外に友達がいたんだね」

「いや……こいつがミロなんだが」

「え!?　これがミロ様!?」

　レイラは死ぬほど驚いていたという。

「ふははははっ！　久しぶりだな、レイラよ」

　……ねえミロ。その闇皇帝のノリ、やめない？　おかげでレイラが固まったまま動かなくなっちゃったじゃないか……。

　しばらく空気が死んでいたけど、その後、ミロが暗黒騎士の兜を脱いだことで、ようやく感動の対面になった。

　レイラが涙を流すのを見ないふりして、俺はその場を後にした。
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　俺との決戦が終わった後、ミロはレイラと昔話に花を咲かせていた。

　前にも説明した通り、グルニアを追放された時、ミロはダークテリトリーに逃げるしかなかったのだが、ダークテリトリーのような無法地帯にレイラを連れて行くことは出来ず、二人は泣く泣く別れたそうだ。

　久しぶりの再会がどれほど嬉うれしかったのか、二人の顔を見ればよく分かった。

　そんなわけで気を利きかしてその場を離れ、門に戻った俺だったが──

　一時間後、何な故ぜかミロが俺の隣に立っていた。

　レイラがにこやかな顔でやって来て、「今日から新しい仲間だ。パティ、後は頼んだ」と言って彼女を置いていったのである。

　……どういうこと？

「ミロ。お前、本気でここに残るつもりなのか？」

「当たり前でしょ。あんたがあたしを好きにするまでは離れないわ」

　……だから何なのそのドＭ宣言？

「ダークテリトリーは放ほうっておいて大丈夫なのかよ？　お前、闇やみ皇こう帝ていなんだろ？」

「そんなヤワな国造りはしていないわ。優秀な副官がいるから上う手まいことやってくれるはずよ」

　そう言ってミロは「ここを絶対に離れない」と主張するように黒剣を支えにして仁王立ちした。

　……門前に暗黒騎士が佇たたずんでいる姿はあまりにも異常。

　……これ、人が来たら驚いて逃げちゃうんじゃないの？

　パティなんてさっきから涙目で近寄ろうとすらしないし……。

「……ところで、リューイ。あんた、あの子とはどういう関係なの？」

「あの子って、パティのことか？」

　ミロは頷うなずく。

「……人見知りのあんたにしては、随分と信頼しているみたいじゃないの」

「それはそうだろ。パティは俺のパートナーだから」

「は？　パ、パートナー……ですって？　あ、あんな小さな子が!?　あんた、ロリコンだったの!?」

「落ち着け。あれでも俺たちと同い年だ」
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「なーんだ、そうだったのね。だったら安心……出来るかぁ！　だからパートナーってどういうことなのよ!?」

　ミロに肩を揺すられる俺。間近に迫る暗黒騎士の顔面がマジで怖い……。

「……な、なんでそんなに怒るんだよ？　門番のパートナーってことなのに……」

「……門番のパートナー？　な、なんだ、そういうことか……」

　暗黒騎士がホッと息を吐ついていた。

　俺とミロがそのような会話をしていると、後ろからパティがそろそろとやって来て、俺の手を取るや否や、ミロから逃げるようにして門の反対側へと連れて行かれた。

　そこで猛然と問い詰めてくる。

「リュ、リューイ君！　あの見るからにヤバそうな人は一体何なんですか!?　リューイ君とあの黒い人が戦ったと思ったら、門番長が後から連れてきて押し付けられて……わたしはもうワケが分かりませんよ!?」

　パティは涙目だった。確かに理由も知らされず暗黒騎士を押し付けられたら、そりゃ泣きたくもなるだろう。

「落ち着けパティ。あいつは俺の幼おさな馴な染じみだ」

「あんなヤバそうな人が幼馴染み!?　だったらリューイ君から一言言ってあげた方がいいですよ！　あのスタイルはヤバいって！」

　まあ全身真っ黒だからな……。

「……あいつも色々あるんだよ」

「見れば分かりますよ！」

　ひどい言われようだった。

「……大体、リューイ君だって一体何者なんですか!?　さっきあの黒い人と互角に渡り合っていたのを見ていましたよ!?」

　……しまった。見られていたのか。町の中に避難させたから大丈夫だと思ったのだが……。ここはどうにか誤魔化すしかない。

「今日は体の調子が良かったからなぁ」

「体の調子がいいだけで人間にあんな動きが出来るはずないでしょう!?」

　誤魔化しきれなかった。

「も、もしかしてリューイ君はリューイ様なのでは……？　い、いえ、でもリューイ様がこんなところで門番なんかをしているわけがありませんし……」

　マズイ。ばれそうになっている。でも少なくともレイラは俺の正体をパティたちにバラしているわけではないようだ。

「パティ。リューイ……様は、その……もっと凄すごい」

　……ぬう……自分のことを『様付け』するのは何か恥ずかしい。

「そ、そうですよね？　わたしのリューイ様はもっと凄いはずです！」

　良かった、どうにか誤魔化せた。決して君のリューイ様ではないけどね。

　何にせよ、このまま有う耶や無む耶やにしてしまおう。

「そんなわけで俺は普通の門番のリューイだし、あいつはそんな普通な俺の幼馴染みである普通の暗黒騎士だ」

「暗黒騎士の時点で普通じゃないんですけど!?　そしてそんな普通じゃない暗黒騎士と幼馴染みの時点でリューイ君もやっぱり普通じゃないですよね!?」

　まったく有耶無耶に出来なかった。

　そこでパティは何かに気付いたように首を傾かしげると、

「……あれ？　そう言えば暗黒騎士って英雄職の一つでしたよね……？　英雄職って同時期に同じ職業が二人以上いることはなかったはずです。そして暗黒騎士と言えば、今は遙はるか北のダークテリトリーのトップ、闇皇帝がその暗黒騎士だったような……？」

　うお、凄すさまじくマズイ。この子、思ったよりも職業のシステムについて詳しかった。

　ここはもう噓うそに噓を重ねるしかない。

「闇皇帝は死んだんじゃないか？」

「さらっととんでもないことを言いますね!?　そんな簡単に死ぬような人が闇皇帝なんかになれると思いますか!?」

　激しく正論だった。

「……どうも胡う散さん臭くさいですが、あの人がその闇皇帝だと言われても信じてしまいますよ。見て下さいよ、あの闇のオーラを……」

　確かに黒い鎧よろいの隙すき間まから漏れる黒いオーラのせいで、ミロが闇皇帝であることが隠しきれていない。

「うう……何でわたしの下に闇の支配者みたいな人が配属されるのですか……。せめてもう少し闇のオーラを抑えてもらわないと仕事になりませんよぅ……」

　パティがガタガタ震えながらそんなことをのたまった。

「お前の方が先輩なんだから、闇のオーラを抑えろってあいつに注意してきたらいいじゃないか？」

「そんなこと出来るわけないでしょう!?　注意した瞬間、わたしの首と胴が離れてしまいますよ！」

「いや、あいつはそんな酷ひどいことしないって」

「……だ、だったら幼馴染みのリューイ君からそれとなく言ってくださいよ？」

「……俺だって殴られたくないのだが」

「やっぱり攻撃されるんじゃないですか!?」

　俺とパティがそうやってひそひそ話をしていると、　ドンッ!!　と大きな音が響く。

　それはミロが黒剣の鞘さやの先を地面に叩たたき付つけた音だった。

　見れば暗黒騎士の足元に大きなクレーターが出来上がっている。

「そこ……イチャつくな」

「ひいいい！　も、申し訳ありませんんんん！」

　闇皇帝の威圧にパティはひれ伏してしまう。

　その哀れな姿を見て、俺はミロの側そばに行って注意する。

「……おい、堅かた気ぎの人間を脅すなよ？」

「私だって堅気よ！」

　どう見ても堅気ではないだろ……。

「なあ、せめて兜かぶとだけでも脱げないのか？」

　俺はそれとなく訊きいてみるが、

「ダメなのよ。ここ五年ほどずっと兜を着けっぱなしの生活をしていたせいか、いつの間にか人と直接顔を合わせられなくなる『対面恐怖症』になっていたの。兜越しじゃないと人と目を合わせられないのよ。ちなみに『脱だつ鎧よろい恐きよう怖ふ症しよう』でもあるわ」

「難儀な奴やつだな……」

　心からそう思う。

　どうにかしてパティとミロの仲を取り持てないかと考えていると、ミロがぼそりと呟つぶやく。

「……それにしても、暇ね」

　そんなセリフを耳にして俺は思う。……こいつ、中身は全然変わっていないな、と。昔からミロはじっとしていることが苦手だったのだ。

「ねえリューイ。こんな退屈な仕事、よくやろうと思ったわね？」

「何を言っている。こうやってほのぼのとお喋しやべり出来るのがいいんじゃないか」

「何というドヤ顔……。あんたの感性が本当に分からないわ」

「どうして分かってもらえない。門番の素晴らしさを」

「あたしには一生分からないわよ」

「いつかお前にも門番の素晴らしさを教え込んでやろう」

「遠慮する」

「むう」

「そんなことよりさ、戦闘訓練でもしましょうよ？」

「……やめろ。俺とお前が戦闘訓練なんかしたら門が壊れるだろうが？」

「……ついでにわたしと町も壊れてしまいますぅ……」

　俺とミロの会話が聞こえたのか、パティが情けない声を出していた。確かにパティも町も壊れちゃうかもしれない。

　何とかミロの気を他に逸そらせないかと考えていると、彼女の方から話題を変えてきた。

「だけど何だかんだ言ってさすがリューイよね。門番をやるにしても、このラーマ男だん爵しやく領りようを選ぶなんてさ」

「え？　どういうことだ？」

「だってあんた、賢者ファーエルの予言に従ってここに来たんじゃないの？」

「ファーエルの予言と言ったら『魔神王復活は目前である。生きとし生ける者は協力し合い、世界の中心ラーマにてこれを迎え撃たなければならない。さもなければ世界は滅びる』というものか？」

　この世界では割と有名な一節である。

「そう、それ。いざという時は魔神から世界を守ろうと思ったんでしょ？」

「いや、門番をやるためだけにラーマ男爵領に来たんだが。そもそも魔神となんか戦いたくないぞ。俺は門番なんだからな」

　そのように答えながらも、実のところ門番に転職した時に聞こえてきた、あの謎なぞの声が『ラーマへ行け』と言ったことも大きいのだが……。ただ今のところは何も分からないままだ。

　しかし俺の言葉を額面通り受け取ったミロは、

「……そうなの？」

　俺の答えに肩透かしを食らったような顔になっていたが、ややあってからミロはくすりと笑う。

「でもさ、結局何だかんだ言って全部救ってしまうのがリューイなのよね」

　他の者から言われたら無責任に感じるそのセリフも、ミロから言われるとそんな風には感じなかった。しかしだからこそ、俺は首を横に振る。

「……いくらなんでも、それは買い被かぶりだろ？」

「そうかしら？」

　ミロはくすりと笑う。彼女からは何となく信頼を感じた。

　………。凄くいい雰囲気な気がするのだが、暗黒騎士の姿が全すべてを台無しにしていた。暗黒騎士にじっと見つめられても、ただ怖いだけだった……。

「ま、賢者ファーエルの予言なんて言っても眉まゆ唾つば物ものだけどね。何せ賢者ファーエルはどこの国からも異端者として扱われているし」

　ミロの言う通り、賢者ファーエルはどこの国からも詐さ欺ぎ師し扱いされており、その首には懸賞金すら懸けられている。理由は先の予言のせいだ。

　ファーエルは魔神の復活を促進させる一因になるとして、大陸各地にあるダンジョンの攻略を即刻中止すべきだと各国に訴えた。ダンジョンの最下層に魔神が封印されている可能性を示し唆さしたのだ。

　しかしダンジョンを抱える都市は『迷宮都市』と呼ばれるほどに潤うるおう。ダンジョン攻略のために多くの冒険者が集まり、ダンジョンからもたらされるレアなアイテムが多く流通するためだ。だから各国は賢者ファーエルの申し出を拒否した。

　さらに言えば実は魔神は既に三百年前に一度復活し、その時に討伐されている。

　それ故に『復活するも何も、もう魔神はいないだろ』というのが世の中の人々の認識であり、『賢者ファーエルは一体何を言ってるの？　頭おかしいの？』と思われているわけである。

　それでも賢者ファーエルは『魔神は複数存在する』という説を唱え、世界に危機を訴え続けている。

　だが、賢者ファーエルの主張には人を納得させるだけの根拠がなかった。

　それでいい加減、彼の存在が邪魔になった各国はこぞって彼を詐欺師として扱った、というわけだ。今では賢者ファーエルの名は地に落ちている。

　だけど俺は思う。

「もし賢者ファーエルの主張する通り魔神が複数体存在したとしても、案外大丈夫じゃないか？　三百年前に復活した魔神が国を一つ滅ぼしたことは有名な話だが……ミロ、お前だって国の一つくらいは滅ぼせるだろう？」

　そう。彼女の力なら魔神と同じことが可能だと思われた。

　しかしミロは首を捻ひねる。

「どうかしら？　小国なら一人でもいけるだろうけど、大国は無理だと思うわ。まあ、お強いリューイ様なら大国だろうが魔神だろうが余裕でしょうけどね！」

「ケッ」と言わんばかりに妬ねたみの入った言葉を投げつけられた。

　いや、彼女との戦いはあくまで不意を打てたから勝てただけなのだが……。

「……何やら物騒な話をしていますよぅ……」

　一方で、俺たちの会話にパティがぶるぶる震えていた。

　確かに国を滅ぼすやら滅ぼさないやらいう話は門前でするものではなかったな……。

　そう思っていると、パティはいきなり真顔になって俺に忠告してくる。

「でもリューイ君。一言だけ言っておきます」

　その顔はえらい真剣だったので、俺は少し狼狽うろたえた。

　そんな俺に構わず、パティは淡々と述べてくる。

「あなたも知っているでしょうが、三百年前に魔神が復活した時に国が一つ滅びただけで済んだのは、当時の『六大英雄職』の方々が魔神の侵攻を食い止めてくれたおかげです。彼らが力を合わせて魔神を倒してくれていなければ世界は滅びていたでしょう。しかもその六人の英雄は最終的に二人しか生き延びていません。それくらい魔神の力は絶大なんです。いくらリューイ君や暗黒騎士さんが強くても、あまり余裕ぶっていると……痛い目を見ますよ？」

　パティはまるで脅すように言ってきた。

　それにしても、あたかも魔神の強さを知っているかのような言い方じゃないか？

　訝いぶかしく思った俺は、眉を顰ひそめながらも彼女に問いかける。

「……パティ、随分と詳しいな？」

「え？」

　パティは一瞬狼狽えた顔をしたかと思うと、まるで誤魔化すようにこのように説明してくる。

「え、えへへ、全部アイスマリーちゃんの受け売りですけどね」

「アイスマリーの？」

　単なる受け売りにしては何か迫真めいたものを感じたが……。しかしパティは頷いて話を続ける。

「ええ。あの子は魔神や魔法大国ルーなどの伝説にやたらと詳しいんです。もしかしたら『魔神複数体説』のことも詳しく説明してくれるかもしれませんよ？　よかったら一度話を聞いてみたらどうですか？」

　パティはやたらと俺に魔神の話をしてくる。

　彼女の態度に少々違和感を覚えたが、興味を惹ひかれないと言ったらウソになるな。俺は結構そういう伝説話が好きだったりするのだ。

　しかし、アイスマリーか……。それってさっき立ちながら眠っていた子だろ……？

　今のところまったくどんな子か分からない。俺にとっては女の子に声を掛けるだけでも難易度が高いのに……。

　……まあいいや。ダメ元で話しかけてみるか。同じ門番の仲間としてアイスマリーと仲良くなっておきたいということもあるしね。あわよくばもっと親密な仲になれるかもしれないなんて下心を持つのは童貞の悪いところ。

　取りあえずそのように決心したところで夕方に差し掛かり、町に向かってくる旅人たちの姿がちらほら見え始めた。

　本当はミロとパティの仲を取り持ちたかったけど、それは後にするしかなさそうだな。

　そしてその後すぐに北門に人が来始めたのだが──

　案の定、暗黒騎士のせいでたくさんの悲鳴が上がりました。





　　　　＊＊＊＊＊






「はぁ……かつてないほど疲れました」

　仕事が終わった時、パティは心底疲れた様子でそう言った。まあ、気持ちは分かる。確かに大変だったからな……。

　その理由は、暗黒騎士が様々な混こん沌とんをもたらしたからだ。

　まず、北門にやってきた者たちは、暗黒騎士のせいで誰だれも一向に門に近付こうとしなかった。

　挙げ句に、反対側の南門に回ろうとしたのだろう、逃げ出し始める者も出る始末。

　すると憤ふん慨がいした暗黒騎士が目にも留まらぬ速度でそいつらの前に回り込み、恐怖のあまり泣き出す者たちを無理矢理に北門に並ばせたのだ。

　その様はまるで地獄に並ぶ亡者たちの如ごとし……。

　あまりの騒ぎに騎士たちが駆け付ける事態となったのだが、結局騎士たちも暗黒騎士に恐れ戦おののいて許しを請い始めるという果てしないカオス……。

　加えてその後、仕事の交代でやって来たドワーフのスノートラとエルフのアリエルが暗黒騎士と一触即発の状態となり、ガチの戦闘直前までいったという……。

　そんなわけで、事態の鎮静化を図るためのパティの労力は甚大なものだったのである。

　彼女に「お疲れさま」と労ねぎらいたかった。

　ただ、そう思っていたのは俺だけではなかったようで、ミロがパティの方へ重々しく一歩踏み出す。ズシャッ──

「すまない。迷惑をかけたと思う」

「いいいいいいいいえいえいえいえ、とととんでもありません！　だから殺さないで下さいいいいいい！」

「………」

　多分ミロは本気で謝罪したのだろうが、パティはまた恐れ戦きひれ伏してしまった。

　心なしかミロの放つ闇のオーラがしょんぼりしていた。

　せっかくミロとパティが仲良くなるチャンスだったのに、やはり決定的にミロの外見に問題があるな……。

　その後、パティはさりげなく俺の側に避難して来ると、

「そ、それでは仕事も終わりましたし、宿舎の中へ戻りましょう……って、あれ？　そう言えば暗黒騎士さんをこのまま宿舎に入れても良いのでしょうか？」

　パティは俺にだけ聞こえるように訊いてきた。

「門番長はそのつもりだと思うぞ」

「で、でも、リューイ君以外の男の人を入れるのは、さすがに抵抗があるのですが……」

　俺だったらいいのか？

　いや、それよりもまず、

「あの暗黒騎士は女だぞ」

「え……ええええええええええ!?　あれの中身、女の人なんですかっ!?」

　パティは仰のけ反ぞるほど驚いていた。

　すると案の定、暗黒騎士が一歩踏み出す──

　ズシャッ！

「何か問題でも？」

「まっっっっっっっっったく問題ございません!!　どうぞよしなにお願い申し上げまするううううううううう!!」

　パティは意味不明な言葉をのたまって、またひれ伏してしまった。

　……おい、ミロ。パティの反応が面白いからといって、お前ちょっと楽しみ始めているだろう？

　その証拠に、ミロの出す黒いオーラは楽しそうに揺らめいていた。
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　仕事を終えた俺とミロ、そしてパティの三人は門番用宿舎の方に向かう途中、門の側そばにある詰所の脇わきを通った。しかしその詰所には現在、誰だれの姿もない。

　本来なら兵士たちが詰めていなければならないはずなのだが、今は使われていないのだとか。その理由はこの北門のメンバーたちが兵士たちと折り合いが悪いせいだ。

　兵士たちは女だけの北門の門番メンバーに何かとちょっかいをかけてきていたらしく、それに対してレイラ始め北門メンバーズがお灸きゆうをすえたところ、そこから一気に仲が悪化したとパティは説明してくれた。

　そんなわけで何か問題が起きた時、本来なら兵士を呼ぶような事態になっても、兵士たちは一切応じることがなくなり、また北門のメンバーたちも兵士を呼ぶ気すらなく、彼女たちだけで事を収めなければならなくなったという。

　……彼女たちらしいと言えば彼女たちらしいが、しかしながらこの領地の兵士たちの質はあまりよくなさそうだな……。

　詰所を通り過ぎた俺たちは、そのすぐ側に建っている門番用宿舎の中へと入って行く。

　門番用宿舎はもっと大人数を想定して建てられたのか、中々に広い。裏庭には修練場があるし、建物の中にも個室の他に、共同で使えるスペースがいくつかある。

　その中の一つに食堂があった。食堂は宿舎に入ってすぐの場所にあり、時間の空いている者がなるべく食堂に詰めて、何かあったらすぐに飛び出せるようにしているらしい。

　食堂内も広く、二十人以上入ってもまだ余裕がありそう。一番奥に大きな厨ちゆう房ぼうがあり、手前に長いテーブルが三列並ぶようにして置いてある。

　そしてその中央のテーブルの一角に本が山積みになった所があり、本に埋もれるようにして一人の少女が机に突っ伏して眠っていた。

　その空色の髪からして、彼女がアイスマリーだろう。

　しかし、この子ずっと眠ってるな……。

　俺たちは魔神の話を聞くためにやってきたのだが、眠っているところに声を掛けるのは憚はばかられるのでどうしたものかと思っていると、そこにもう一人の朝番──リーンがポニーテールを揺らしながら食堂に入って来た。

「パティちゃん、リューイ君、お疲れ様……って、ひぃ!?　な、なんなのその黒い人!?」

　リーンは暗黒騎士を見るなり驚きで固まってしまった。

　そんな彼女に対し、一応パティが説明してくれる。

「こ、こちらは暗黒騎士さんです……」

「見たまんまの紹介じゃん!?　どういう経緯か知らないけど、よく受け入れたね!?」

「リ、リーンさん、あまり刺激するようなことは言わないで下さい!?」

　パティが慌ててシーッと人差し指を口元に立てる。

　もはやミロは完全に危険人物扱いだった。

　そして恒例の──ズシャッ！

「よろしく頼む」

「怖っ!?　挨あい拶さつだけで威圧感がハンパないんだけどっ!?」

　リーンは基本的に人見知りしなそうなタイプだが、さすがの彼女もドン引きしていた。

「あ、あたし急用思い出しちゃった。あ、あはは、それじゃあね～」

　リーンはあっさりと逃亡してしまう。

　彼女のポニーテールが見えなくなってからすぐに、今度はレイラが食堂に入ってきた。

「リーンの奴やつが慌てて走って行ったがどうしたんだ……って、ああ（ミロ様のせいか）」

　レイラはどうやら何が起きたか悟ったようだが、そこは元主人を慮おもんぱかってか、最後の方は小声だった。

「今日の食事当番はあいつだろう？　……チッ、仕方ない、ミロ様が安全だって説明して連れ戻しに行くか……」

　そう言ってレイラもすぐに食堂から出て行ってしまう。

　………。後には気まずい空気だけが残っていた。

　俺とパティが暗黒騎士を挟みながら互いに「お前が慰なぐさめろよ」という意味を込めて視線を交わしていると、アイスマリーがもぞもぞと動き出した。どうやら騒がしかったせいで起きたらしい。

　空色のショートボブの髪を揺らしながらのそのそと起き上がったアイスマリーは、しばらくボーっとした後、その目を俺の方へと向けた。

　それからじっと俺のことを見つめてくる。

　俺が若干の居心地の悪さを感じていると、ややあってから彼女は俺に向かって言い放った。

「あなた……何でいるの？」

　……いちゃダメですか。ちなみに童貞は美少女の言うことは何でもネガティブにしか受け取れないように出来ているから取り扱い注意な。

　俺が何も答えられないでいると、アイスマリーはまたじっと俺のことを見てくる。

　そんな状態がしばらく続いていると、

「何を見つめ合っている！」

　ミロがキレた。パティがびっくりして飛び上がっている。

　アイスマリーはミロの方へと視線を移すと、暗黒騎士の姿を見た途端、いきなり攻撃魔法の呪じゆ文もんを唱え始めた。

「紅の王よ　炎の支配者よ　今──」

「ストオオオオオオオオップ!!」

　俺は机を回り込むと慌てて彼女の口を塞ふさいだ。うわぁ、唇くちびる柔らかい……とか考えている場合じゃねえ！　いきなり攻撃魔法を唱え出すとか危な過ぎだろ!?　しかも今の詠唱の走りは超ちよう殲せん滅めつ級きゆうの大魔法じゃねえか!?　町ごと消す気かこの子!?

　俺が驚きよう愕がくしていると、パティがアイスマリーを取り成してくれる。

「アイスマリーちゃん。こ、この暗黒騎士さんはこれからわたしたちの仲間となる方……らしいです……」

　パティが自信なさそうに説明する。

「そうなのですか？　申し訳ありません。私はてっきりどこかのダンジョンのラスボスが間違って出てきたのかと思いました」

　凄すごいこと言うなこの子……。でもあながち間違いでもないから困る。

「ところで私に何か用？」

　アイスマリーは再び俺に視線を移してきた。彼女の薄いグリーンの瞳ひとみがまっすぐ俺を捉とらえてくる。

「あ、ああ。君が魔神について詳しいと聞いて来たんだが……」

「……魔神の話に興味があるの？」

　アイスマリーの半開きの目がぴくりと動く。意外にも向こうの方が興味を持った感があった。

「ああ、そうだ。少し話を聞いてみたいと思ったんだ」

「そう……」

　そこでアイスマリーは居住まいを正すと、

「その前に……賢者ファーエルの予言についてどう思う？」

「ファーエルの予言？」

「そう」

　ファーエルの予言といったら、先程も言った『魔神王復活は目前である。生きとし生ける者は協力し合い、世界の中心ラーマにてこれを迎え撃たなければならない。さもなければ世界は滅びる』というものしかないだろう。

「今のところ何も判断できない。だからこそ君の話を聞きたいと思ったんだ」

「そう……やはりあなたは根っから否定をしないのね」

　心なしかアイスマリーは嬉うれしそうに見えた。

　……あんな答えで満足してくれたのだろうか？

「分かった。魔神の話をしてもいい」

「本当か？」

「でも、その前に……」

　アイスマリーは立ち上がると、自分が座っていた席を示して言ってくる。

「ここに座って」

　そのことにどのような意味があるのかは分からないが、俺は言われた通りにアイスマリーの座っていた席に腰を下ろした。

　すると、驚いたことにアイスマリーは俺の上に乗ってきたではないか。その状態はいわゆる『抱っこ』というやつである。

　え、なんでこの子いきなり俺の膝ひざに座ってくるの……？

「「なっ……!?」」

　一方でミロとパティから同時に声が上がっていた。愕がく然ぜんとした様子で俺の膝の上に座っているアイスマリーのことを睨にらんでいる。

　しかし俺は彼女たちのことを慮る余裕はなかった。膝に感じる柔らかな感触と、近くから漂ただよってくる女の子の香りに全すべての神経が持っていかれている。

「ぐー」

　そんな中、俺の胸元から寝息が聞こえてくる。気付けばアイスマリーが即行で眠っていた。

　そしてパティがいつもの微笑を浮かべ、ミロがどす黒いオーラを発している。

　……なんだこのカオスな状況は……？

　と、とにかくアイスマリーを起こさねば。

「お、おい……」

　彼女の耳元で声を掛けると、アイスマリーの肩がびくりと震える。

「はっ？　あまりの心地良さに、つい……」

　……だからって初対面の人の膝の上で寝るかよ普通？

「……取りあえず膝から降りてくれるか？」

「抱っこしてくれないと魔神の話はしない」

　そう言ってアイスマリーは頑として俺の膝からどこうとはしない。

　……本当に何なのこの子？

「じー」

　めちゃくちゃ至近距離から見つめられている。

「わ、分かったよ……」

　結局俺はそのように答えるしかなかった。

「どこまで話した？」
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「まだ何も話していないだろう……」

　頼む、いい加減にしてくれ……。こっちはパティとミロの視線のせいで居心地悪いんだ……。

　しかし俺のうんざり加減が伝わったのか、アイスマリーは真ま面じ目めな顔になって語り出す。

「分かった。じゃあ最初から話す。まず大前提で言っておきたいことは、魔神は複数体存在するのはほぼ間違いない。このラーマだけでも魔神は何体か眠っていると思われる」

　……いきなりだな。

「……なんでそんなことが分かるんだ？」

「私は大陸全土を回ったけど、龍りゆう脈みやくの活動が異常な地点が多数ある。その中でもラーマは特別に異常」

「龍脈……」

「そう、龍脈。あなたは知っている？」

「ああ」

　龍脈とは地中を流れる気のルートのことだ。魔法を使うためのマナの発生にも龍脈が関かかわっていると見られている。それを言うと、

「……驚いた。あなたは知識もある」

　……何だか妙な言い回しだな。

　まあいい、今は魔神の話だ。

「それで龍脈の活動が異常とはどういうことだ？」

「私の見立てでは、魔神はこの大陸の龍脈を利用して封印されている。三百年前に復活した魔神が眠っていたとされるダンジョンには、近くを通る龍脈が無理矢理に絡みつくようになっていた。それはあからさまに人為的に魔術を行使した痕あと……。そして、それと似たような箇所が大陸の各地にいくつもある」

　……なるほどな。一応、話の筋は通っている。

　俺は実際に各地の龍脈を調べたわけではないので、現時点でアイスマリーの話が真実かどうかは判断できない。が、もし本当だったとしたら、彼女がファーエルの予言を支持するのも分かるというものだった。

「さらに言えば、各地の封印からは六柱神の力が検出された。つまり、魔神たちを封印したのは神たちである可能性が高い。最古の文献の一部にもそれっぽい記述があった」

　その説明に対し、驚きの声を上げたのはミロだった。

「ちょっと待て。最古の文献って古代文字で書いてあるはずだろう？　……まさか貴様、古代文字を解読したと言うのか!?」

「ええ、解読しました」

　敬語に戻って答えるアイスマリー。……暗黒騎士のあの顔面に向かってよく平然と答えられるな……。

「この世界にある古代語は特定の周波の魔力を通さなければ読めない仕組みになっていた。だから今まで誰も翻ほん訳やくすることが出来なかった」

　アイスマリーは再び俺の方へと語り掛けてくるが……何でこの子、俺にだけタメ口なの？

　……しかし色々と驚きだった。先程の『神が魔神の封印に関わっていた』という話もそうだが、この長い歴史の中で誰も解けなかった古代文字の謎なぞを解いてしまうとは……。

　……アイスマリー、彼女は一体何者だ？　もし本当に古代文字を翻訳出来るようになっているのであれば、彼女の名前は永遠に歴史に刻まれることだろう。

　彼女がやったことは、それほどの偉業だった。

「取りあえず色々と驚きだが……。しかし、君が賢者ファーエルの予言を支持する理由は分かったよ」

「支持するも何も、賢者ファーエルは私」

「は？」

　俺は耳を疑う。

「……何だって？」

「賢者ファーエルは私」

　胸の中から俺の顔を見上げてくる少女はそのように主張してくる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。賢者ファーエルと言ったら、それこそ賢者の風格が漂う老ろう翁おうだったはずだ。断じて君のような可愛かわいらしい少女がファーエルのはずがない」

「……可愛らしい」

「……聞いてる？」

　何やらはにかんでいるので一応ツッコんでおく。

「賢者の風格が漂う老翁って、これのこと？」

　アイスマリーはそう言うと呪文を唱え始める。

「天を欺あざむく偽りの雲よ　今我に仮かり初そめの姿を与えよ　ディスガイズ」

　アイスマリーが魔法を唱え終えると、途端に彼女が煙に包まれる。ちなみに俺も煙に巻き込まれているので煙い……。

　煙が晴れると、俺は彼女に驚かされることになる。

　いや、既に彼女ではなくなっていた。

「フォフォフォ、わしこそが賢者ファーエルである」

　先程まで少女だったはずのアイスマリーは、白髪の老人の姿に変わっていた。

「まさか……本当に賢者ファーエルなのか？」

「フォフォフォ、だからそう言っておるじゃろう？」

　ファーエルはこちらに振り返り白いひげを揺らして笑うが、小柄なアイスマリーと違って賢者ファーエルは大きいのでむさ苦しい……。

　俺の膝の上に、そこそこガタイの良いお爺じいさんが乗っている状況だからね……。

　そうか、これがお爺さんのお尻の感触か……。

「……あの、取りあえず俺の膝から降りてくれる？」

「ちょ、ちょっと待つがよい」

　俺がそう言うと、ファーエルは慌てたように呪文を唱え始める。それは先程とは対になる変身解除の呪文だった。再び白い煙に包まれたファーエルは、アイスマリーの姿に戻っていた。

「今のお爺さんの姿は仮の姿。こっちが本当の姿」

　……なるほど。

「それにしても、そんなにあっさり正体を明かしていいのか？　『賢者ファーエル』は色んな国から追われているはずだろう？」

「いい。門番長が見込んだ人なら大丈夫。あなたを信用する」

　……レイラは随分とみんなに信頼されているんだな。どうやらミロも同じことを思ったようで、心なしか彼女の闇やみのオーラは嬉しそうだった。

「それと……私のこの説を真っ向から否定しなかったのは、グルニア王国のリューイ・ネルフィスだけだった」

　アイスマリーは俺のことを見ながら言ってくる。

　……実は賢者ファーエルがグルニアを訪れてナパール王と面会した際、たまたま俺もその場にいたのだ。つまり俺はその時に彼女と会っていたことになる。

　ちなみにファーエルの意見を鼻で笑うナパール王をどうかと思って横から口出ししたのだが、そのせいで俺は余計にナパール王から疎うとまれることになった……。

　恐らくアイスマリーはその時のことを言っているのだろうけど……どう見ても彼女の目は俺の正体に気付いていた。俺が内心で冷や汗を垂らしていると、さっきのアイスマリーのセリフに対してパティが嬉しそうに叫び出す。

「さすがわたしのリューイ様です！」

　だからお前のではない。

「リューイ、後で話がある……」

　ミロはパティの「わたしのリューイ様」というセリフを聞いた瞬間、ビクッと体を震わせた。その言葉に相当キレているっぽい。

　……取りあえず闇のオーラを鎮しずめろ。

「ちなみに私はリューイ・ネルフィスの顔をよく憶おぼえている」

　じーっと俺の顔を見てくるアイスマリー。

　……頼むから余計なことは言ってくれるなよ？

　しかし、そんなセリフをパティが見逃すはずがなかった。

「リュ、リューイ様はどのようなお顔をされていましたか!?」

「意外とカッコいい」

　……だからこっちを見ながら答えるのはやめてくれる？

　それとパティに対する『リューイ・ネルフィス』の期待値を上げるのも勘弁してくれ……。

　あとお世辞でもありがとう。

「私があなたを信頼する理由が少しは分かった？」

　間近からじっと見つめてくるアイスマリーに狼狽うろたえながらも、俺は答える。

「……分からないでもないけど、たったそれだけのことで……」

「たったそれだけ？　ううん。私にとってはそれだけで十分。ずっと否定され続けてきた私にとって、あの時どれだけ嬉しかったか分かる？」

　アイスマリーは至近距離からまたジーッと見つめてくる。

　………。まあ……実のところ、その気持ちは分からないでもなかった。

　何な故ぜなら、俺もずっと『一人』だったからだ……。

　……いや、とにかく今は魔神の話だ。

「アイスマリー。君が賢者ファーエルであることは分かった。これからは君を魔神伝説の第一人者として話を聞いていきたい。……それで真っ先に訊たずねたいことがあるんだが、肝心の魔神とは一体何者なんだ？」

　アイスマリーは居住まいを正すと、再び説明をしてくれる。

「文献に、魔神たちは遙はるか昔、方はこ舟ぶねに乗ってこの世界にやって来たという記述がある。それ以外は分からない」

「そうか……」

「それと、大陸の各地を回って龍脈を調べた結果……魔神たちの封印は既に解けかかっているという考えに辿たどり着ついた。あとは何かキッカケがあれば魔神は復活すると思われる」

「そのキッカケとは何だ？」

「……あくまで私の見解を述べることしか出来ない……」

「それでいい。君の意見を聞かせて欲しい」

　俺がそう言うと、アイスマリーは一瞬だけ嬉しそうな顔を見せた後、再び語り始める。

「さっき魔神の封印は六柱神によって成されたと話したと思う。そして、その封印を解くには『六柱神の血』が必要」

「……六柱神の血、だって？」

「厳密に言えば『六柱神の魂が宿った者の血』」

「そんなもので……」

　俺は驚いた。

「普通だったらそんな簡単に封印は解けない。しかし何かの原因で魔神の封印は現在かなり弱まっている。そうなると何らかの形で魔神側から封印を解くよう働きかけが行われる可能性がある」

「つまり、どんな形かは分からないが、魔神自身が『六柱神の血』を手に入れようとするかもしれない、ということか……」

「そういうこと。やはりあなたとは話が合う。余計な説明も不要」

　会話が途絶えなかったことが嬉しかったのか、アイスマリーが初めて笑った。

　しかしさすがに話に付いて来られなくなったのだろう、ミロが憤ふん慨がいしたように叫び出す。

「何二人だけで納得している！　我にも分わかり易やすく説明しろ！」

　ドガゴーンッ！

　ミロが拳こぶしを打ち付けたせいで机が破壊された。

　……おい、力加減。

　パティなんてびっくりしてマジ泣き寸前じゃないか。

　だが、そんなことにはお構いなくミロは激げき昂こうしたまま訊きいてくる。

「そもそも『六柱神の魂が宿った者』とは何だ!?」

「実は一部の学者たちの間では、六柱神の魂がこの世界で輪りん廻ね転てん生せいしているという説があるんだ。アイスマリーが話していることはその説が前提になっている」

「ふ、ふーん……」

　納得いったのか、意外と大人しく引き下がってくれた。

　……まあいいや。話を続けよう。

「ちなみに『六柱神の魂が宿っている者』とは、具体的に特定できるのか？」

　俺が訊くと、アイスマリーはこくりと頷うなずく。

「六柱神の聖遺物を使った特殊な魔術で特定可能」

「……六柱神の聖遺物か。そう簡単に手に入る代物じゃなさそうだな……」

「その通り。入手困難……」

　六柱神の聖遺物なんて激レアクラスのアイテムだ。

「それで、魔神の目的は分かっているのか？」

「……これも確定的なことは言えない」

「君の見解でいい」

「……全ては分からない。でも、魔神たちは遙か昔、神の国を目指したという記述が残されていた」

「……神の国だって？」

　その単語を聞いて俺はハッとする。

　あの時──俺が門番に転職した時に聞こえてきた謎の声はこのように言っていた。「魔神を神の国に入れてはならぬ　神の門を通してはならぬ」と。

　今まさにアイスマリーが述べたことにリンクしている。

　そうなるとまさか……。

「アイスマリー……俺をここに呼んだのは君なのか？」

　俺が訊いてみると、しかしアイスマリーは目の前で呆あつ気けに取られた顔をする。

「……私はあなたを呼んだりしていない。あなたは気付いたらここにいた」

　……どうやら違うらしい。そうなるとあの謎の声は一体……。

　俺はさらに訊いてみる。

「ちなみに神の国とはどんなところか分かっているのか？」

「神の国とはその名の通り神が住まうとされている楽園のこと」

「楽園？」

「何の苦しみも悲しみもない、楽しさと喜びだけが続く世界……それが楽園」

　……なんだそれ？　そんな世界が本当に存在するのか？

「その楽園には神に認められた者だけが住むことを許される……という記述がある。これ以上のことはまだ調査中」

　……何の苦しみも悲しみもない楽園なのに、神が認めた者しか住めないの？　なんか矛盾しているような……。

　しかし神の国についてはこれ以上訊いても現段階では何も分からなそうだな。

　そうなると次に気になるのは──

「アイスマリー。君は神の門というのを知っているか？」

　俺がそのような質問をすると、アイスマリーは驚いた顔をしながらも答えてくれる。

「神の門とは神の国を守っている門のこと。神の国に入るにはその神の門を通るしかない。そしてその神の門は魔神たちが神の国に入るために破壊したがっている門のこと。これは古文書の中でもほんの一節にしか出てこない。……どうしてあなたが神の門のことを知っている？」

　彼女の目は疑義に満ちていた。

「あなた……何を知っている？」

「いや、何を知っていると言われても……」

　何も知らないんだよ。だから困っているんだよ。

　俺がどう説明したものか悩んでいると、その戸惑いが伝わったのか、

「……分かった、今は聞かない。話せる時に話してくれればいい」

　アイスマリーは大人しく引き下がってくれた。ふぅ、助かった……。頭の中に声が降って来たとか説明したら頭のおかしい人だと思われそうだからな……。

　しかしあの謎の声は「神の門番としての責務を果たせ」とも言っていた。今のこの流れからいくと、神の門番とは俺のことで、俺が魔神から神の国を守れということなのか……？

　アイスマリーは説明を続けてくる。

「魔神の目的の件でもう一つ挙げると、三百年前に復活した魔神は、このラーマを目指していたのではないかと思われる」

「ここを……？」

　アイスマリーはこくりと頷く。

「三百年前に復活した魔神は大陸東のゴア王国を滅ぼした後、西に移動したとある。ゴア王国の西には……このラーマ男だん爵しやく領りようがある」

「………。それで、このラーマ領には一体何があるんだ？」

「遙か昔、天空から全世界を支配したとされる『方舟』がこのラーマ領に眠っていると思われる」

「……先程もその名前が出てきたが、方舟とは一体何だ？」

「詳しくは分からない。でも、恐らくとんでもない力を秘めた何か……」

「……それで、その方舟が魔神たちの目的なのか？」

「……一応、方舟で神の国へと旅立とうとしているのではないか、という仮説を立てることは出来る。しかし確かではない。そして、古文書には魔神はこの世界を滅ぼそうとしたとあったけど、神の国に行くことと世界を滅ぼすことがどう繋つながっているのかも今のところ説明出来ない……。でも、このラーマ領が魔神にとって何か特別な地であることは確か。だからこそ賢者ファーエルの姿でラーマにて魔神を迎え撃つように訴えた」

　そういうことか……。

　しかし、どうやらアイスマリーもそれ以上詳しいことは分からないようだ。

　そのように思っていると、アイスマリーがすぐ間近から真剣な顔をこちらに向けてくる。

「最後に大事なことを伝えなければならない」

「なんだ？」

「現在、最も封印が弱まっている箇所は、このラーマ領のどこか」

「……え？」

「その封印にはマーサ神の力を感じる。だからその封印を破るには『マーサ神の魂を宿した者の血』が必要ということになる」

「あ、ああ」

「私は既に『マーサ神の魂を宿した者』を特定した。そして、あなたも知っての通り、マーサ神の信仰が最も篤あつい地域はグルニア」

「………」

　……おい。嫌な予感しかしないよ……。

「……それで？　マーサ神の魂を色濃く受け継いだ者とは誰だ？」

「私の見立てでは──」

　アイスマリーの小さな口は、容よう赦しやなくその者の名を紡つむぐ。

　俺の嫌な予感は当たっていた。

「ナパール・グルニア王」
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　翌日。

　俺は門の前に立ちながら、少し憂ゆう鬱うつな気分になっていた。軽い気持ちで魔神の話を聞いたつもりだったのだが、まさかここまで魔神の信しん憑ぴよう性せいが増すことになろうとは思いもしなかった。

　しかも復活の危険性が一番高いところはこのラーマ領だという。

　これでは安心して門番の仕事が出来ないではないか……。

　ちなみに魔神が封印されている場所はまだ特定されていない。

　アイスマリーが言うには、魔神が封印されたダンジョンさえ発見されなければ、取りあえず魔神が復活することはないだろうとのことだった。

　それと魔神復活のための『マーサ神の魂を宿した者の血』は新鮮でなければ意味がないらしいので、一応はナパール王がこの地まで直接やって来ない限りは大丈夫ということになる。

　つまり魔神の復活には、最低でも『ナパール王の来訪』と『ダンジョンの発見』という二つの条件が重なる必要がある、というわけだ。

　──現段階ではそのどちらも可能性は極端に低い。

　だから今はまだそこまで心配する必要はないと言っていたが……。

　魔神が本当にいるかもしれないという事実だけで憂鬱だった。

　──だが、この女は違った。

「魔神と戦えるなんて、腕が鳴るわね！」

　ミロである。彼女が両手の手甲を勢いよく打ち合わせた拍子に衝撃波が発生した。

　パティが驚き過ぎて腰を抜かしているからやめて差し上げろ……。

「リューイ、どっちが先に魔神を倒すか勝負よ！」

　ズビシィッ、と、こちらを指差してくるが、

「……いや、俺は別に魔神なんかと戦いたくないんだけど……」

「へ？　ど、どういうことよ!!」

　ドンッ、と足を踏み鳴らしながら暗黒騎士が迫ってくる。怖い怖い……。

「何度も言うけど、俺は門番だぞ？　門番は門の前でまったりするのが仕事なんだからな？」

「違いますけど!?」

　パティが後ろから盛大にツッコんできた。暗黒騎士が怖くて近寄って来ない割には地獄耳である。

　俺は再び声を潜めてミロに話しかける。

「……大体、お前はナパール王のことを聞いても何とも思わなかったのか？」

「ナパール王？　来たら一発ぶん殴るだけよ」

　ミロの答えは実にあっけらかんとしたものだった。

「でも今は、ナパール王を殴るよりも魔神と戦う方が楽しそうだからね」

「……お前は昔から戦闘狂過ぎるだろ」

　俺はため息を吐つくしかなかった。

　しかし逆にミロは肩を竦すくめて言ってくる。

「あたしからしたら、それだけの才能を持っているのに、こんな所で燻くすぶっているリューイの方が信じられないわ」

「………」

　そんなこと言われてもなぁ。

　俺は昔から力など求めていなかった。俺が欲しかったものはずっと……。

　……まあ、確かに誰かを守るには力が必要であることはこの間、Ｂ級冒険者たちと戦ったことで身に染みたが……。しかし、それ以上に──

「確かに強さも時には必要だと思うが、それよりも俺は友達が欲しいんだ。その友達を守るための力なら是が非でも求めるけど、それにしてもまずは友達を作らないとな。目指せ友達百人だ」

　そんな風に言うと、ミロから呆気に取られたような雰囲気が伝わってくる。

　そしてややあってから、鉄仮面の奥から苦笑する声が聞こえてきた。

「……あんたって、本当に変わってるわよね」

　……いや、全身黒ずくめのお前には言われたくないんだけど……。その言葉が喉のどまで出かかったが何とか堪こらえる。だって殴られたくないし……。

　しかし後ろからも、

「本当ですね」

　パティのくすりと笑う声が聞こえてくる。

　俺は憮ぶ然ぜんとするしかなかった。




　やがて辺りが茜あかね色いろに染まり始め、忙しい時間帯になる。

　相変わらず暗黒騎士が混こん沌とんをもたらしているが、パティの頑張りでどうにか人を捌さばいていた。

　俺は出来得る範囲で仕事を手伝いながら、あることに気付く。

　昨日から不思議に思っていたのだが、旅人たちに混じってスコップやらツルハシやらを持った者たちがやたらと帰ってくるのだ。

　この町には鉱山資源はないはずなので、彼らの存在はとても不自然に映った。

　──一体彼らは何だ？

　するとそんな疑問が俺の顔に出ていたのか、パティがテキパキ仕事をこなしながらも説明してくれる。

「新しい鉱山が発掘されるかもしれないとかで、太守の命令で山を掘っているらしいですよ？」

「へー、新しい鉱山を」

　新しい鉱山が見つかればこの町も潤うるおうことだろう。あまり有名な町になってもらうのも困るが、自分が門番をやる町が発展するのは素直に嬉しかった。

　──しかし俺はこの時もう少し慎重に意味を考えるべきだったのである。

　しばらくして入ってきたのは、新しい鉱山ではなく、新しいダンジョンが発見されたという報しらせだった。
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　ダンジョンが発見された翌日は、町の中は新ダンジョンの話題で持ちきりだった。

　町全体で沸わき上あがっている感じである。

　それは無理のないことかもしれない。この町にはこれまで目ぼしい産業が一つもなく、ずっと貧しかったのだから。

　既に冒険者たちの間では新ダンジョンの情報が広く伝でん播ぱしており、冒険者ギルドが賑にぎわうのも時間の問題だろうと言われている。

　しかし明るい話題で持ちきりの町とは裏腹に、俺の表情は固い。何故なら魔神復活のための条件の一つ──『ダンジョンの発見』がクリアされてしまったからだ。

　俺がそうやって門の前でやさぐれていると、

「憂鬱」

　朝番上がりのアイスマリーが俺に絡んで来た。

　彼女は杖つえに寄りかかりながら半分目が閉じており、いつ眠ってもおかしくない状態だ。本当に器用だな……。

「こんなに都合よくダンジョンが見つかるはずがない。もしかしたら魔神が何らかの形で太守を誘導した可能性がある」

　考えたくはないが確かにアイスマリーの言う通りかもしれない……。

　そもそもこのラーマ領は荒野の中にぽつんとある町で、周りには何の資源もないことで有名だ。山も禿はげ渡わたっており、資源はおろか木の一本も生えていない。

　そこにふっと湧わき出でた新鉱山の話──

　それに付近の山はかなり広く、ピンポイントでダンジョンを発見するなど、どう考えてもおかしい。鉱山を掘りに行くと聞いた時点で怪しむべきだった。

　あの時は心のどこかでまだ魔神複数体説を疑っていたのかもしれない。

　俺が反省していると、アイスマリーが眠たそうな瞳で淡々と言ってくる。

「見つかってしまったものは仕方ない。後はグルニアのナパール王をダンジョンに入らせないようにするしかない」

　……まあ、それしかないか。

　俺が心の中で彼女の意見に賛同していると、

「ちなみにナパール王がこのラーマ男爵領にやってくる可能性をどう見る？」

　アイスマリーの質問に、俺は顎あごに手をやりながら答える。

「普通に考えれば、その可能性は低いだろうな。まず、ナパール王が単身でこのラーマ男爵領にやってくる理由は何もない」

「良かった。同じ考え」

「……しかし」

「しかし？」

「軍を率いてダンジョンごとこのラーマ男爵領を占領しに来る可能性はゼロではない」

「………」

　俺のセリフにアイスマリーは少し考え込むと、

「その場合、ナパール王が自ら軍を率いることはある？」

　普通は配下の者たちに任せるだろうと言いたいのだろうが、

「ナパール王はあれで知勇に優れた名将だ。自ら軍を率いることもある」

「それでも……」

「ダンジョンが見つかったことでこのラーマ男爵領の価値は大きく上がった。そうなるとナパール王はこれを機にジェリド王国ごとラーマ男爵領を取り込もうとするかもしれない」

「………」

　ちなみにジェリド王国とはこのラーマ男爵領を支配している南の大国である。

「さっきも言った通り、普通に考えれば可能性は低いと思う。だが、もし仮にアイスマリーの言う通り魔神が何らかの形で動いているのであれば、その魔神は次にナパール王を動かすんじゃないか？」

「……！　あなたの言う通りかもしれない……」

　アイスマリーは初めて悔しそうな顔を見せた。

「……でも、封印で力が弱まっている魔神が、あんな遠く離れているグルニア王国にいるナパール王に何かできるとは思えない……」

「直接じゃなくても、間接的に動かす方法ならあるかもしれないだろ？」

「……！　それもあなたの言う通りかもしれない……」

　アイスマリーはしょぼんとしてしまった。あ、いや、そんな顔を見たかったわけではないんだけど……。そう思いつつも俺は言葉を続ける。

「今の俺たちに出来ることと言えば、魔神がどのような方法でナパール王を動かすかを考えることくらいだろうな。……しかし、もし既に魔神が動いているのなら、もうこの時点で遅い可能性もある。それでも今言った通り、現在やれることは対策を考えることくらいしかない」

「……それもまたあなたの言う通り……。もしかしたら魔神はずっと前から動いていたのかもしれない……」

　どんどん尻すぼみになっていくアイスマリーの声。俺は内心で慌てながらも彼女に訊いてみる。

「だ、だとしたらアイスマリー、君に何か心当たりはないのか？」

「……ない……」

　アイスマリーは遂ついに泣きそうな顔になってしまった。……何か俺がいじめているみたいになってきてるじゃないか……。

　つくづく女の子の扱いが下手だな俺と自分を責めながらも、どうしたものか頭を悩ませていると、後ろから声が掛かる。

「リューイ君、何をやっているのですか？　もう仕事は始まっていますよ？」

　声の方を振り返ればパティが門の内側からひょっこり顔を出していた。

「あ、ああ、悪い。今行く」

　今はまだ暇な時間帯のはずなんだけどな……。

　魔神の復活が迫っているのは分かっているはずなのに、アイスマリーとの会話を遮さえぎってきたパティに少々違和感を覚えながらも、だからと言って俺の本業は門番なので無視するわけにもいかない。

「そ、そんなわけでアイスマリー、悪いけど俺もう行かないと……」

　するとアイスマリーは頷きながら言ってくる。

「私は魔神の形跡が何かないか探してみる」

「ああ、頼む」

　それだけ言い合って俺たちは別れた。それで俺は門番の仕事へと向かうのだが……そこではたと気付いた。……そうだよ、俺は門番なんだよ。

　冷静に考えたら何で門番が魔神復活の心配なんかしなければならないのだ？　そういうのってさ、勇者とか聖騎士とかの仕事でしょうに……。使えない奴らだ……。

　とにかく今はナパール王が来ないことを祈るしかないか……。

　──しかしそんな願いも虚むなしく、しばらくしたある日のこと。

　ナパール王率いるグルニア十万の大軍が、このラーマに向けて出陣したという報せが入った。
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　グルニアの大軍勢が攻めてくるという噂うわさは瞬またたく間まに町中に広まった。

　おかげで町は大パニックだ。

　それはそうだろう。侵攻してくるグルニア軍十万の兵に対して、ラーマの駐在軍はたったの五百人しかいないのだから。

　まるで竜とスライムくらいの戦力差だ。

　ラーマは派遣貴族による自治的な制度を取っているものの、南の大国ジェリド王国に属している。だからジェリド王国本国からの援軍の話も出ているが、果たして間に合うものだろうか？

　それほど今回のグルニア軍の侵攻は電撃的であり、ジェリド王国にとっても予想できない事態だった。

　──一方、魔神の件についても深刻な状況といえる。何故なら魔神復活のための二つ目の条件、『マーサ神の魂を宿す者』と思われるナパール王がこちらに向かってきているという事実だ。

　門番の仕事が終わった後、脱いだ鎧を倉庫に置いてから食堂に入ると、アイスマリーが早速話しかけてくる。

「……あなたの言う通り、本当に攻めてきた」

「……だな」

「でも、思った以上に早い」

「それは俺も感じた」

　そう、確かにグルニア軍の行動が些いささか早い気がする。

　アイスマリーが向かいの椅い子すから立ち上がり、こちらに回り込みながら言ってくる。

「魔神を少し甘く見ていたかもしれない。どう考えても一連の流れは魔神の仕し業わざとしか思えない」

　……おい。話をしながらさりげなく俺の膝ひざの上に乗ってこようとするんじゃないよ。

　俺は彼女を押し返しながら、

「今回のグルニアの侵攻も魔神の仕業だと思うか？」

　ぐいぐい。

「そう考えるのが自然」

　ぐいぐい。

「だとしたら魔神はどのような手段を使ったと思う？」

　ぐいぐい。

「前にも言った通り、封印された魔神の力はグルニア王国までは届かないと思う。だから、例えば人を操ったと考えると、可能になる」

　ぐいぐい。

「人を？」

　ぐいぐい。

「そう。しかし人を操るにしても効果範囲はラーマ領に限られると思う。けれども、仮に洗脳という形なら可能だと思われる」

「その洗脳された人間がナパール王をそそのかしたとでも言うのか？」

「そう」

「だけど、少なくとも俺がいた時はそんな怪しい人物はいなかったぞ。このタイミングで攻めてくるとしたら、大分前からナパール王に接触していないと無理だろう」

「では、あなたやグルニアの将兵にすら気付かれずにナパール王に接触出来るような人物だったとしたら？」

「そんなこと出来る人物なんて……」

　そこまで言いかけて俺は口を噤つぐんだ。一人だけそれが出来るかもしれない人物に心当たりがあったからだ。

　しかしだからと言って、この考えはあまりにも益やく体たいがなさ過ぎる。俺は頭を振ってすぐにその考えを頭から追い出した。

　ただ、アイスマリーが説明した『人を操ってナパール王に接触した』という説はかなり説得力がある。だが、先程も言った通り俺の知る限りでは怪しい人物はいなかった。

　だとしたら一体どのようにしてナパール王に接触したのだろうか……？　アイスマリーの言う通り、俺やグルニアの将兵にすら気付かれないようにしてナパール王に接触した人物がいるというのか……？

　俺が考え込んでいると、いつの間にかアイスマリーが俺の膝の間にすっぽりと収まっていた。こちらを見上げてくるその瞳は大変満足そうである。

　しまった。油断した……。そろそろ誰か来るんじゃないかな。こんなところを他の者たちに見られたら、また何て言われるか……。

　俺が焦燥に駆られていると、案の定、誰かがこの食堂に向かってくる足音が聞こえてくる。──が、その足音はどうも慌ただしい。

　何事かと思っていると、ポニーテールを揺らしながら食堂に入って来たのはリーンだった。

「大変大変！　太守がこの町を捨てて逃げ出したって、町中で大騒ぎになってるよ！　……って、こんな時に何いちゃついてるの!?」

　リーンはびっくり眼まなこを開いていた。……ほんとにな。俺もそう思う。

　アイスマリーをどかそうとしても、彼女は尻に力を入れて一向にどこうとしない。こいつ……。アイスマリーの何というドヤ顔よ。

　はぁ、もういいや。俺は諦あきらめて思考を再開する。

　リーンがもたらした情報は耳を疑うべきものだった。何故か羨うらやましそうな目を向けてくるリーンに詳細を聞いたところ、驚いたことに太守──ラーマ男爵はこの町に駐在している騎士や兵士を全て連れて町を出て行ってしまったという。

　……なんという男だろうか？　本来、民を守るべき立場にある者が真っ先に逃げ出したこともそうだが、町を守る兵力を全て連れて行ってしまったことにも呆あきれるしかない。

　──何はさておき状況は最悪。

　こうなってはナパール王にどうぞこのラーマ領に入ってくださいと言っているようなものだ。

　うーん、どうしたものかな……。

　そうやって頭を悩ませていると、食堂の外から複数の人間がやって来る気配がした。

　ややあってからこの食堂に入って来たのは、北門の残りのメンバーたち。

　彼女たちはどうやら門番長であるレイラに召集されたようだが──その足は食堂の入口のところでぴたりと止まる。

　皆の視線は全て、アイスマリーを抱っこしている俺に向いていた。

　その目のほとんどは真っ白だったという。




　レイラが食堂に全員を集めたのは、現状の確認とこれからの身の振り方を皆で考えるためだった。

　だから北門のメンバー八人全員がこの食堂に集合している状況なのだが──

　現在、何故か俺の膝の上にパティとミロの二人が乗っている。

　あれから『この非常事態にアイスマリーを愛めでていた（と思われていたらしい）俺』が一斉に非難を受け、弁解している内に気付いたらこうなっていた。

　……なんで？

　まあ百歩譲ゆずって右膝のパティはいいとしよう。

　しかし、左膝に乗っている暗黒騎士の姿はあまりにも異常。シュールだなんて次元はとっくに超えている。

　………。考えるのをやめる俺。

　こうなったらせっかくだから二人のお尻の感触でも楽しもう。でも左膝は固い金属の感触しかないので、俺は右膝にだけ神経を集中させることにした。

「さて、早速会議を始めたいと思う」

　さすがレイラ。ミロ様至上主義のせいか、この状況を完全に無視だ。

「前にアイスマリーが説明した通り、魔神の復活にはナパール王の血が必要と思われる。しかし皆も知っての通り、ナパール王自らがグルニア軍十万の兵を率いてこのラーマ領に迫っている。さらには太守のくそったれが防衛戦力を全て持ち逃げしたせいで、この町には騎士はおろか兵士だって一人もいない。これを念頭に置いたうえで、何か対策案があるものはいるか？」

　レイラの質問に対し、意見する者は誰もいなかった。普通はそうだろう。兵士の数は十万対ゼロ。具体的な対抗策が浮かぶ方がむしろおかしい。

　するとこの流れを汲くむようにしてアリエルが重々しく口を開いた。

「十万の兵と戦うとなると、いくら私やスノートラ、そしてアイスマリーがいたとしてもきついな」

「そうじゃのう」

　スノートラが頷いていた。さすがの彼女も前に見せたおちゃらけた様子はない。

　レイラも彼女たちに賛同するようにして、

「あたしも皆が危険にさらされるのはあまり賛成したくないねえ」

　レイラは皆を束ねる立場からそのように口にしたのかもしれないが、その口ぶりにはここにいる皆に対する優しさが含まれていた。しかし、

「でも、魔神が復活したらもっとどうしようもなくなります」

　アイスマリーのその一言で再び場は沈黙してしまう。

　結局また皆が黙考することになったのだが──そこで俺は発言することにする。

「ちょっといいか？」

　俺はそうやって切り出したが、膝の上にパティと暗黒騎士が乗っているせいで妙な雰囲気になってしまった。だけど俺は負けじと言葉を続ける。

「グルニア軍に勝つ方法がある」

　その俺のセリフを聞いて、皆の間にざわっとした雰囲気が伝播するが、真っ先にアリエルの怒ど鳴なり声が食堂内に響き渡る。

「そんなふざけた状態の奴に言われても何の説得力もないわ！」

　……それな。ふざけているのは俺ではないけど、今の俺が傍はた目めに見てかなり間抜けな姿であることは自覚しています。

　俺が再びパティのお尻の感触に現実逃避をし始めていると、レイラが口を挟んでくる。

「まあ、待ちなアリエル。……ボウヤ、今の話は本当かい？」

「あ、ああ、もちろんだ」

「……ボウヤなら理解していると思うが、相手は精兵と評されるグルニア軍十万だけではなく、Ｂ級クラスの将軍だってごろごろいるし、中にはＡ級クラス相当の将軍さえいる。そして宮廷魔術師団が数百人、さらにはマーサ教の神官が千人ほどという、それこそ目が眩くらむほどの戦力だよ。それでもあんたは勝てるっていうのかい？」

「勝てるな」

　俺が何の気負いもなく言い切ると、レイラのフッと笑った声がした。

「そうかい。ボウヤがそう言うなら間違いないね」

　……意外とレイラは俺のことを信頼してくれているんだな。そう思ってちょっと感動していたのだが、案の定アリエルが反対するような声を上げる。

「し、しかし！」

　だが、すぐにまたレイラがそれを止めてくれる。

「アリエル。ボウヤを信じるあたしを信じてくれないか？」

「う……」

　アリエルの言葉に詰まる声。

　どうやらここにいる者たちは本当に門番長には頭が上がらないらしい。

　そこでしばらく静観していたスノートラが楽しげに笑い出した。

「くくくっ！　十万の大軍を相手にまったく物もの怖おじすることもなく、勝てると言い切るか。面白いではないか。気に入った！　わしはボウヤに乗るぞい」

「スノートラ!?」

　相方に裏切られたことに驚いたのか、アリエルが叫んでいた。

「私も乗る」

「アイスマリーまで!?」

　アイスマリーも俺に賛同してくれた。

　次に、

「あたしも乗るよーっ」

「リーン！」

「その代わり、今度あたしも膝にも乗らせてもらうからねー」

　……それは勘弁しろ。ラーマよりも俺の膝の方が占領されてるじゃねえか。

　次にミロが俺の左膝の上でこちらに振り返って、

「もちろんあたしも乗るに決まってるでしょ。ナパール王に一発お見舞いしてやるわ！」

　さすがミロ。男前～。などと言ったら殴られそうだから言わないけれど。

　そして──パティが右膝の上でまっすぐと俺の目を見ていた。

「わたしはリューイ君のことを信じています。だって、パートナーですからね」

　……嬉しいことを言ってくれる。

　そこでまたアリエルの叫ぶ声が耳に入ってくる。

「暗黒騎士はどうでもいいとして、パティもか！」

　暗黒騎士はどうでもいいんだ？

　ただ、そこでようやく自分の分が悪いと思ったのか、アリエルの観念したような声が聞こえてきた。

「わ、分かったよ！　私も信じてやる！　だが、信頼を裏切るようなことがあれば、私自らの手で地獄に送ってやるから覚悟しておけ！」

　さすがエルフ。扱いにくいことこの上ないが、いざとなったら潔いさぎよい。

　だけど、これでようやく一つにまとまった雰囲気があった。先程の沈んだ空気は既にない。

　本来ならここは皆と一緒に頷き合いたいシーンだったが、膝に乗る二人が邪魔で出来なかった。本当にこいつら邪魔……。さっきから飲み物も取れないし。

　しかし何にせよ、これで俺の作戦を伝えることが出来る。

「それじゃあ、早速作戦会議に移りたいと思う。だけどその前に見てもらいたいものがあるんだ」

　俺はそう言って切り出した。

　……取りあえず目の前の二人をどかすところから始めないとな……。

　その後、俺は自分のスキルを皆に披ひ露ろうすることになった。
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　真っ暗闇の中、ホー、ホーと夜行性の肉食鳥の声が聞こえてくる。

　リューイたちが会議をした日の深夜──

　ラーマ領のとある路地裏、月の光すら入らない石の壁に囲まれた場所で、一人の少女が壁と向き合っていた。

　少女はフード付きのローブをすっぽりと被かぶっており、暗闇のせいもあってその顔を窺うかがい知しることは出来ない。

　その少女は何もないところに向かって語り掛ける。

「……あるじ様、準備が全て整いました……」

　するとそれに反応するようにして、少女の心の内に声が降ってくる。

「よくやりました、我が子ヨ。……クカカッ、これで後はグルニア王がこの地にやってくるのを待つばかりというわけですネ」

　それはゾッとするほど低くて暗い声だった。

　その暗き声は続けて少女の心の内に語り掛けてくる。

「それにしても見ましたカ、あの男の力ヲ」

「………」

　少女は何も答えない。暗き声は構わず話を続ける。

「素晴らしイ。あれこそ我らが求めていた力ですヨ」

「………」

「あの聖せい痕こん……あの男は間違いなく神の子でス。……神メ、保険をかけたつもりでしょうガ、その力を逆に我らが利用させてもらいましょウ、クカカッ！」

　その暗き声は極めて上機嫌といった感じで笑ったが、それを遮る形で少女が再び声を発する。

「……あるじ様、やはりわたしはあなた様を復活させることは出来ません……」

　暗き声は哄こう笑しようをぴたりと止める。

「……なんですっテ？」

　それは一転してゾッとするほど冷たい声だった。

「……今さら何を言っているのですカ？　そもそもアナタに選択権があるとでモ？」

「………」

　少女は顔を俯うつむかせたまま何も答えない。すると、

「……魔神と畏おそれられるワタシを復活させるのが怖いのですカ？」

「………」

「そんなにあの仲間たちが大事ですカ？」

「………」

「しかしどの道、このままではこの世界は滅びるのですヨ」

「………」

　そこで暗き声は一度ため息を吐いた後、先程よりもさらに冷たく暗い声で少女に語り掛けてくる。

「アナタがお世話になっているあの女性……確かレイラとか言いましたカ」

「……！」

　少女の様子があからさまに変わった。そんな彼女に向かって暗き声は、

「あの程度の者を呪のろい殺ころすくらいの力なラ、今のワタシにもありますヨ」

「や、やめて下さい……」

「どのように殺して欲しいですカ？　出来るだけ凄せい惨さんな死に方にしてあげましょウ」

「やめて下さいッ!!」

　少女は叫んだ。そして、

「……もう二度と逆らったりいたしませんから……」

　弱々しく答えた少女に、暗き声は満足そうに笑う。

「クカカッ、それでいいのでス。なあに、心配しないで下さイ。アナタのお仲間だけは助けてあげまス。親であるワタシを信じて下さイ」

「……はい」

「己の使命を忘れないで下さいネ？」

「……はい」

「クカカッ、ついに復活の時でス！」

　そこで暗き声は途絶えた。

　少女はしばらく俯いたままでいたが、やがて歩き出した。

　北門の方角へと向かって──
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　さらに十数日が過ぎた頃ころ──

　遂ついにグルニア軍十万の大軍勢がラーマ領の北側に姿を現した。

　無数に犇ひしめく兵の群れは、何か巨大な生き物が蠢うごめいているようにも見える。

　偵察したところ、その陣容は凄すさまじく、俺の知っているグルニアの名将のほとんどが従軍しており、その名将たちによって統率されている兵たちの配列には一分の隙すきも見当たらない。敵ながら見事な陣列である。

「なんとも壮観な光景じゃな。見渡す限り敵ばかりで地平線が見えんわい」

「軍勢の強さは何よりも数だ。それが目の前に広がっているこの光景というわけか」

　スノートラとアリエルはおどけるような仕草を見せてはいるが、その声音には紛まぎれもなく緊張を孕はらんでいた。

　それにリーン、パティ、アイスマリーの三人が続く。

「ね、ねえ？　あたし今になって足が竦すくんできちゃったんだけど……」

「奇遇ですねリーンさん。わ、わたしもです……」

「……これ、本当に勝てる？」

　リーンとパティは見るからに顔が真っ青で、さすがのアイスマリーもそわそわと落ち着きを失なくしている。彼女たちは完全に相手の軍容に呑のまれていた。

　無理もない。彼女たちはこれまで『軍』と戦う機会などなかっただろうからな。

　一方でレイラはくすりと笑うと、

「だらしないねえ。今さら慌てても仕方がないだろうに」

「レイラ、あんたは落ち着いているんだな？」

「そりゃあねえ。ボウヤとミロ様がいるだけであたしは心強いよ。むしろ二人が一緒に戦う姿を見られるなんて感無量なくらいさ」

　そう言うレイラに、ミロが闇やみのオーラを揺らめかせていた。

「……ところでレイラ？　どうしてリューイにしな垂れかかる必要があるのかしら？」

「あら、申し訳ありませんミロ様。何だかんだ言ってあたしも怖かったみたいで、つい」

「こ、この女……！」

　悪びれもせずのたまうレイラに、暗黒騎士の闇のオーラが一層激しく揺らめく。

　あの、これから戦争なのであまり無駄な体力は使わないで欲しいんだけど……。

　しかしミロは言うまでもなく、レイラも本当に大丈夫そうだな。

　それにしてもレイラはミロの反応を楽しんでいるような感じだが、この人本当にミロのことが好き過ぎでしょ……。

「とにかく、心配しなくても作戦通りにやれば大丈夫だから安心してくれ」

　俺は皆を落ち着かせるために声を掛けた。

　実際、事前に皆の力をある程度確認させてもらったのだが、彼女たちの力は俺の予想を遙はるかに上回っていた。

　あらためてこの北門メンバーは特殊な者たちの集まりであることを思い知らされたが、みんな似たような事情を抱えて門番長に匿かくまわれているせいか、俺たちの間にはお互いの素性を聞いたり言ったりすることを避ける空気がある。暗黙のルールというやつだ。

　だからお互いがお互いの力に驚きながらも、「何であんたそんなに強いの？」と一切誰だれも切り出せない妙な空気が流れていた……。お互い目め配くばせしては目を逸そらすということを繰り返していたからな……。

　……ま、まあ、この際正体などどうでもいいか。

　俺はもう一度グルニア軍の方へと視線を戻す。

　相変わらず目前の大軍は巨大な生き物のように、こちらの様子を窺うかがっている。

　しかしドラゴンを始めとする巨大生物を倒してきた俺にとって、大きさなど脅威に感じない。

　一人で戦ってきた時でさえそうだったのだ。頼もしい仲間たちがいる今、むしろ高揚さえ覚える。




　ちなみに既に降伏勧告の使者には丁重にお断りの返事を持たせてお帰りいただいている。

　勝手なことをするなと言うことなかれ。町の人々には事前に説明してある。と言っても半分は暗黒騎士が脅したようなものだったが……。

　……これ、勝たなきゃ俺たちが大罪人になっちゃうな……。

　い、いや、勝てる。勝てば官軍なのである。




　現在、ラーマ領の周りには『門』が大量に設置してある。もちろん俺が事前にクリエイトゲートスキルで作りまくった門だ。

　その門は町をぐるりと囲うようにして、どの方面にも設けた。それも町から見えないほど遙か遠くまで。

　恐らく警戒したのだろう、軍がここに姿を現すまでにいくつか門が破壊された感覚があったが、門を破壊することにあまり意味はないと判断したのか、途中からは門を破壊せずにここまでやって来たようだ。ただ、門が破壊された後かなり時間が経たってから現れたので、それなりに警戒しながら進軍したようではあるが……。

　しかし今も警戒しているのか、グルニア軍は一度進軍を止めている状況である。

　恐らく俺が予想するに、まずは先陣の部隊に様子見させるはずだ。ここで一気に攻め込むのも、いきなり軍を分けることも悪手だからな。

　そして予想通り、軍の一部──手前側の部隊が動き出した。罠わなを警戒して、ゆっくりとこちらに向かって進んでくる。

　途中にある門だけは器用に避けているが、それでも隊列が乱れることはない。

　兵たちの練度と将軍たちの統率力の高さを窺わせる業だった。

　十万の軍勢──このまま行けばそう遠くない内にラーマ領は呑みこまれる。蛇を前にしたカエルの如ごとく、あっという間に。一瞬で。

　今この戦場にいる者のほとんどがそれを疑っていない。




　しかしグルニア軍の先陣部隊がある程度進んだ時──突如として先陣部隊の中ほどを青い雷が襲う。

　その雷は広範囲に亘わたり、中央にいた兵士たちは雷に焼かれてばたばたと倒れていく。

　何が起きたか分からないグルニア軍の先陣部隊は、自然、その進軍が止まる。

　──すると次は別の地点で『風の精霊王ジン』が現れた。

　いきなり出現した青い肌の大男にどよめくグルニア軍の先陣部隊だったが、ジンは容よう赦しやなく暴風を引き起こし、兵士たちを竜巻に呑み込んでいく。

　だが、連続する異常事態に対処する間もなく、また別の地点で黒い衝撃波が発生し、今度は多くの兵士たちが宙に飛ばされていた。

　それらの魔法攻撃は不意に先陣部隊の中央地点から発生し、付近にいた数百の兵士たちを巻き込んだ。先陣部隊の中央から上がる悲鳴と正体不明の攻撃に、グルニア軍全体に大きな動揺が走る。

　何が何だか分からず、一瞬にして混乱状態に陥るグルニア軍の先陣部隊。

　よし、予定通り。

　次にスノートラ、アリエル、アイスマリー、ミロ、そして俺の五人は先陣部隊中央付近の門から飛び出した。

　そのまま未いまだ混乱から抜けきっていない先陣部隊へと攻撃を開始する。

　それぞれが武器を構え敵兵へと飛びかかり、アイスマリーは魔法を詠唱し始めた。

　ミロの大剣が豪快に敵兵を吹き飛ばし、アリエルの細剣が敵兵を切り刻み、スノートラの巨大槌つちが地面を抉えぐり、アイスマリーの雷魔法が敵兵たちを穿うがっていく。俺は八はち門もん[image: ]とん甲こうを二段階解放し、彼女たちの援護に回る。

　突然の出来事に、グルニア軍は対処のしようがなかった。

　──これだけ懐に入ってしまえば、向こうがどんな対策を立てていようが関係ない。

　神官たちの防護壁は何の役にも立たないし、宮廷魔術師団の魔法もむしろ味方への被害の方が大きくなるために俺たちに向かって撃つことが出来ない。

　さらに言えば俺たちが不意に軍の中央に現れたせいで、向こうは隊列すらまともに機能させることが出来ず、こちらはやりたい放題出来るというわけだ。

　これこそが俺の取った方略──

　転移で敵兵のど真ん中に出現し、不意を打つと同時に、何もさせず一方的に敵を殲せん滅めつする作戦である。

　なお、それが可能になったのはもちろん門番の隠しスキル、【転移門】スキルがあってこそだった。そう、ミロとの戦いの最中に手に入れたスキルだ。

【転移門】スキルは転移距離によって魔力の消費が大きく変わるが、この程度の距離なら全く問題ない。仲間たちが転移門をくぐる際の魔力消費も俺が全すべて賄まかなわなければならないのだが、それでも余裕がある。

　さて、それでは本格的に敵を潰つぶしていくとしよう。

　──と、その前に、どうせならこの間、ミロに勝ってレベルが上がった時に入手した普通の門番スキルを使ってみようか。一応事前に試してはあるが、実戦となるとまた使い勝手が変わるかもしれないからな。

　あの時入手したスキルは二つ。【パワーゲート】と【没収】。

【パワーゲート】は自身と仲間の『筋力』ステータスを上昇させるというもの。もちろん門の側そばでのみ有効である。

　取りあえず使ってみよう。

「パワーゲート！」

　スキルを使った瞬間、自分の『筋力』が少しだけ上がったのが分かった。……あくまで少しだけ……。

　門をそこらじゅうに置いてあるからか、一応仲間たちにもバフがかかった感覚はあるが、さすが門番の初級スキルと言うべきか、その効果は微々たるものだった……。事前に試していたので分かってはいたけれど、それでもがっかり感がぬぐえない……。

　気を取り直してもう一つの方を使ってみよう。

「没収！」

　ちなみにこの【没収】スキルの効果は、『対象の装備やアイテムを取り上げる』というもの。

　スキルを使用すると、対象にした兵士の手元から槍やりがこちらに向かって来ようと独りでに動き出すが、その兵士が慌てて槍を引っ張るように抵抗すると、槍がこちらに向かって来ようとする力とその兵士が抵抗する力が拮きつ抗こうした。

　……一般兵の引っ張る力と同レベルのスキル……。……弱すぎない？　さすが門番スキルである。……うん、このスキルを実戦で使うのはもうやめよう。

　……さ、さらに気を取り直して、ついでにあのスキルも試してみるか。

「バインド！」

　魔法のロープが伸びて、目の前にいた三人の兵士たちをまとめて縛り上げた。おお、一瞬使えそうだと思って喜んだが、彼らがじたばたともがくと、魔法のロープはぷつんと切れてしまった。

　………。まあ、予想はしていたよ。でも何だろう、悲しみが胸の内に広がる……。

　結局レベルが低い内は普通の門番スキルは使い物にならないのだろう……。それに門番より一般兵の方が強いのは事実だ。あれでも兵士──ソルジャーは戦闘職だからな……。

　……まあいいさ。職業レベルが高くなったら使えるものも出てくるかもしれないと思って前向きに考えよう。

　今はとにかく門番の隠しスキル──八門[image: ]甲スキルと転移門スキルを使った援護に徹てつする。

　俺の役目は仲間たちのカバーだ。だから剣を振るいながらも辺りの戦況に目を配る。




　北、南、西の戦場では、それぞれアリエル、スノートラ、アイスマリーが戦っていた。

　アリエルはレイピアで敵兵を穿ちながら精霊魔法で戦場を攪かく乱らんし、スノートラは巨大槌を振り下ろした際の衝撃波で飛んできた矢ごと敵兵を吹き飛ばし、アイスマリーは得意の雷魔法で広範囲の敵を一気に無力化している。

　俺はそんな彼女たちを狙ねらっている弓兵などを片付けながら適確に援護していく。




　そうやって戦場を駆け巡っていると、東の戦場で黒い衝撃波がドンッと弾はじけたのが目に入った。闇のオーラによって敵兵たちが一斉に吹き飛ばされていく。

　そんなことが出来るのはミロしかいない。

　敵兵の中、ぽっかりと空いた空間の中心で、彼女は黒い大剣をぶら下げながら悠然と佇たたずんでいた。その異様な姿に、誰も彼女に攻撃を仕掛けることが出来ない。

「どうした、かかって来ぬのか？　ならばこちらから行くぞ」

　次の瞬間、ミロの姿は消えており、あっという間に敵陣の深くに潜り込んでいる。

　そして気付いた時には既に遅く、敵兵は黒剣の餌え食じきになっていた。

「くっくっく、こんなものか？」

　ミロが敵兵を挑発する。その様は間違いなくラスボスである。

「ば、化け物だーっ!!」

　グルニア兵たちは総崩れとなってその場から逃げ出していく。

「何だとコラッ!?　可か憐れんな乙女おとめを捕まえて！」

　化け物と呼ばれたことが気に食わなかったのかミロがキレていた。

　……いやいや、敵兵の言うことの方が正しいでしょ。何を今さらキレてるの？

「この化け物、自分のことを乙女とか言い出したぞ!?」

「怖すぎるーッ!!」

「このグルニアのクソ共、ぶっ殺してやる！」

　……ミロは平常運転だな。

　しかしぶっ殺すと言っている割には、ミロは敵兵を殺すことはしていない。

　それは他の皆も同じだ。出来る限りは命を取らないように言ってある。……アリエルは「なんで人間なんかに手加減してやらねばならないのだ！」とか叫んで不平たらたらだったけどね……。あの人マジで怖いよ……。




　と、そこで体に妙に力が漲みなぎっていることに気付いた。

　遙か遠く──ラーマの北門近くにいるリーンの【踊り】の効果だ。

　事前に確認したところ、驚いたことに彼女の職業は『踊り子』だった。門番じゃないのかよ……。

　それで俺たち北門のメンバー全員に彼女のバフがかかっているわけである。

　……ちなみに彼女の【踊り】に比べたら俺の【パワーゲート】などゴミも同然だった……。

　それとレイラにはラーマの守りとリーンの守護を任せてある。

　残念ながらレイラの力は、この異常な北門メンバーの中ではかなり劣っていた。

　それでも敵兵の討うち漏もらしが町の中に入るのを防ぐことや、リーンを守ることくらいは十分に出来る。だから頼んだのだ。レイラが門番の中でかなり強いのは間違いない。あくまでも他のメンバーが異常なだけだ。




　そうやってかなりの勢いで敵兵を倒していく俺たちだったが、遠目にグルニア軍の第二部隊がこちらに向けて動き出したのが分かった。どうやら慌てて先陣部隊の援護に駆け付けたらしいが……甘いな。

　俺は仲間たちに合図すると、それぞれ手近な門からこちらに接近中の第二部隊の中央付近にある門へと転移する。そして先陣部隊にしたのと同じように暴れはじめたことによって、第二部隊も瞬またたく間まに混乱状態に陥った。

　そこから俺たちは転移門を自由に行き来して、神出鬼没に先陣部隊、第二部隊を壊滅させていく。

　ちなみに転移門には仲間たちにだけ分かるような目印が付いていて、大体どことどこが繋つながっているか分かるようになっている。

　逆に敵兵たちはどことどこが繋がっているか分からない上、閉じている状態の門は彼らには開けられないようにしてある。だから一方的にやりたい放題だった。

　ようやく自分たちがとんでもない場所にいることが分かったのだろう、グルニア軍の本隊が撤てつ退たいを開始した。どうやら先陣部隊と第二部隊は見捨てることにしたらしい……英断と言えば英断だが──逃がすわけないだろう？

　俺はさらに合図を出すと、撤退を始めたグルニア軍本隊の中ほどに転移門で現れ、仲間たちと共に奇襲をかける。そしてまた先陣部隊や第二部隊にしたことと同じように本隊の中央で暴れ始めた。

　もはやグルニア軍全体は恐慌状態に陥っていた。

　そんな中、兵士たちの怒号や絶叫が飛び交う。

「一体何が起きているってんだ!?」

「こ、こんなの、どうすりゃいいんだよ!?」

「せめて何か命令がないと動きようがないだろ！」

「将軍たちは何やってんだ!?」

　……ふふ、やっとそのことに気付き始めたか。

　ちなみに将軍たちは既に半数以上が機能していない。

　それをやったのはパティだ。彼女は体の自由を奪う猛もう毒どくのしびれ薬を塗ったダガーで将軍たちを密ひそかに戦闘不能にして回っているのである。

　俺の転移門とパティの有り得ないほどの隠おん密みつ性せいがあってこそ出来る技だった。パティは相手が認識さえしていなければ、もしかしたら最強かもしれない子だったりする。……本当に何者なのだろうか？

　しかし彼女のおかげでもはや軍は何も機能していない。完全に烏う合ごうの衆しゆうと化した。

　──パティのやったことは極めて大きい。彼女が敵軍にトドメを刺したも同然だった。

　さすがパティだ。ご褒ほう美びに後で憧あこがれの『リューイ様』のハグをあげようではないか。正体は明かさず『リューイ君』のまま抱き着く予定なので嫌がるかもしれないが、本物のリューイ・ネルフィスがハグをしているということと差し引いてイーブンにしてもらうしかない。でもよく考えたらそれって彼女からしてみればマイナスにしかならない気がしたが、そこは戦勝後の高揚感で誤魔化すことにする。つまり俺が抱きしめたいだけだった……。




　何にせよ、後は単なる殲滅戦である。

　そこからもアリエルの細剣と精霊魔法が敵を穿ち、アイスマリーの雷魔法が敵を貫き、スノートラの巨大槌が地面を抉り、ミロの黒い大剣と闇魔法がグルニア軍を蹂じゆう躙りんし、パティは将軍を消し続け、俺は援護に奔走した。

　こうして敵軍は完全に瓦が解かい。

　グルニア軍はあっという間にその数を減らしていき──十万もいたはずの敵軍は極めて短い時間で全滅することになった。

　そして俺たちの勝利が確定した瞬間、頭の中で声が響く。

『門番レベルが１０に上がりました』『門番レベルが１１に上がりました』『門番レベルが１２に上がりました。門番スキルの【誘導】を覚えました』『天職レベルが２に上がりました』

　ん？　天職レベルが上がった……？

　職業レベルが上がるとスキルなどが強化されたりするメリットがあるが、これもそうなのだろうか？

　検証してみたいところではあるが、取りあえず今はとにかくナパール王を差し押さえることが先決だ。

　万が一にも魔神を復活させたくはないからな。
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　視線の先ではナパール王が地に膝ひざをついていた。

「じゅ、十万の兵だぞ？　精鋭だぞ？　将軍だってそれぞれが一騎当千の者たちばかりなのだぞ？　そ、それをこんな……」

　ナパール王は俺とミロが見下ろす中、唖あ然ぜんとした様子で呟つぶやいた。まあ、ナパール王からしたら到底信じられないだろう。質も練度も十分なはずの十万の軍勢が、たった八人にやられたという現実が。

　ちなみに真っ先に俺とミロでナパール王の身柄を押さえたので、ここにはまだこの三人しかいない。

　そんな中、ナパール王がぎろりと俺のことを睨にらんでくる。

「リューイ！　何な故ぜお前がこんなところにいる!?　お前はいつも僕の邪魔ばかりして……！　ミロのことだって、お前さえいなければ僕のものだったはずなのに！」

　いや、そんなこと言われたってなぁ……。

　俺が困っていると、当の本人であるミロが一歩前に踏み出す。

　ズシャッ──

「我はお前のものなどではないわ」

「ひ、ひいっ!?」

　暗黒騎士の威圧感を前に、ナパール王の顔はあからさまに引ひき攣つっていた。

「な、何だお前はぁ!?」

　涙さえ浮かべているナパール王に向かって、俺は残酷な現実を教えてやる。

「いや、こいつがミロなんだが……」

「えっ!?　これがミロォッ!?」

　ナパール王はこれでもかというくらいに吃驚びつくりしていた。

　好きなままでいるのか、それとも手のひらを返すのか興味深かったが、それ以前に暗黒騎士スタイルのせいで既に恋が冷めている可能性が大……。

　……まあ、どちらでもいいか。今さらミロをこんな奴やつに渡すつもりもない。

　そんなことを考えていると、他のメンバーたちが続々とこの場に集まって来た。

「みんな、お疲れさん」

　レイラが声を掛けてきたことをきっかけに皆で軽く健闘をたたえ合うが、しかし皆の表情はどこか釈しやく然ぜんとしていない。

　どうしたのかと思い首を捻ひねっていると、スノートラ、アリエル、アイスマリーの三人が、

「……まさかこんな簡単に勝ててしまうとはのう。未いまだに信じられんわい……」

「ああ、私もだ」

「いくら何でもこれは異常……」

　彼女たちは口々にそうのたまった。すると三人に続くようにして、パティ、リーン、ミロ、レイラも、

「わ、わたしもそう思います……」

「さすがのあたしもこれが凄すごいことだって分かるよー？」

「あらためて思ったが、あのスキルはいくらなんでも……」

「有り得ないね」

　そのようなことを呟き、そしてみんな揃そろって俺の方に視線を向けてくる。

　え？　お、俺？　……暗黙の了解はどうしたの？　そう思っても、誰だれも目を逸そらしてくれない。

「い、いや、俺は門番のスキルを使っただけだぞ？」

「普通の門番はあんなスキル持っていない！」

　と皆の声がハモった。というかナパール王を含めた全員に否定されてしまった……。俺は慌てて話を逸らす。

「ま、待て、今はそれよりもナパール王の処遇を考える方が先だろう？」

　俺がそのように切り出すと、アイスマリーが、

「……確かに、今はその方が先決。こうしている間にも魔神の分身体がナパール王を狙ねらっているかもしれない」

　彼女のその言葉でようやく皆の視線が俺から外れる。ふぅ。

「そしたら、どうする？」

　俺が訊きくと、ミロとレイラの二人が、

「……ここでこいつを殺しちまうのも手じゃないかい？」

「同感だ」

　そんな冗談とも本気とも取れないセリフを放った。……まあこの二人は色々と恨みもあるだろうからなぁ……。しかし当のナパール王は涙目だ。

「そ、そんな!?　ミロ、僕はただ君のことが……」

「黙れ」

　一いつ喝かつ。

「ひぅっ!?」

　どうやらまだミロに未練があるらしいナパール王だが、結局は暗黒騎士の威圧感を前に口を閉じるしかなかった。

　そこでアイスマリーが横から口を挟んでくる。

「待って下さい。私はナパール王を殺すことには反対です。六柱神の魂は輪りん廻ねを繰り返すことによってすり減っている可能性があります。そのせいで魔神の封印が弱まっているかもしれないのです。これはあくまで仮説の一つに過ぎませんが、それでもここでナパール王を殺し、マーサ神の魂を輪廻転生させることはあまりおすすめ出来ません」

「「チッ」」

　アイスマリーがそのような説明をすると、レイラとミロの舌打ちが重なった。……どうやら本気でナパール王を殺したかったらしい。……本当にやるかどうかは別だけどね。

「それじゃあ、どうするんですか？」

　それまで傍聴に徹てつしていたパティがそう言って前に出てくる。

「そうですね……。差し当たってナパール王を我々の手で監禁するのが最も妥当だと思いますが……」

　と、アイスマリーが答えた時だった。

「お、お前は……！」

　何故かナパール王がパティの顔を見て驚いている。

　俺たちが不審に思っている中、パティはそのまま何食わぬ顔で前に進んでいき、腰の鞘さやからするりとダガーを抜くと、ナパール王の首筋を薄く切り裂いた。

　そしてパティは素早く俺たちから距離を取る。

　そのあまりに自然な動きに、俺たちは誰も反応出来なかった。

「？　パティ、一体何を……？」

　レイラが呆あつ気けに取られた口調で訊く。しかしパティはというと、

「ごめんなさい……」

　何故か謝ってくる。

　そこまできて、俺はようやく一つの可能性に行き当たった。……まさか……。

「いけない！　誰か止めてください！」

　アイスマリーが叫んだ時には既に遅く、パティはダガーの刃に付いたナパール王の血をぺろりと舐なめ取とった。

　茫ぼう然ぜんとする俺たちの前で、不意にパティが謎なぞの光に包まれる。

　──それは紫色の光。

　その光は彼女の足元に浮かび上がっている魔術文様から発せられていた。

　不思議な形をした魔術文様だ。

　──いや、よく見るとそれは魔術文様などではない。

　あれはもしや……龍りゆう脈みやくか？

　そう思った途端、紫色の光は龍脈を辿たどって一直線に東の山へと走って行った。

　その方向にあるのは──魔神が封印されたダンジョン。

　そう、気付いた時には既に遅かった。

　紫色の光が東の山の中央に辿り着いた瞬間、ドンッと激しい振動が辺りを襲う。

　そして──ダンジョンがある方向から紫炎が立ち昇った。

　いつの間にか空には黒く分厚い雲がかかっており、その雲を貫くほど高く、高く、紫色の炎が立ち昇っている。

　未だ事情が呑のみ込めていないらしいレイラとリーンが不安そうな顔で呟く。

「い、一体何が起こるっていうんだい……？」

「な、何だか怖い……」

　すると、アイスマリーが茫然とした様子で答えた。

「紫色は魔神を象徴する色です……」

　その言葉で皆の視線がパティに集まる。

　……まさか、本当に彼女が……。

　確かにパティなら魔神復活に関する今回の一連の流れを作り出すことは可能だったと思われる。パティなら例えばナパール王の寝室に忍び込むことすら出来るかもしれない。

　それに今思ってみれば彼女はたまに不審な言動をしていた。

「そうか……パティ、お前が裏で糸を引いていたのか……」

　……いや、気付ける場面は幾度かあった。でも、俺は彼女がそんなことをするわけがないと無理矢理信じ込んでいた。だって仲間だから……。パートナーだから……。

　俺とアイスマリーは魔神に洗脳されている人物がいないか怪しんでいたが、仲間内にいるからこそ気付かなかった。いや、気付かないふりをしていたのだろうか……。

「……パティ、お前は魔神に洗脳されているのか？」

　そうは言いつつも、彼女がナパール王の血を舐めたことと魔神の封印が解けたことの繋つながりが分からない。

　そんな質問をした俺に向かって、パティは首を横に振る。

「……いいえ、わたしは魔神に洗脳されてなどいません。何故ならわたしは……魔神の分身だからです」

　……は？　なんだって？　魔神の分身？

　それを説明してきたのはアイスマリーだった。

「恐らくパティさんの言っていることは本当。だからこそ魔神の分身である彼女がナパール王の血を舐めただけで魔神の封印が解けてしまったと仮定できる。この場所は既に魔神の封印されている龍脈と繋がっていた……」

　その説明で辛うじて状況が判断出来たが……。

　でも、それにしては……。

「パティ、だったらどうしてそんな辛つらそうな顔をしているんだ？　もし魔神の分身なら、魔神を復活させるのは当たり前じゃないのか？」

　そのように訊たずねると、パティはまた首を横に振った。

「わたしは出来れば我が主あるじを──魔神を復活させたくありませんでした……」

　彼女の答えは意外なものだった。パティはさらに、

「で、でも……いずれ魔神は全て復活します。そうなったら全員殺されてしまうでしょう？　だ、だからわたしは、あなたたちだけでも助けたくて……」

　……どういうことだ？　皆が俺とパティのやり取りを見つめる中、俺はさらに質問をする。

「……そう言えばパティ、お前はやたらと俺に魔神の話を聞くように仕向けていたな。今思えばあれは不自然だ。どうして魔神の分身であるお前が、まるで俺に魔神を警戒するように促していたんだ？」

「そ、それは……」

　と、パティが言いかけた時だった。不意に後ろから声がかかる。




「それについてはワタシから説明いたしましょウ」




　激しい悪寒が背中を駆け抜けた。

　俺は慌てて後ろを振り返る。

　岩場の上に誰かいた。

　──いや、「誰」と称しても良いのだろうか？

　そこにいたのはタキシードにシルクハット、手にはステッキといった出いで立たちの紳士。

　しかし、顔は人間のそれではない。細い首の上に乗っているのは、どう見ても山や羊ぎの頭だった。そして側頭部からはねじれた太い角が後方に向かってそそり立ち、体を覆おおっている白い毛も山羊のそれである。ただ、それ以外は人間の紳士と何も変わらない。むしろスタイルがよく、スマートな姿の紳士だった。

　彼はシルクハットを取ると、胸の前に手を当て、優雅にお辞儀をして見せてくる。

「ご機嫌麗しゅウ、ラーマ北門の門番の皆さン」

　立ち振る舞いも紳士そのものだが、その威圧感は隠しきれていない。凄すさまじい悪寒が今も尚なお、背中を駆け巡っている。

　彼は姿勢を元に戻すと俺たちを睥へい睨げいする。瞳どう孔こうが横に開いた薄暗い瞳ひとみが俺たちを見下ろしていた。

　俺は息を飲みながらも訊ねる。

「……お前は何者だ？」

　すると彼はわざとらしく肩を竦すくめた。

「何者とはご挨あい拶さつですネ。もうとっくに気付いていらっしゃるのでしょウ？」

「……魔神か」

「ご名答」

　山羊顔の魔神はもう一度慇いん懃ぎんにお辞儀をする。その威圧感と山羊の見た目のせいで、その振る舞いは一種異様にさえ映った。

「さて、ト」

　山羊顔の魔神は俺たちを回り込み、あっと言う間にパティの側そばへと移動した。

　……速い。今の動きを追えたのは恐らく俺とミロとスノートラとアリエルとアイスマリーくらいだろう……って結構いるな。

「我が分身ヨ、よくぞワタシの復活を果たしてくれましタ。礼を言いますヨ」

　山羊顔の魔神は大げさに手を広げながら、パティに対してお褒ほめの言葉を述べて見せた。まるでパティが自分の分身であることを強調し、俺たちから引き離すようにして。

「そ、そんな……わたしはただ……」

「分かっていますヨ？　アナタはよくやってくれましたかラ」

「そ、それでは、あの約束を……！」

　パティの顔が少しだけ華やぐ。……約束？

「……何の話だ？」

「ああ、ワタシと彼女はネ、このような約束をしていたのですヨ。『ワタシを復活させるなら、仲間たちの命を助け共に楽園に連れて行く』というネ」

　……楽園？　いや、それよりも、

「パティ、一体……」

「すいません、皆さん。でも、どうしてもみんなのことを助けたくて……。だってどうせこの世界はいずれ滅んでしまいますから……」

　この世界はいずれ滅ぶ？　……それはどういうことだ……？

　そのことについて訊こうと思ったが、その前に魔神が言葉を続けてくる。

「そう、彼女はアナタたちのためにワタシを復活させたのですヨ。バカですよねェ、騙だまされていることにも気付かないなんテ」

　魔神のその言葉で、パティの笑顔に影が差す。

「……え」

「そうでも言わなけれバ、アナタはワタシを復活させなかったでしょウ？」

「……え？　え、う、うそ……？」

　狼狽うろたえるパティを前にして、魔神の山羊顔がニィッと醜みにくく歪ゆがむ。

「実際大変でしたヨ。封印のせいで完全な分身体を作ることが出来ズ、アナタに自我を持たせるしかありませんでしたかラ。それでもここまでの出来損ないが出来るなんて思いもしませんでしたがネェ」

　その出来損ないという単語がいやに耳に障った。だから俺の声は自然と低くなってしまう。

「……出来損ないだと？」

「そうでしょウ？　だってこの子は本体であるワタシの言うことを何も聞かないのですかラ。彼女は愚かにも生みの親であるワタシよりモ、アナタたちを取ったのでス」

　……パティ。やはり彼女は俺の知るパティそのものだった。彼女はけして俺たちを騙していたわけではなかったのだ。だからこそ彼女を疑えなかったとも言えよう。

「パティ……」

　レイラの優しく呟く声が聞こえてくる。

　確かに魔神が復活した現状はまずいことこの上ないが、俺たちの顔には笑みさえ浮かんでいた。

　しかし次の魔神のセリフで俺たちの笑みが凍り付く。

「だから言うことを聞かなけれバ、そこにいるレイラという女を殺すと脅しテ、ようやく従わせたのですヨ」

「……なんだって？」

　俺は思わず聞き返す。

　しかし当のレイラが一番ショックを受けていた。

「そ、それじゃあ、あ、あたしのせいでパティは……」

　そんなレイラの様子に慌てたのはパティだ。

「ち、違います門番長！　けしてあなたのせいなんかでは──」

「おっト、そういうのは面倒クサいので勘弁していただけますカ？」

　口を挟んで会話を止めた山羊顔の魔神は、パティの肩の上に手を置くと、ニヤリと笑う。

「そういうわけデ、あなたにはご褒ほう美びと罰を同時に与えることにしましょウ」

「え……？」

「ワタシの元に帰って来られるのでス。あなたも嬉うれしいでしょウ？」

「い、いや……」

「ま、待て！」

　俺は叫ぶが、遅かった。山羊顔の魔神は体に似合わぬ大きな口を開けると、なんとパティを丸呑みした。まるで吸い取られるようにして、パティはすっぽりと魔神の口の中に消えてしまう。

「パ、パティ!!　……ああ……」

　レイラが顔がん面めん蒼そう白はくになって崩れ落ちた。

「落ち着いてレイラ！　あの子は……まだ生きている」

　ミロが冷静に言い放つ。そう、パティは死んだわけではない。あの魔神が言った通り、パティは魔神に同化されようとしているだけだ。

「ほウ……やりますネ。それを見抜きますカ」

　魔神はミロに対して感心しているようだったが、次の瞬間、俺の方にぎょろりと目を向けてくる。

「アナタ次第であの子を返してあげてもいいですヨ？」

　魔神の目はどう見ても俺を捉えていた。

「……俺？」

「そウ、アナタでス」

「……何故、俺なんだ？」

「アナタの力が必要だからでス」

　……どういうことだ？　俺が訝いぶかしく思っていると、魔神は話を続ける。

「我々はいずれ神の国に向かいまス。しかし神の国に入るには神の門を壊さなければなりませン。それには膨ぼう大だいなエネルギーを要するのでス。我々としても一筋縄ではいかないのですガ……そこで目を付けたのがあなたの力でス」

「俺の力だって……？」

「そウ。あなたの門番としての力でス。あなたは神の国の門を開けることが出来る、言うなれば神の門番なのですヨ」

「……！」

　俺は衝撃を受けた。何故なら今魔神が話した内容は、あの『謎の声』と同じだったからだ。

　あの謎の声が俺に告げた「神の門」「神の門番」「魔神を神の国に入れてはならぬ」「神の門番としての責務を果たせ」──これらのワードがようやく繋がってきている。

　そんな俺の様子を見た魔神は「フム」と一つ唸うなると、

「やはりアナタ自身は気付いていないのですカ。ご自分が神の子であることニ」

「……は？　神の子？」

　あまりにも突拍子もない言葉に、さすがに俺は呆ほうけるしかなかった。

「やはりお気付きでないのですネ。その右手の甲にある聖せい痕こん……それこそがあなたが神の子である何よりの証拠なのですガ……」

　……この右手の痣あざが聖痕だって？

　何を言っているのだと一笑に付すことは簡単だったが、しかしそんな気にはなれなかった。実際、この痣が光った時にあの謎の声が聞こえてきて、俺は門番の隠しスキルを得ているし、そのおかげで窮きゆう地ちを脱することも出来たのだから……。

「神はどうも我々がこの世界に来る前に卵を産みつけていたみたいですネ。なんとも用心深いことでス」

　……なんだよそれ？

　あの謎の声のこと、神のこと、神の門番のこと……他にも楽園やら神の国やら疑問はたくさんあったが、しかし俺はそれよりもパティのことが気になって仕方が無かった。

「……お前に協力することを約束すれば、パティは返してくれるのか？」

　俺が訊くと、

「はイ……と言いたいところですガ、ワタシはまだアナタのことが信用できませン」

　魔神はそう言ってしばらく考え込むようにして黙るが、ややあってからぽんっと手を打つ。

「あ、そうダ。アナタの手でアナタのお仲間を殺してくださイ。そうすれば信用してあげますヨ？」

　……なんだと？　俺は耳を疑った。

「お前……それ本気で言っているのか？」

「はイ。パティと他のお仲間、アナタにとってどちらが大事か選んでくださイ。クカカカカカッ！」

　そう言って山羊顔の魔神は高らかに笑った。それは鼓膜を劈つんざくような、非常に不愉快な哄こう笑しようだった。

　……そうか、こいつは愉たのしんでいるだけだ。ただ、俺たちが困る様を見たいだけなのだろう。紳士的な態度は見せかけだけで、こちらがこの魔神の本性に違いない。

「ちなみに断れば、どの道お仲間は全員ワタシの手で殺しまス。だからパティだけでも助けることをおススメしますヨ？」

　……そもそもパティとの約束を破ったこいつの言うことを信じろとでも言うのかよ？

　あの謎の声も俺にとっては胡う散さん臭くさいが、それでも目の前にいるこのクソ野郎よりはましに思えた。

　……仕方ない。ここはあの謎の声の言うことに乗せられてやろう。

　──即すなわち、この魔神を倒す。

　俺がそのような決意をした時、ミロが一歩前に出る。

「リューイ、こんな奴の言うことを鵜う呑のみにする必要はないわよ」

　どうやらミロも同じ考えに至ったらしい。

「……だな」

　俺もミロに並ぶようにして前に出た。

　すると魔神が目を細める。

「ほウ、やる気ですカ？　しかしあれを見て下さイ」

　魔神の指差した方を見ると、先程紫色の光柱が屹きつ立りつしていた方向から黒い何かがこちらに向かって来ていた。その黒い塊のような何かは横一列になって地面を覆い尽くすようにしてこちらに向かってくる。

　目を細めて確認してみると──正直ゾッとした。

　それは真っ黒な山羊の群れだった。

　その黒い山羊たちは通常の山羊の何倍も図体が大きく、野太く鋭利な角が全てこちらに向いている。中には魔神と同じように二足歩行の者もいて、手に巨大なサーベルや突起の付いた金棒といった凶悪な武器を構えていた。

　それらが一斉にこちらに向かって駆けてきているのだ。怖おぞ気けが走る光景だった。

　それらを見て、アリエルが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「……あれは魔神の僕しもべたちだ」

　魔神の僕？　確かにそう言われれば納得出来るものがあるが、しかしどうして彼女にそんなことが分かる？

　そんな疑問が頭を過よぎる中、今度はスノートラが言葉を続ける。

「……まずいのう。あれらは一体一体がＣ級以上の力を持っておる。前に魔神、後ろに魔神の僕たちではどうにもならんぞ……」

　スノートラもまるであれらの力を知っているような口調で呟いた。

　……前々からこの二人の存在はおかしいと思っていたが、もしかしてこの二人は……。いや、今はそれどころではない。

「ナパール王！」

「へっ？　ぼ、僕!?」

　俺が声を掛けると、それまで話にまったく付いて来られていなかったナパール王がびくりと肩を震わせた。

「今すぐグルニア兵をまとめてあの黒い山羊たちに対する措置を取るんだ」

「は、はぁっ!?　グルニア兵たちはお前たちがボコボコにしただろうが!?　それに何でお前にそんなこと言われなければ……」

「グルニア兵は誰も死んでいないだろう？　戦えないほどの怪け我が人にんは後ろに下げればいい。死にたくなかったら早く行け！」

　焦燥から俺は珍しく声を荒らげることになったが、

「くっ、くそっ！」

　そう言ってナパール王は走り出しながら、あの黒い山羊の群れを見て逃げ腰だったグルニアの将兵たちをまとめ始める。

　そんな様子を見ながらも、

「クカカッ、そんな上う手まくいきますかネェ」

　山羊魔神はにやにやするだけで特にナパール王に対して何をしようともしなかった。……余裕だな。

　ミロが腰の鞘から暗黒大剣ムーンブルグを引き抜きながら俺に訊いてくる。

「ねえリューイ。あんたパティを助けられる？」

「ああ、任せろ」

「ふふ、さすがリューイね。もう対策を考えているとはさ」

「ミロ、手伝ってくれるか？」

「もちろん」

　俺はミロと頷うなずき合あうと、他の皆にも声を掛ける。

「俺とミロでパティを助ける。他のみんなはグルニア兵と共にあの黒い山羊の群れを押さえてくれないか？」

　俺がそのように提案すると、真っ先にスノートラが反発してくる。

「ば、ばかを言え！　三百年前は六人の英雄たちで力を合わせて辛うじて魔神を倒したのじゃぞ!?　お主たち二人だけで何が出来る！」

　そこをレイラが止めてくれる。

「待ちなスノートラ。あの二人が大丈夫だって言うなら大丈夫だよ」

　しかし今度はアリエルが叫ぶ。

「門番長、あなたは何も分かっていない！　あの魔神という存在は我々とは次元が違うのだ！」

「それでも大丈夫だって言ってんだよ。それよりも今はあの二人が全力で戦えるよう、あの黒い山羊たちを何とかしてやろうじゃないか」

　レイラがそう言い切ると、アリエルとスノートラは互いに迷いを浮かべた目を合わせながらも、

「確かに、あっちはあっちで何とかしなければならないが……」

「ええい、仕方ない……！」

　結局アリエルとスノートラは渋々と黒い山羊の方に体を向けた。

　そんな俺らの様子を見て魔神が高らかに笑う。

「クカカカカカッ、随分と舐めてくれますネェ。たった二人でワタシに向かってこようとハ」

　俺はこのように言い返す。

「おいおい、そっちこそ舐めるなよ？　お前如ごとき、この暗黒騎士が何とかしてくれる」

「……あんた、のっけから他力本願過ぎない？」

　俺の発言にミロが呆気に取られていた。

「でも実際お前頼りなんだよ。何故なら──」

　俺はミロに耳打ちする。すると──

「……なるほどね。分かったわよ。それならあたしが前に出るわ」

「悪いな」

「いいのよ。でも今度デートだからね」

「ああ、了解……え？」

　え、デート？　思わず耳を疑ってミロを振り返ってしまった。しかし真っ黒な兜かぶとのせいでどういう顔をしているか分からない。暗黒騎士の兜、邪魔……。

「と、とにかく、今はお前が頼りだ」

「任せなさいって」

　ミロはそう言って暗黒大剣ムーンブルグを構えた。

　そして俺は、

「八はち門もん[image: ]とん甲こう……開門、休門、生門……解放！」

　八門[image: ]甲スキルで、取りあえず八門[image: ]甲の基礎となる三門を開いた。それで俺の体からオーラが溢あふれ出でる。

　俺が腰の鞘から聖剣ルーンブレイクを抜き放つと、

「クカカカカッ、来たまエ。少し遊んであげましょウ」

　魔神はそう言って両手を広げて見せてくる。……本当に余裕だな。人間が魔神に敵かなうはずがないと本気で思っているのだろう。そういう態度だ。

　向かい合うこと暫しばし──

　俺とミロは同時に地面を蹴けった。魔神まで一気に迫ると、それぞれ魔剣と聖剣を振るう。

　しかし驚いたことに、俺たちの一撃は魔神が手にしていたステッキでいとも簡単に止められてしまう。両方ともが一本のステッキで止められている状況だ。

「「な……」」

　思わず漏れ出る俺とミロの驚きよう愕がくの声。

　目の前の魔神の顔がニヤリと笑う。

「こんなものですカ？」

「舐めるなっ！」

　ミロが激げき昂こうしてさらに剣を振るう。俺は自然と彼女を援護する形となった。

　魔神は俺たち二人の剣をステッキ一本で捌さばく。

　……信じられない、俺とミロ、二人掛かりの剣をこうも簡単に……。

　だが、俺は目的を果たさなければならない。

　俺は剣を振るいながらも、一瞬の隙すきを見て、剣を握っていない左手で魔神の体に軽く触れる。すると──

「ムッ……？」

　魔神が慌てて後ずさった。

「……何のつもりですカ？」

　警戒の目を俺に向けてくる。

　……一発で見抜かれた……。さすが魔神と言うべきか。

　俺が何をやったかと言うと、ある目的のために魔神の体に魔力を通したのだ。ただ、極めて微弱な魔力を通しただけなので、相手の体に何か害があるわけでもないし、何か出来るわけでもない。

　魔神にもそれが分かったのか、余裕の表情を取り戻す。

「クカカカッ、少々敏感すぎましたカ。申し訳ありませン。ワタシの高すぎる体の性能のせいデ、意味もなく警戒してしまいましタ」

　……嫌味だなー、こいつ。魔神ってみんなこうなのか？

「さあ、どうしましタ？　かかってきて下さイ」

　魔神はあくまでも自分の圧倒的優位を疑っていない。だったら、

「ミロ！」

「ええ！　行くわよ！」

　再び魔神に突っ込む俺とミロ。

　そこから主にミロが魔神に対し激しい攻撃を仕掛ける。俺は剣を振るいながらも、先程と同じように魔神の体に魔力を通していた。

　魔神は俺たちの攻撃を捌さばきながらも笑って訊いてくる。

「クカカッ、まだそんな意味のないことをしてくるのですカ？　それとも何か狙いがあるのでしょうカ？　こんなことをして一体何が出来るのか知りませんガ、やりたければやってみるといいでしょウ」

　魔神が自分の力を疑わないような奴であることが今は幸いした。

　おかげで俺は魔神の体に魔力を通す作業を続行出来る。

　ちなみに俺が何をしているかというと、魔神の体の仕組みを把握しようとしているのである。

　生物の体には魔力や気を通す通路が必ず存在する。パティを救い出すには、魔神の体にもそういった『通路』があるのかどうか、また、それはどういう回路なのかを詳細に知る必要があった。

　俺は相手の体に魔力を通しリアクションを見ることでその構造を調べていく。

　──ただ、既に大体調べがついてきた。後は相手に隙が出来るのを待つだけなのだが──

「くぅ……！」

　魔神の攻撃を受けてミロが苦しそうに呻うめく。

　俺がまともに攻撃できない分、ミロに負担が行っていた。魔神の攻撃を受ける度、ミロの黒い鎧にひびが入っていく。

　それでもミロは俺を信頼しているのか、余計なことは一切聞こうとせず、俺に攻撃がこないようただ一心に大剣を振るってくれていた。

　俺もミロを信じ、隙を見てスキルの詠唱を実行する。

「主よ　唯一の神よ　今ここに新たなる門を開きたまえ」

　それはクリエイトゲートスキルの詠唱だ。

　そう、俺が門番になって初めて手に入れた、門を作るスキルである。

　魔神が大いに笑う。

「クカカッ、気でも触れましたカ？　この状況で、一体どこに門を作るというのでス？」

　──どこに門を作るかだって？

　そんなもの、決まっている。

　俺は魔神と打ち合いながらさらに隙を窺う。

「ほら、どうしましタ？　相方がきつそうですヨ？」

　魔神の攻撃を顔面に受け、暗黒騎士のバイザーにひびが入る。

　それでもミロは怯ひるまない。

「しつこい方たちですネ。それなら一発重いのをお見舞いしてあげましょウ」

　そう言って魔神はステッキを持っていない方の腕を大きく振り上げた。

　あれを食らったらいくらミロでもマズイ！　だが、同時にチャンスでもある。俺はタイミングを見計らって、

「バインド！」

　門番スキルの一つ、相手を束縛するバインドのスキルを使った。

「ヌッ？」

　魔神の右手に魔法のロープが絡みつき、ほんの一瞬だけ隙を作った。

　もちろん魔法のロープはあっと言う間に解かれてしまったが、その一瞬の隙に俺は自分の左手を魔神の腹に密着させると、溜ためておいたままのクリエイトゲートスキルを使用する。

「クリエイトゲート!!」

　カッと光が弾はじける。

　すると魔神の腹に門が出来た。

「な、なんですかこれハッ!?」

　魔神は大きく狼狽える。そりゃまあ自分のお腹なかに門が出来たら誰だって驚くよね……。

　その隙に俺は魔神の腹部に出来た門を開け、門の中に手を突っ込む。パッと見、俺の手が魔神の腹の中に入っているようだった。

　門の向こうまで腕を伸ばし、手に触れた物を摑つかむと、一気にそれを引きずり出す。

　──出てきたのはパティだ。

　ちなみに裸だが、そればかりは許してと言うしかない。

　俺は裸のパティを抱きとめると、すぐに魔神から距離を取った。

　同時にミロも俺と一緒に魔神から離れる。

　ふぅ、何とかなったか……。

　そう思った矢先、頭の中で声が響く。

『条件を満たしました。新しい隠しスキルを入手しました』

　な、なに？　新しい隠しスキルだって？　このタイミングで？

　すぐに確認しようと思ったのだが出来なかった。何故なら、

「ねえ、なんでパティは裸なの……？」

　早速ミロが絡んできたからである。

「し、仕方ないだろ？　服まで取り出す余裕がなかったんだから……。けして意図的にやったわけでは……い、いや、本当だって!?　だから暗黒騎士の顔面をどんどん近付けてくるのをやめてくれる!?」

　こいつだってダメージがあるだろうに、そんなことは気にも留めず俺に迫ってくるミロが本気で怖かった。

　一方で、

「こ、こんな、バカなことが……!?」

　魔神は唖然とした様子でパティを抱く俺を見ている。

「い、一体何をしたというのですカ!?」

「お前の魔力回路を通路に見立て、さらに魔神という壁に門を作って、そこからパティの情報を引きずり出しただけだよ」

「アナタが何を言っているのか全然分からないのですガ!?」

　何も伝わらなかった。

　でも詳しく説明すると長くなるから面倒くさいんだよな。

　そんな時、

「う、うーん……」

　パティの目が覚める。

「あれ、ここは……？」

　彼女は状況を確認しようとするが、すぐに自分がどのような状態であるかを理解したようで、その顔が一気に赤く染まる。

「な、なんでわたし素っ裸のままリューイ君に抱かれているのですか!?」

　パティは手で自分の体を隠そうとするが……うわ、余計にエロい。

「……リューイ……」

　闇のオーラをまき散らしながら名前を呼ぶだけってマジで怖いからやめてもらえないかな？

　俺は慌ててパティを地面に下ろすと、自分が着用していた胸当てと腰に巻いていたベルトを外してパティへと渡す。

「と、取りあえずこれを着てくれ」

　渡すなりパティはすぐにその鎧を着て、ベルトを下半身に巻きつけたのだが……うん、裸に鎧とは何だかマニアックな感じになってしまった……。

「……リューイ……」

　闇のオーラを倍増させながら名前を呼ぶだけって怖さを通り越してちびりそうだからやめてもらえないかな!?

「そ、そんなことしている場合かよ？　ほ、ほら、魔神だって呆あきれて瞳孔が横に開いちゃってるじゃないか？」

「これは生まれつきでスッ!!」














「リューイ君、魔神にツッコませるなんて凄いですね……」

　妙な所でパティに褒められてしまった。

「取りあえずパティ、お前は他のみんなのところへ避難してくれ」

　仲間たちも魔神の僕たちとの戦いで忙しそうだが、ここにいるよりは安全だろう。

　パティ自身も俊敏のステータスは高いので何とかなるはずだ。

　しかし当のパティは顔を俯うつむかせてしまう。

「わ、わたし、みんなに合わせる顔が……。リュ、リューイ君だってわたしのことなんかもう……」

　パティは罪の意識に苛さいなまれているようだが、俺は首を横に振る。

「パティ、君は俺たちのためにやってくれたんじゃないか？」

「で、でも……」

　俺がどのようにしてパティを説得したものか悩んでいると、暗黒騎士がパティの方へ一歩踏み出す。

　ズシャッ──

「落ち込むのは後にしろ」

「はいいいいいいいいいい!!　すいませんでしたああああああああ!!」

　結局パティはいつものようにひれ伏した。ナイスミロ。どうやらパティは魔神よりも暗黒騎士の方が怖いらしい。

　パティは裸に胸当てとベルトという姿のまま皆の方へ走って行ってしまった。

　そのあまりにエキセントリックな姿に、何事かと思ったグルニア兵たちが魔神の僕たちと死闘を繰り広げながらもパティの方を二度見している。……おい、見るな。あれは俺だけのものだ。

「クク……クカカカカカカカカカカカカッ!!」

　魔神が急に笑い出した。

「さすが神の子といったところですカ。どうやら少々侮あなどり過すぎたようでス。しかしその力、ますます我が物にしたくなりましタ！　さすればノアを出し抜くことも出来るでしょウ！」

　……ノア？　ノアって誰だ？

「クカカカッ、今はまだアナタのことを知っているのはワタシしかいませン。必ずワタシの物にしてあげましょウ」

　ゾッとした。げえ、可愛かわいい子ならいざ知らず、あんな山羊野郎にわたしのモノにしてやると言われても何も嬉しくないんだけど……。

　俺がげんなりしていると、

「こいつは我のものだ」

　ミロが対抗するようにそう宣言した。……出来れば暗黒騎士じゃない状態の時に言って欲しかったかな……。しかもお前のものでもないけどね。

　そんな俺に構わず、魔神とミロの言い合いが始まる。

「クカカカカッ、暗黒騎士如きがワタシの前に立たち塞ふさがりますカ」

「我が前に立ち塞がっているのはお前の方だろう、魔神如きが」

　見た目だけなら張り合う程ヤバい奴らが向き合っていて絵的にも相当ヤバい……。

「ならバ、もう一度かかってきたらどうでス？　格の違いを教えてあげましょウ」

　魔神は結局余裕を崩さないが、続けてこのように告げてくる。

「ただシ、もう油断はしてあげませんヨ？」

　それはつまり、先程のような手はもう通じないということだ。

　ちなみに既に魔神の腹からは俺が作った門が消えていた。どうやら魔力抵抗力を上げることによって一瞬にして掻かき消けされてしまったらしい。

「リューイ」

「ああ」

　俺とミロは共に剣を構える。パティを救い出した今、これからは全力で戦うことが出来る。八門[image: ]甲スキルの使用による体への負担で、既に疲労感や激しい筋肉痛が生じていることがネックではあるが……。だからこそ出来るだけ急いで決着をつけたい。

　俺とミロはタイミングを見計らうと、また同時に魔神に対して突っ込んだ。そのまま左右から挟み込むようにして剣を振り抜くが──

　ガツッ！　鈍い音を出して、俺とミロの剣はそれぞれ魔神の胸と腹に直撃するも、驚いたことに魔神は全くの無傷だった。

「「な……!?」」

　まったくもって信じられない。俺たちの剣は魔神が着ていたタキシードは切り裂いたものの、その下にある肌の上で止まっており、少しも刃が通っていない。掠かすり傷きずすら付けられていないのである……。

　魔神は二つの剣を体で受け止めたまま、

「ちょっと本気を出しただけでこの通りでス。ま、多少は痛みを感じはしますがネ」

　俺たちの持っている剣はこの世界でも有数の聖剣と魔剣だぞ!?　それをまさか「多少痛い」だけで済ませるなんて……！

「クカカカカッ、お二人とも剣の腕は悪くありませんガ、いかんせん武器の器が小さかったですネェ」

　俺とミロは慌てて剣を引き後ろまで下がる。

「どうしまス？　早くも万事休すですカ？　クカカカカッ」

　魔神は愉快そうに笑うだけで攻撃を仕掛けて来ない。俺たちがあがく様を見て楽しんでいるようだ。……油断してくれていることが唯一の救いだが……。

「思った以上の化け物ね」

　ミロの言う通り予想以上の化け物だった。武器が通じないなんてズルすぎ……。

　どうするべきか焦っていると、ミロの方から声が上がる。

「だったら、剣が通るようにすればいいだけの話でしょ」

　ミロは暗黒大剣を前に掲げて魔法を唱え始めた。

「空と大地を切り裂く赤き光　大海を飲み込む黒き闇」

「ナッ!?　そ、それハ……!?」

　詠唱の走りを聞いて魔神が驚きの声を発するが、ミロは構わず詠唱を続ける。

「傲ごう慢まんなる暴虐の王よ　契約のもとミロ・ファルカスが命じる　その偉大なる力を以もつて我が敵を打ち払え　ディバインブレイド!!」

　詠唱が終わると、ミロが掲げている暗黒大剣が魔力のオーラに包まれていく。まるで太陽が闇に覆われたような赤黒いオーラ──凄まじいほどのエネルギーがそこに集約されていた。

　な、なんだあの魔法剣は……？　異常なほど禍まが々まがしい力を感じる……！

　しかし驚いていたのは俺だけではなかった。

「ア、アナタ、何故その者の力を使えるのですカ!?　それはこの世界にないはずの力でス！」

　魔神はまるで泡を食うようにしてミロを問い詰めるが、

「……貴様こそ、どうしてあれのことを知っている？　これは我にしか感じることが出来ない力のはずだが……」

　一方でミロの方も訝しげな様子で魔神に対し問い返していた。

　ちなみに俺には彼らのやり取りが全く分からない。

「アナタにしか感じることが出来ない、ですっテ……？　まさかアナタは魔族……！　しかもその力を使えるとなるト……何ということですカ！　よりにもよって悪魔の王サタンと魔王リリスの間に生まれた子供が何故このようなところにいるのでス!?」

「……はい？」

　魔神は得心がいったように叫ぶが、当のミロは首を捻っている。

「アナタ、どのようにしてこの世界に入って来たのですカ!?」

「どうやってこの世界にって……はあ？」

　ミロは既に闇皇帝のキャラすら忘れて訊ね返していた。

「アナタたち魔族はアダムの世界にいるはずでしょウ!?」

「……ねえ、さっきから何を言っているの？」

「とぼけないで下さイ！　我々の邪魔をしに来たのでしょウ!?　リリスの命を受けてネ！」

「あんたが何を言っているのかさっぱりだわ」

「クッ……なんということですカ。まさか神の子と悪魔の子が共闘するなド、とても信じられない光景でス……！」

　そう言って魔神は俺たちのことを畏い怖ふの念をもって睨んでくるが、俺だって神の子と言われても何のことか訳が分からない……。

　そんな中、ミロが剣を軽く振った。禍々しい光に包まれたその剣はぶぅんと嫌な音を出す。

「おしゃべりはもういいかしら？　あんたの与太話に付き合っているほどこっちは暇じゃないのよ」

「……チッ、あまり調子に乗らないでくださいヨ？　リリスのイヌめガ」

　魔神は忌々しそうに呟く。

　すると突如、ミロが魔神の後ろを指差して叫ぶ。

「あ、魔王リリスだ」

「なニ!?」

　魔神は大慌てで後ろを振り向くが、そちらには何もいない……。

　その隙にミロは後ろから襲い掛かる。

「隙あり！」

「グアッ……！」

　ミロの魔法剣──ディバインブレイドが魔神の右肩の表面を浅く切り裂いた。

　惜しい！　もう少しで胸の辺りまでざっくりいっていたのに……。

　しかしやるなミロ。まさか魔神相手にあんな卑ひ怯きような手を使うとは……。引っかかる方も引っかかる方だけど……。まあ、それだけ魔王リリスっていうのが危険な奴なのだろう。……さすがミロのお母さんらしき人である。

「キサマァ!!」

　魔神が激怒していた。そりゃ怒るよね。

　ミロは構わず再び魔神に斬きりかかろうとするが、その時、魔神の目が怪しく鈍にび色いろに光り出した。……なんだ？　やばい！

「危ないミロ!!」

　猛烈に嫌な予感がした俺は、とっさに横からミロを突き飛ばした。

　すると──

　後方──北の大地で光が弾けた。

　次の瞬間、光の柱が天を貫く。

　凄まじいエネルギーの奔流が大地を焼いた。

　少し遅れて──




　チュドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ……!!




　鼓膜を劈くほどの爆発音が空気を震わせ伝わってくる。

　しばらくして光が収まると、そこには底が見えぬ大穴が開いていた。遠目から見てもハッキリと分かるくらいの、とてつもない大穴……。

　俺は戦せん慄りつした。まさかほぼノータイムであれほどの威力の光線を放ってくるとは、魔神とは本当に何という生き物だろうか……。今になってようやく世界を滅ぼす力を持っているという話が噓うそではないことを知った。

　だけど誰もいないところで良かった……。もし今の一撃がラーマの町に当たっていたらと思うと背筋が寒くなる。一発で町は滅びていたに違いない。

　ただ、今の攻撃は相当な魔力を使うのか、魔神の方にも疲労が見受けられた。

「クッ、まさか避よけられるとハ……勘の良い奴メ」

　今の攻撃は隠し玉だったらしく悔しそうに山羊顔を歪ゆがめている。しかもどうやら連射は出来ないようだ。

　しかし、次またあの光線を打たせるわけにはいかない。もし仮に仲間を狙われたら俺は身を挺ていして守るしかなくなる。そしてこの魔神は平気でそれを狙ってくるような奴だ。

　俺はミロの手を取って素早く起き上がらせると、

「ミロ！」

「ええ、行くわよ！」

　ミロはすぐに俺の考えを読み取ってくれた。

　俺たちは駆け出すと、魔神と一気に間合いを詰める。

　ミロのディバインブレイドが魔神に対し少なくないダメージを与えられることは分かったが、逆に俺の剣は魔神に対して有効ではないため、俺は魔神の体勢を崩したりミロへの攻撃を防いだりなどの援護に徹した。

　それでも魔神に対して決定打が中々入らない。ミロのディバインブレイドはギリギリを掠めるだけで魔神の肉までは届かなかった。

　しばらくは俺たちの剣が空を切る時間が続いた。

　そうやって焦じれていると、魔神の顔がニヤリと笑う。

　……まずい、またあの光線が来るか……!?

　このままでは誰が犠牲になるか……！

　ミロもそれが分かっているのか防御を捨て攻撃に行くが、魔神の方も防御に徹し始めたために当たらない。

　……何か、何か方法はないか？

　何か……あ、そう言えばさっき隠しスキルを手に入れたな！　使えないだろうか？




[image: ]

＊異界の門スキル

【効果】

　異界や異世界へと繋がる門を創つくることが出来る。

　何もないところに創ることが出来る。

　ただし天職レベルが低い内は、狙い通りの場所に繋がらないことが多い。




【スキル取得条件】

・クリエイトゲートスキルを入手していること。

・門番になってから、十種類以上の門を知覚していること。

・一度でも異次元に門を作っていること。

・時空魔法を熟得していること。

・異界について認識し、一定以上の知識があること。

[image: ]

　異界や異世界に繋がる門を創れるだって？　めちゃめちゃ凄いスキルじゃないか！

　でも残念なことに今は使えなそう……。今欲しいのは魔神に隙を作るスキルだ。このスキルでは魔神のあの光線を止めることなど出来ないだろう。

　ちなみに先程魔神の腹に門を作ったことで三番目の条件──『異次元に門を作っていること』をクリアしたのだろうか？　だってそれ以外に異次元に門を作ったことなんてないし……。それ以外の条件は既に満たしているはずだしな。そうなると魔神のお腹の中って異次元なのか？……って、こんなこと考えている場合じゃない！

　この隠しスキルが使えないとなると、後はグルニア軍を撃退した時に入手した普通の門番スキルしかないが……仕方ない、一応確認してみるか。

　どれどれ……この【誘導】スキルの効果は……と。ふむ、『対象を意図する場所まで誘導出来る。対象との力量差、また対象が油断しているかどうかによって成功率が変わる』……か。これは恐らく門の前に並ぶ者たちをきちんと整列させるための補助的なスキルだと推測できるが……あれ、意外と今使えそうじゃないか？

　……いや、待て。そう思うのは罠わなだ。だってこれ、門番のスキルだし。一般兵相手にすら使えなかった門番のスキルが、魔神に効くなんてとても思えない！

　そんな俺の焦りを読み取るようにして魔神が笑う。

「クカカッ、そろそろあの光線を──エンドビームをもう一度放ちますヨ。今度はどこに放ちましょうかネェ」

　そう言って魔神は俺たちの後方──仲間たちのいる方に視線を向けた。

　……こいつ。やはりそう来るのかよ！

　さらに焦りを募つのらせる俺だったが……落ち着け俺。そう言えばグルニア軍に勝った時に天職レベルが上がっていた。

　たった一つしかレベルは上がっていないが、それでも天職というからには期待できるのではないだろうか？

　それに今なら使いこなせる気がする──八門[image: ]甲スキルの四段階目を。

　魔神相手なら、ミロの時のように傷つけないようにする必要もない。

　──だから、全力でやる。

「八門[image: ]甲……傷門、解放！」

　八門の深部の一つを解放すると、その途端、俺の体から魔力が逬ほとばしる。

　傷門の解放は魔力を大幅に上げることが出来る。

　しかし、反面体への負担がハンパじゃなく大きい。深部にある傷門、杜と門もん、驚門、死門はやばいからな……。

　その代わり、もちろん見返りも大きくある。

「はあっ！」

　俺は剣を一いつ閃せんさせる。先程までよりさらに速くなった剣筋に対応できなかった魔神は、首筋に傷を作った。

　……よし、剣が通る！

　一方で魔神は驚愕していた。

「な、なんですっテ……!?」

　俺の持つ聖剣ルーンブレイクは持ち手の魔力によって切れ味を増していく。だから魔力が大幅にアップした今の俺なら、このルーンブレイクで魔神を斬ることもできるようだ。

　さらには他のステータスも底上げされているので、俺は一いつ気き呵か成せいに攻め込む。

「うおおおおおおおおお……！」

　俺は先程までより速く、そして切れ味を増した剣を振るった。

「ガアアアア……ッ！」

　魔神は避けきれず、体に傷を作っていく。

　俺のルーンブレイク、ミロのディバインブレイドが魔神の体を切り裂く。

　しかし……それでも致命傷を与えるまでには至っていなかった。

　魔神は体に無数の傷を作りながらも、必勝の一撃だけは紙一重で避けている。

　……何て奴だ！　こいつ、ただ力が強いだけじゃない……技もある！

　当たらない……俺とミロが必死に剣を振るうも、魔神はただひたすらに耐えてみせた。

　そうしている内に、魔神の目が鈍色に光り出す。……まずい、またあの光線だ！

　魔神は苦く悶もんに表情を歪めながらも、嗜し虐ぎやくに満ちた目を俺たちに向けてくる。

「避けれバ、後ろにいるアナタたちのお仲間がみんな死にますヨ!?」

　魔神が指摘するように、後ろには仲間たちがいる。

　こ、このままでは……！

「食らいなさイ！」

　魔神の目がカッと光る。

　俺はとっさに叫んでいた。

「八門[image: ]甲……死門、解放ッ!!」

　ドンッ、と、俺の体から凄まじい量のオーラが溢れ出す。

　さきほど傷門、杜門、驚門、死門の四つはやばいと説明したと思うが、中でも最深部にあるこの死門は特別だ。死門は命と引き換えに力を得る諸もろ刃はの剣つるぎの業わざである。

　一瞬にして生命力を失う感覚を俺は味わった。死門とはまさによく言ったものだ。

　が、だからこそ得られる力も有り得ないほどに大きい。

「はあああああああああああああああああああっ！」

　ズバンッ！

　俺の剣の一閃で、魔神の左腕が宙に舞っていた。

「グア……ッ!?」

　体勢が大きく崩れ魔神が顔を上に向けたことによって、光線は上空に向かって放たれる。糸のように細い一筋の光が空の彼方かなたへと消えていった。

　その瞬間──空がカッと弾けた。遅れて轟ごう音おんも響く。

　どうやら途中で爆発したようだが……どうしてあんなところで爆発するんだ？

　俺は疑問に思ったが、今はそれどころではない。

　ほんの刹せつ那な、死門を開いただけで俺の体は既にぼろぼろだった。特に剣を振るった右腕は筋繊維が全てぶち切れている。

　右腕はもう使い物にならない。それでも死ななかっただけマシではあるが……。

　しかし、そんな俺に向けられている魔神の目は怒りに満ちていた。

「よくモッ……！」

　魔神の残された方の右腕が俺に振り下ろされてくる。

　……まずい、死門を解放した後遺症で、体が言うことを聞いてくれない……！

　このままでは死ぬ……！　ていうかこいつ、俺の力が必要なんじゃなかったのかよ!?

　俺が迫りくる死を目前にしながらも内心でツッコんでいると、黒い影が俺の前に入ってくる。

「やらせはしないわ!!」

　ミロだった。彼女は振り下ろされる魔神の右腕に合わせてディバインブレイドを上に振り上げた。すると──

　ズバンッ！

　今度は魔神の右腕が宙を飛んでいた。

「グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　魔神の絶叫が響き渡る。

　しかしミロの攻撃は終わらない。完全に戦意を失った魔神に対し、ミロはディバインブレイドを大きく振り上げた。魔神を真っ二つにするつもりだ。

　それが分かったのだろう、魔神の黒い瞳孔が縦にぎょろりと見開く。その瞳はまるでタスケテと言っているようだった。

　そして、ミロが魔神にトドメを刺そうとした瞬間──

「ま、待ってくださイ！　ワタシを殺せばパティは消滅しますヨ!?」

　そのセリフに、ミロは振り下ろしていた剣に急停止をかけ、剣は魔神の頭の薄皮一枚のところでピタリと止まっていた。

　ディバインブレイドを目の前にしながらも、魔神が笑いながら言う。

「パ、パティはワタシの分身体でス！　だから当然、ワタシを殺せばあの子も消えまス。さて、困りましたネ？　これでアナタたちは何も出来ませン！　クカカカカッ！」

　それは自らの主張を疑っていない絶対的な自信を持った声だった。だから魔神の言う『自分を殺せば分身体のパティも消える』というのは本当なのだろう。

　──いや、本当だった、と言いかえるべきだろうか。

　俺は奴にとって残酷な現実を突きつけてやる。

「以前のパティなら、お前を殺したら一緒に消えていただろうな。だが、今のパティはお前を殺しても消滅しない。俺がそういう風にお前から抜き出したからな」

「ヘ？」

　俺が説明すると魔神から間抜けな声が出た。

　そう、結局こいつがやったことは、パティを本体から独立させることを手伝っただけに過ぎない。それを行った過程には腹が立ったが、結果的にごくろうさんだ。

「あノ……ウソですよネ……？」

　もう一度魔神から呆気に取られたような声が出る。

　そんな魔神に構わず、ミロは俺に訊いてくる。

「じゃあ、もうこいつ殺しちゃって問題ないってわけね」

　俺は容赦なく頷いた。

「ああ。全然問題ない」

　俺たちのその会話に、魔神が絶望の表情を浮かべる。イヤイヤと首を振り始める。

　……おい、やめろ。何だか可か哀わい想そうになってきちゃうだろうが……。

　あ、そうだ。それならあれを試してみようかな。

「ちょっと待ってくれミロ」

「何よ？　せっかく今日は山羊料理を食べられると思ったのに」

「………」

「………」

　ミロのセリフに俺と魔神の両方が言葉を失った。

　……え、食べる気だったの？

「冗談よ」

　ですよね！　じゃなきゃ困るよ！　半分冗談に聞こえなかったけど！

「で、何よ？」

「試してみたいスキルがあるんだ」

　俺はそう言って、先程手に入れた『異界の門』スキルを発動させる。

「主よ　唯一の神よ　今ここに異界への門を開きたまえ　ディメンジョンゲート!!」

　俺の左手が淡い光に包まれる。

　その瞬間、残っていた魔力が根こそぎ持っていかれた感覚があった。……うお、何てスキルだよ!?　魔法剣士の時でさえここまで魔力を消費するスキルはなかったぞ!?

　驚いていると、俺の手から光が移るようにして大きな扉が形作られていく。

　そして光が収まると、何もない荒野の上に門が出現した。それこそまるで神様の国にでもありそうな荘厳な佇たたずまいの門だった。

　その巨大な門を俺は押してみる。すると低く重い音を出しながら、門はゆっくりと開いていく。

　その中を見て俺は唖然とした。何故なら扉の向こうは様々な色がぐるぐると渦巻いているだけの訳の分からない空間だったからだ。

　………。なんだこれ？

　……まあ、いいか。

「ミロ、魔神をこの中に放ほうり込こんでくれるか？」

「オーケー」

　ミロは軽快に返事をすると、魔神の体を摑んで自分の頭の上に掲げてみせた。魔神は両手が無いせいで抵抗できない。

　魔神は足だけをじたばたさせながら、門の方へと視線を向ける。

「エ、う、うそ……ですよネ……？　そんなわけの分からないところに入れられるのですかワタシ……？　え……いヤ、その、チョ……？」

　魔神はめちゃめちゃ焦り出した。

「ワ、ワタシにこんなことをしてタダで済むとでも思っているのですカ!?　ワタシのナカマが、我らが王が……ウワアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

　魔神は何か叫んでいたが、ミロは気にせず魔神を異界へぽいした。

　魔神の叫び声が徐々に小さくなっていって、その姿は完全に異界の向こうへと消える。

「クローズゲート」

　あの変な異空間に手を突っ込みたくないので門番のスキルで門を閉めた。さようなら、魔神。

　その瞬間、頭の中で盛大にレベルアップの音が響いたが、それらの確認は後回しだ。

「ミロ。この門を壊してくれるか？」

「分かったわ」

　ミロは大きく跳んでディバインブレイドで一刀両断する。門は真っ二つに割れ、地面に崩れ落ちて、その姿を消した。

　それにしても世界を滅ぼすと謳うたわれる魔神の最後にしてはあっけなかったな……。自分でやっといてなんだけど、ちょっと可哀想……。

　まあ何にせよ、これであの魔神はもうこの世界に来ることは出来ない。

　逆に俺はあの世界の場所は覚えたので、いつでも『異界の門』スキルで繋げることが出来る。つまり機会があったらあの魔神と再コンタクトが取れるというわけだ。

　でももう戦いたくないので、出来れば魔神にはあの変な空間で永遠に生きていてもらいたい。

　そう思いつつも、あの魔神が気になることを色々と言っていたことを思い出す。

　他の魔神のことや魔神王のこと……それに楽園のことや神の国のこと、そして神の門番のこと……。

　……それにミロの出生の件くだりも気になる。……さっき魔神が出した名前は悪魔の王サタンと魔王リリスだっけ？　そのことに関しては何となく知っておいた方がいい気がした。

　それに俺のことも神の子とかわけの分からないことを言っていたからな……。神の子が童貞のわけないだろ。

　……仕方ない、いつかあの変な空間から取り出して訊いてみるか。まあ、それまで山羊魔神があの空間で生きていたらの話だけど……。

　あ、そうだ。魔神じゃなくてパティに訊いてみればいいんじゃないか？　だってパティは魔神の分身だし、色々と知っているだろ。

　ええと、パティ、パティは……と。

「リューイ……」

　俺の前に暗黒騎士が立ち塞がった。え、なに……。

「何かいやらしいことを考えているだろう……」

　………。なんで俺が裸に鎧姿のパティを見たかっただけだと分かったん？

　い、いや、だからってディバインブレイドを俺の前にチラつかせるのはどうかと思うよ!?　俺、消されちゃう！

「お、俺はただ、パティに色々と訊いてみたいことがあってだな……」

「そんなことを言っている場合？　見なさいよ、まだ魔神の僕たちがあんなにいっぱい残っているでしょうが」

「……だよね」

　そう、遠くではまだ魔神の僕たちと戦っている仲間たちの姿があった。ちなみにグルニア兵たちも戦っている。

　……はぁ、仕方ない。裸に鎧姿のパティを楽しむのは後回しにするしかないか。

　取りあえず早く通常の門番業務へ戻りたいので、魔神の僕たちにはさっさと退場してもらおう。

「ほら、行くわよ」

「ああ」

　俺とミロは共に駆け出す。仲間たちのほうへと向かって。

　体はぼろぼろだったが、その足取りは既に軽かった。




　魔神の僕たちとの戦いは俺とミロが加勢したことであっさりと決着がついた。

　……というよりも、ミロが凄かった。ミロのディバインブレイドは一振りで魔神の僕たちを同時に数体、まるでバターのように切り裂いていたからな。

　ミロが突っ込んだところから魔神の僕たちは総崩れとなり、後は単なる殲せん滅めつ戦だった。

　全ての僕たちを倒し終えた後、グルニア兵たちが勝かち鬨どきを上げている中、俺たち北門メンバーも仲間同士で勝利をたたえ合う。

　しかしすぐに彼女たちの視線は俺とミロの二人に注がれた。

「……まさか本当にたった二人で魔神を倒してしまうとは、信じられん奴らじゃのう……」

「六人の英雄よりも、この二人の方が上ということか……」

　スノートラとアリエルが呆気に取られたような、畏おそれるような目でそのようなことを言ってくるが──それはちょっと語弊があるかな。たまたま俺とミロの組み合わせがかみ合ったから倒せたのだと思う。実際あの魔神はとんでもなく強かった。

　と、それよりも──俺は手近な岩場にクリエイトゲートスキルで門を作ると、さらに転移門スキルも発動して門を潜くぐった。

　その門の先にいたのは──

「どこに行くんだよ？」

　パティだった。俺は転移門スキルで、逃げようとしていたパティの前に回り込んだのである。しかし当のパティはいきなり現れた俺にびっくりして腰を抜かしていた。

「そ、そのスキル、本当にインチキ臭いですよね!?」

　グルニア軍を壊滅させた時よりも今の方がこのスキルを持っていて良かったと思った。だってパティを逃がさないで済んだから。

　しかし裸に鎧姿で腰を抜かすと色々と際どくてありがとうございますってお礼言っちゃったよこれだから童貞は……。

　門からは他のメンバーたちもやってくる。

「……パティ、黙って消えようだなんて、バカなこと考えるじゃないか……」

　レイラが悲しそうに呟くと、パティはさっと顔を逸らす。

「……だ、だってわたしは、魔神の分身です。皆さんを騙していたんです。それに皆さんを危険に晒さらしてしまいました……。特に門番長……わたしはあなたの優しさを利用していたんです。い、今さら、仲間だなんて言えるわけがありません……」

　パティの顔は辛そうに歪んだ。

「わたしはどんな報むくいでも受けるつもりです。……いっそのこと、わたしを殺して下さい！　魔神の分身であるわたしなんか生きている価値も……」

　そこでバシンッと乾いた音が響き渡る。レイラがパティの頰ほおを打った音だ。

「バカなこと言うんじゃないよ！　あたしはあんたが人間だから一緒にいようと思ったわけじゃない。パティだから一緒にいたいと思ったんだ。だからそんな悲しいこと言わないでおくれ……」

　レイラはそう言ってパティを優しく抱きしめた。

　その途端、パティの両目から涙がぼろぼろと流れ落ちる。

「……いいんですか、門番長？　こんなわたしがまだ一緒にいても、いいんですか？」

「いいに決まってるだろ」

「レイラさん……う、うわあああああああああああああああああああっ……!!」

　パティはレイラの胸に顔を押しつけて泣き始めた。

　パティの心からの嗚お咽えつに、仲間たちの目にも光るものがあった。……グルニア兵たちもこっちを見て涙ぐんでるんだけど……あんたら俺たちの敵だったことを忘れてるよね？

　一方でミロも、

「これ以上ガタガタ言うなら殺す、って言おうと思っていたのにな」

　ですよね。あなた、ズシャッ!!　の準備してましたもんね。

　まあ、何にせよ一件落着かな。

　これでまたこのメンバーで門番をやれることは正直嬉しい。魔神との戦いは門番の仕事として考えると大分割に合わなかったが、それでも守れたものもあったと思う。

　その後、俺たちはようやく本当の意味で健闘をたたえ合うことが出来たのだが──

　どうしてだか、ミロの元気がないように感じた。
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　照りつける太陽が心地いい。俺は青空に向かって伸びをする。

　魔神との戦いから一日が経たった。

　あれからグルニア軍は自国の領土へと帰って行った。

　ナパール王は「これで諦あきらめたとは思わないことだ！」などとのたまっていたが、ミロがディバインブレイドで脅したら本気で泣いていたから多分大丈夫だと思う。

　そしてラーマ男だん爵しやく領りようの民たちは脅威が去ったと見るや否や、いつもの生活に戻っている。いつぞやパティがラーマ領の民たちについて誇らしげに語っていたが、まったくたくましいものだと感心するしかない。

　それで俺はというと、通常の門番業務に戻っていた。

　……はぁ、やっと普通に門番が出来るよ。戦争とか魔神とかまったく勘弁してほしい。

　勇者とか聖騎士とかは何やってたの？　今度会ったら文句の一つでも言ってやる。……まあ、会いたくはないけども。

　しかしこれで魔神がいることは人々に理解されたはずだ。ラーマ領やグルニア王国以外ではすぐには受け入れられないかもしれないが、それでもこれで世界の意識は変わっていくだろう。

　あとは世界各国のお偉いさんや勇者や聖騎士たちに任せるよ。……今度こそ仕事してね？

　俺は普通に門番の仕事をやるから。……と言っても、相変わらず門の前に暗黒騎士が佇たたずんでいるのであまり普通とは言えないが……。

「暇ね……」

　ミロがぼそりと呟つぶやいた。

「また魔神でも攻めてこないかしら」

　おい、やめろ。まだ他にも魔神はいるんだから本当に攻めてきちゃうだろうが？

　ちなみに今ここには俺とミロの二人しかいない。

　パティは大事を取って休んでいる。というかレイラによって強制的に休まされていた。レイラはあれで意外とかなり甘いところがあるようで、付きっきりで看病している。

　だけど医者が言うにはどこも悪くないらしいから大丈夫だろう。

　ミロも同じことを考えていたようで、

「パティ、どこも悪くなくてよかったわね」

「ああ、そうだな」

「でも、お見舞いに行ったら飛び上がって土下座してきたわ……」

「あ、ああ、そうだな……」

　ま、まあ、逆に元気になってよかったじゃないか……。何だかんだ落ち込んでいたけど、暗黒騎士のおかげで文字通り一発で吹き飛んでいたからな……。

　そこからしばらくまたお互い無言になる。

　やがてその無言がむず痒がゆくなってきた頃ころ合あいに、ミロがこんなことをのたまってくる。

「……ねえリューイ」

「ん？」

「……もし、あたしが本当に悪魔だったらどうする？」

「え？」

　俺は思わずミロの顔を見た。……でも暗黒騎士の兜かぶとのせいで表情が何も分からないのだが……。

「リューイは何となくあたしが本当に悪魔の子だって気付いているんでしょ？　あたしのことを殺すなら今の内かもよ？」

「……何を言ってんだよ。昨日パティのことで分かっただろ？　別にお前が何者であろうとミロは──」

「あたしはパティとは違う。あの子は多分もう本当に魔神とは関係ない。でも……あたしはこれから本物の悪魔になる可能性がある」

　ミロはそう言って俯うつむいた。

　ははあ、なるほど。ミロはそんなことを気にしていたのか。だから元気がなかったのだ。俺は肩を竦すくめるしかなかった。

「お前の言っていることは可能性の話だろ？　そんな信しん憑ぴよう性せいの低いことを言われても困るぞ」

　ミロはこちらに鉄仮面を向けてくる。

「……いいの？　いつか自我を失なくして人間に牙きばを剝むいたりするかもよ？」

「その時は俺が止めてやるよ」

　ミロはそこで無言になった。……だから鉄仮面がいい仕事をし過ぎていてどんな表情をしているか分からないって……。

　ミロが再び喋しやべり出だす。

「……あの魔神、あたしは本当はこの世界にいないはずだとも言っていたわね……」

「ああ、そんなことも言っていたな」

「あたしね、ずっと不思議だったんだ。あたしと同じ種族がどこを探してもいなかったから……。もしかしたらあたし、いつか自分のいるべき世界へ帰らなきゃいけないのかな……」

「何だ、心配なのか？」

「そ、それは……そうでしょ。だってあんたにも会えなくなるかもしれないんだよ……？」

　ミロの答えは弱々しかった。だから俺はこのように言ってやる。

「だったら俺がアダムの国でもどこでも付いていってやるよ」

「え、ほ、本当に……？」

「そうすれば寂しくないだろ？」

「う、うん、そうね……」

「その代わり、もし俺が神の国とかに行かなきゃいけなくなったりしたら、その時はお前が一緒に付いてこいよ？」

「え、い、いいの？　あたしなんかが一緒に行っても……」

「当たり前だろ。それに俺だってもし一人で行かなきゃいけないとかなったら寂しいだろうが」

「う、うん。じゃあ約束する」

　ミロはもじもじと手を合わせ始めた。……仕草は可愛かわいいんだが、いや、もはや何も言うまい……。

「……でも、本当にいいの？」

「いいって。俺はミロのことが一番大事なんだからな」

「へっ!?」

　ミロは変な声を出して固まってしまった。……あ、言い過ぎたかな？　でも実際噓うそではない。だって俺はもう家族とは縁を切ったつもりだし、だとしたら親友のミロが一番大事だということに違いはないだろう。

　ただ、ちょっと誤解されたら……いや、誤解されてもいいんだけど……。

　ミロはまたもじもじしたまま言ってくる。

「あ、あのさリューイ。昨日約束したことがあるわよね？　その、デ、デートのことなんだけど──」

「すいませんお待たせしました！　もうすっかり元気になりました！」

「邪魔だ殺すぞ」

「戻って来るなりまさかの殺害予告!?」

　せっかく色々と吹っ切ってきたらしいパティは、現れてすぐミロに暴言を吐かれて涙目だった。

　しかもパティが俺の背中に隠れたことでミロの機嫌がますます悪くなり、彼女の闇やみのオーラが増大する。……あれ、ミロ？　鞘さやから暗黒大剣を抜いてどうするつもり……って、まさかこいつ俺ごと串くし刺ざしにするつもりじゃないだろうな!?　さっきまでのいい雰囲気は何だったの!?

　俺は慌ててパティを捕まえようとするが、こいつはこいつでちょこまか動いて全く捕まらないんだけど!?　無駄に性能を発揮するんじゃないよ！

　後ろから暗黒騎士が迫ってきて、もはや万事休すかと思われたその時だった。

「大変だーっ！　太守が帰ってきたぞーっ!!」

　町中からそんな声が聞こえてくる。

　俺は思わず目の前にいたパティと顔を見合わせた。

　……太守が帰ってきただって？　太守って、グルニア軍が攻めてくる前に住民を見捨てて早々に逃げ出したあのクソ太守か？

　町中から聞こえてくる話し声を総合すると、どうやら元太守はグルニア兵が撤退したことを知って戻ってきたらしい。それで今さらこの町に入れたくない住民たちと南門の方で言い争いになっているのだとか。

　……そのような状態ではしばらくしたら血が流れることになるかもしれない。

　……仕方ない。このまま放ほうっておくわけにもいかないか……。南門の門番たちは話を聞く限りあまり頼りになりそうもないからな……。

　しかし俺が南門の方へ行くことを決心すると、

「おのれ……どいつもこいつも我の邪魔をしおって……！」

　ミロが闇皇帝バージョンでキレていた。……正直おっかない。

「ちょっと滅ぼしてくる」

　まるでちょっとトイレに行ってくるのと同じくらいのテンションでそんな物騒なことを言い放つミロはさすがだと思った。

　だが、無謀にもパティが慌てて止めようとする。

「ま、待って下さい！　最初から戦争する気満々じゃないですか!?」

　ズシャ！　ドゴンッ!!

「悪いか？」

「いいいいいいいいいいえ！　まっっっっっっったく悪くありません！　どうぞご随意におあそばしくださいませええええええええ!!」

　結局パティはワケの分からないことを叫びながらひれ伏してしまった。

　ちなみにズシャッ！　はいつものやつだが、ドゴンッ！　の方は暗黒騎士が壁に拳こぶしをめり込ませた音である。……そりゃパティもこうなるよ。

　ミロはぶおんっという音を出すと、その場から消える。無駄に瞬動を使って南門の方へと向かったようだ。

　……これ、放っておいたら夢見悪いだろうなァ。

　太守を止めに行くよりも、暗黒騎士を止めに行く方が憂ゆう鬱うつなんだけど……。

「パティ、俺たちも行くぞ」

「えっ？　わ、わたしもですか!?」

「当たり前だろ。俺とミロのコミュニケーション能力だけでどうにかなると思っているのか？」

「新手の脅しですかそれ!?　でも説得力がありすぎて困ります！」

「だろ？」

「わ、分かりましたよ！　行けばいいんですよね、行けば！」

　パティはヤケクソ気味で応じてくれた。

　でもパティ、多分これもぎりぎり門番の仕事だから、そう割り切ってお互い頑張ろう？

　ぎりぎりというか全然門番の仕事じゃない気もするけど、気にしたら負けだ。

　……門番の仕事とは何だろう？

　そんな哲学的なことを考えながら、俺はパティと共にミロを止めるべく南門の方へと向かい始めた。

　その後、俺たちがどのようにして太守とミロを止めたのかという話は、また機会があったら語りたいと思う。
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あとがき






　ＫＡＤＯＫＡＷＡ様、そしてファミ通文庫編集部の皆様。今回も大変お世話になりました。本作を刊行していただいたこと、深く感謝いたします。

　特に担当編集のＨ様。企画から改稿に至るまで、大変なお力添えをいただきました。Ｈ様のご指摘がなければ気付けなかったことが多々あります。日ひ頃ごろは中々言える機会がありませんが、思考の奥深さ、視点の鋭さ、アドバイスの的確さにはいつも舌を巻いております。これからもお力をお貸しいただけると幸いです。

　さらに本作に華はなを添えてくださったふーみ様。素晴らしいイラストをありがとうございます。ふーみ様にイラストを担当していただいたことは、私に舞い降りた幸運の一つでしょう。

　最後に本作を手に取っていただいた読者の皆様、そしてこの作品に関かかわってくださった全すべての方々に心から感謝いたします。

　皆様と再びお会いできる日を願い、ここにあとがきを締めくくらせていただきます。


春日かすが山やませいじ
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